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第1巨費 緒  

第1野 乗観造成と緑地保全   

1 魚観   

数観（1andscape）という駿は，一般的に風教や風致といった語よりも客観的，科学的  

また給食的な概念を表す場合に用いられるが，いずれにしてもこれら三者の概念には余り  

大きな差異はないと思われる。   

泉観はその対象によっては必ずしも自然と関連しない。このことは澄観馴薄成している  

要衆を見ると容易に理解できる。   

EcK迅0（1964），宇野（1鋸5），開場（1970），江山（1978）らは，螢観を自然及観と文   
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化澄観の二つに大別し，それぞれの及観構成要紫を次のようにあげた。   

自然展観には山岳，丘陵，平原，渓谷，篠布，湖沼などの地形的要素と凍林，草原，ツ  

ンドラ（ttlndra）などの地被的要素及び温泉，噴煙，噴気などの自戯現象的安来の三つ  

を，そして文化澄観として建築物，道路，橋梁などの文化的賓兼をあげている。   

また中村（1977）は♪ これらの展観構成費索も考慮しながら独自の科学的な及観のとら  

え方を行っている。それは地理学的虞観，生態学的鼠観，造園約数観，エ学的兼敏の四つ  

であり，地理学的，生態学的及観を生物と環境系空間とが作る有機細微の集合体を研究・  

把接するための方法論としてとらえたのに対して，造園約数観ほ視覚的な農鶴の共に主眼  

を置軋 工学的農観は造成に当たって構造物の弟を補完する技術論であると定義した。   

従って，本給文で取扱う澄観は，以上述べた展観のとらえ方に基づくと文化祭観ではな  

く，白然庶観の申の地被的要発，主として植生（植物）を対数とする。そしてその造成に  

当たっては，造園的厳観論と生態学的展観翰の二つの立嚇から植生凌険御し，緑地保全と  

いう概念に基づいて植生澄観を育成する。しかし植物が作りだす盈観が，自然数観や文化  

数観の申の各種の要素と結びついて，同時的に種々の展観を形作ることをよく見かける  

が，筆者は展観要素の中の植物兼合体（群落）が褒す数観を主要対象として考えていくこ  

とにする。このことぼ，「植生を有している，あるいは植魔の存在を支持しうる空間」＝＝  

「緑地（融een space，green area）」が示す鼠観（相観）を一つの鼠観単位としてとらえ  

ることである。すなわち，客観的に生態学的展観として緑地の相観を格成する生活型＋腰  

密には，生活型の一つとして，植物の地上部の生育形態の外形的特赦をもって類型化した  

生暫塾であるが，本給文では生活型（1ige form）として衷現する仙に基準を置き，これ  

が承贋的に盈観を形作る要素，すなわち粂観構成要素であるとすれば（筆者の展観論とし  

て），螢観構成栗素をどの規模に置くかで上述の盈観論が決まってくることから，ここで  

は植生を数観単位にする。そしてさらに，植生はいくつかの生措塾で構成されていること  

に潜冒し，生活型を一つの単位とした自然数観，特に植生螢観を造成し維持するという立  

場に立つものである。   

2 緑地   

先に緑地（green space）とは，「植生を有している，あるいは植生の存在を支持しう  

る空間」であると述べたが，このことを敷観造成という造園（風致工学）の本質的活動  

から見ると，風致的空間を創造表現する墟として理解され，従って，その対象となる空間  

は野外の土地そのものの上に展開される空間，土地自然の上に成立する空間ということに  

なる。つまり，地被的要素としての植生が造園的（風致的）空聞としての緑地の重要な基  

本的賓発であり，しかも密接な関係にあることが分かる。   

緑地と植生の関係をいま少、し掘り下げて見ると－（1）過去に植生が存在していた空間。  

（2）現在，植生が存在している空間。（3）現鼠 植生が存在しうる空間。（4）将来，植生  

が存在するであるうと予測される空間－と考えられる（日本造園学全編1978）。いずれに  

しても，過去から将来へわたる時間系列の中で植生の存在を切り離して考えることができ  

ない壁間であり，具体的には，地衣，串本，樹木といった生活型の植物が集合体（群）と  

して存在し，蕊的に多い箪生地や樹林地から蕊的に少ない岩石地や水辺地も対象になる。   

3 保全とその対象   

まず本給文で取扱う保全という雷基の概念について明らかにしておきたい。説明の都合   
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上，生態学的観点から保全について述べる。   

四事井（1973a）や佐々木（1974）は，保全を自然保籠墨こおける管理方式の血段階とし  

て，保存と復旧・筏元の中間に枚濫づ仇 次のように説明した。   

保存（preservation，reSerVation）が，保護しようとする現存の植生を消極的にそのま  

まの状態で保存する方式と考え，復旧（reclamation）と復元（restoration）がかつて  

存在した植生や破壊されつつある植生を品にして植物社会を作る方式であるとすれば，保  

全（conservation）とは，「生態学的法則性を明らかにしてJ自然との調和を求め，植生  

の改変でも自然法別に反しないようにする方式」，また「自然の系の正常な弾力的平衡の  

範園内で，そこから教大の収穫が得られるように生態系（ecosystem）を制御（control）  

する方式」である。   

そして普及（1971）もまた，自然破壊か保存かの二つの中間的立場として同様な見解に  

立って，「技術的には系をできるだけ破壊しないように保存し，必要によってほ壊れた構  

造の回復を人為的をこ助けるとともに，収穫蕊の規制も行わなければならない。」と述べて  

いる。   

このように保全という意味には，松組私 利用管理，保続的といった性格も含まれてい  

ることから，筆者は本論文における保全を次のように定義した。   

すなわち保全とほ，造園空間としての緑地及び環境に存在する自然の系の秩序を壊さな  

いように保擁しながら効果的な利用を行い，また必要に応じてほ，系の秩序を維持するた  

めに，具体的にいえば，緑地の持つ植生の支持ポテンシャル（potential）を喪失破壊し  

ないように，利用管理の段階的制御を適切な手法を用いて行うことである。   

次に保金の対象として，緑地の何を保全するかという問題がある。一口に緑地保全と  

いっても，緑地が持っている機能は多く，その中のどれに焦点を当てて保全していくか  

は，造園，林楽・林学，生態学などそれぞれの立場によって異なってくる。   

例えば，林業・林学の分野は木材生産機餞や水源藤巻，土地保全機能が主体となり，生  

態学の分野では環境保全機能が，そして造園の分野では環境保全，保健休養及び風致的機  

能が政調されることになる。   

とこるが，これらの級餞は互に‡媚達して作用しているところから別個に切り離して考え  

られない衝もある。例えば，林業的に木材生産機能を商めようとすれば，藤林生態系にお  

ける物質循環論の立墟から土地と環境の保全も同時に行わねばならず，従って，緑地の基  

本的機能はすペて広義の環境保全機能として見なすことも考えられる。   

しかし漆論文では，逝開約数観の造成ということから，風致的機俄に蛮きを置く。一瞥し  

て植生が構成し作りだす相観を縁地保全の主要対象にする。すなわち，緑地を構成する  

種々の生活型を螢観構成腰魔としてとらえ，この組み合わせによってできる澄観を保全す  

ることである。  

第2節 緑地保全の手法   

緑地保全とは植物群としての植生と空間を取扱うことから，その利用管理（植生管理  

と呼ぶ）は生態学的に緑地環境をとらえ，適切な手法でコントロールしなければならな  

い。   

このような観点から，保全ぼ生態学的な穏生管理の山芋法として理解した方が考え易  

、   



教1－1 植物群の生態学的維持管理  （富谷1978）  

「 「「 段  階  

乱然に賓ねる．巡1乱 撃麓，  
教小限の防災的管理．  

人の利用に供さない．  
立入楽止．  

ある程度の利用．時間的，  
空間的利用の制限．  

1．人為の遮断  

生態学的法則を概様的に利  
用した管理．遷移管瓢  2．人為の制限  

人為的管理，保護，育成，  
抑盲軋 陣容の各智弘  3．人為の開放  高密度利ノ軋 推椀的刹臥  

い。   

古谷（1978）はその手法の基本的な考え方になる植物群の利用管理の段階的な肘J御につ  

いて，人為的処理に基づいた生態学的な維持管理を嚢1－1のように示した。   

そして筆者ほ，保全の対象としての緑地環境の成立ちや人為を加える程度段階に基づい  

て，鐸1段階の管理的手鏡を厳正保全，節2段階の管理的手法を加工保全そして節3段階  

の管理的手法を造成保全とそれぞれ名称を与え，これらを基本的な保全手法としたので説  

明する。   

（1）厳正保全（naturalconservation tecllnique）ほ人為的影響を極力遮断し，自然  

の推移に委ねる管理である。従来この手法ぼ学術的に幾重な特定の動植物やその群落地な  

どを保護する目的や，土地と水の保全を担う各種の保安林の維持管理に適用されたり，藤  

には造成された緑地や熔岩原のような生態遷移（ecologicalsuccession）を観察するため  

の裸地まで対象にされることがある（署良1963）。   

しかし，この事法は魚観造成という造園の立場では，群滞遷移（p‡ant slユCCeSSion）や  

審虫発生などの自然的災啓に対しては適切な手法でないが，最小限の人為的管理を行う必  

要がある。すなわち，ある特定の植生や群落（澄観も含む）の存続が‡ヨ的であって，手法  

の適用は二次的に考えてよい。このように考えると，むしろ人為的災啓に対してほ，盛大  

限の哲理を行う必要がある。いずれにしても，遵閑の分野においては常時用いられる手法  

ではないが，保全手法の基盤となるものとして認繊しておかねばならない。  

この厳正保全の手法が厳掛こ行われている代表例ほ，アメリカのWilderness areasでと  

られている保護方式で，審虫の駆除，風倒木の処理などいっさいの人為を加えず臼然の推  

移に委ねて放置する方法である（関口編1978）。  

（2）加工棟金（controlled conservation techniqu¢）は人為の影響をある程度加えな  

がら，自然植生の生態学的法則を椒廠的に利用した管理である。すなわち，植生の現在の  

状態を存続するために移行を止めたり，あるいは新たな環境や緑地の機能・目的に適する  

ように，移行を促進させたりする管理になる。従って，群落遷移の知織が必要であり，対  

象とする植生の遷移系列（sere）を十分に把嫁しないと適切な保全が不可能である。つま  

り，撥榛的な遷移管理ともいえる。   

このように解釈してくると，先書こ保全について述べた，「生態学的槙則性を明らかにし，  

自然との調和を求め，植生の改変でも臼然法則に反しないようにする（四手井1973a）」  

と同じ考え方であり，加工保全は保全の解釈そのものともいえる。   

この手法を造園の分野において具体的に適ノ召する場合は，自然植生の選択的な株の除去  

や刈り込み，または加植などの人為的処理を行って農観的に特徴のある緑地を作りだした   
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り特定の植物螢観を保全したりすることになる。このことは，緑地環境の維持及び望まし  

い風致的空間を造成するための盤要な技術といえる。  

（3）造成保全（man－made co‡lSerVation techniqtle）ほ人為の影啓が最も商い管理  

であり，生態的には人為的圧力によって緑地を統制することともいえる。その維持管理に  

は，保護，懲成，抑制，障寧の4管理がある（古谷1978）。すなわち，保護管選ば緑地を  

壊さないように維持する管理であり，育成管理は緑を増大させ緑地恩観を育成する。そし  

て抑制管理は緑地の利用機能と美観を維持する最小限の管理で，障審管理は抑制管理の一  

種に含まれるが，緑地の利用織機と安全性の憲化に対する緊急的な管理である。   

このように造成保全ほ，今述べた四つの人為的管理を高密度に紘綬的に投入して緑地盈  

観の造成，育成，維持管理を行うものである。   

この例は，わが国の多くの廃園造成とその後の刈り込みや労盤など，管理を常時行い多  

くの労力と経静をかける手法に見出される。   

またオランダの自然公園造成例のように，干拓地の排水工事を行った後，緑地造成の  

環境条件を整備し，ボブルス属（ダ叩；血ぷ）を先駆樹種（pioneer tree）としてまず植栽  

し，それから自然他の高い樹林を造成して行くといった手法にも見られる（HACK丑m  

1971）。   

以上，三つの手法を適切に使い分けながら，保全対象となる緑地環境の自然の系の秩序  

を壊さないよう維持管理することが，祭観造成における保全の考え方といえる。  

第3節 緑地保全のための植生の基本的考え方  

1 相観と生活型   

わが国は気象条件に窓まれ術数も多いので，緑地兼敏の主体となるものは森林である。  

従って，本論文が生活型の組成に基準を置いて取扱う展観は，主として森林魚観であり，  

この申に串原，岩石地，水辺地なども含めて考えることにする。   

この相観（pbysiognomy）という考え方は，植物とその集合体としての群落の外形を  

全体的にとらえる見方で，いわば播生凌磯成する植物の生活型の総和が饗す外観的糠故に  

よって示されるとするもので，この概念ほもともと植物が気候に本質的に依存することを  

反映した構造的特性と見なし，外的環境魔件と調和を保っている姿の反応を，構造あるい  

は機能上の特性に求めようとしたところに生濠れた（沼田1979）。   

相観の把捉は，相観の要務に大きな作用を及ぼす群落優占種（dominant speci8S）∝  

外観，すなわち生活型に基づいている（河田1938，沼田綱1959，沼田1970，WⅢTTAEER  

1970）。これを分かり易く説明すると，森林を外部から見た場合，群落の及上層部を占め  

左高木㈲（trcelaycr）の優占樹種（dominant trec species）によって相観が決まり，  

林内にあっても各階層（1ayer）を占める優占樹種によって林内相観が変わってくること  

ほ明らかである。   

例えば，遠方より挑めたアカマツ（邦那ばd紺功飽和）林，ブナ（撤g〟ぷCrβ〃αね）林，  

コジイ（α沼射明痛ぷⅢ堺は蛸）林には，それぞれ特有の森林螢観があるが，林内に入る  

と同じアカマツ林でも並高木層（sub・treelayer）一高木屑に一括してもよい】以下，低  

木層（s加ubiayeれ 串本腰（herbユayer）と各階層を優占する樹種によって，アカマツ  

】－コナラ（¢〃が℃〟ぷぷgrrαrぽ）林，アカマツータブノキ（タβr∫βαr如〃如頑i）林のように革   
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木履まで種類組成が異なる林内数観になることが多い。逆にいうと，優占秤や種類組成を  

手がかりとして楯観的な層別が可能になるといえる。   

このように，群落の区分はまず俊一主種によって区分し，次に優占経の組み合わせを使  

い，さらに優占樫の生活型に注目して類別される。   

生活型の類別は，環境の影響を受けた生活様式としての栄養器官の形態や性質を主体  

として行われる。例えば，草本，低木，笛木という区別や，同じ高木でも落嚢樹と常緑  

樹，広葉樹と針葉樹，また夢本でもイネ科（G亮㍑痛庸郎ほ）のような輩の細長いものとキ  

ク科（Co∽ダ0ぷ如g）のような婆の広いものなどという要素が基準となる。生活型分夢幻は  

R＾UNKTA月R（1934）の休眠型（dot■l11anC）・rOrl11）が分かり：りいので．RAUNKTAERう＝じの  

例として，CLEMENTS and SI堰LFORD の生誹Ⅲ■1相川用，j1959）と WHtTT＾KヱR（1970）  

の生活数の分類を袈1叫2，表1剛3に示す。   

このように優占橙の示す生活型を中心に植物群落を磯別したものを生態学では群系  

（rormation）と呼び同心の気候条件，環境条件下で見られる鵬群の群落を指す上級の植  

生単位とするものであり，盛観造成の上からも盗要な役割を持つものでぬる。   

群落の類別払 以上のような相観，すなわち生活型に基づいた方法の外に，橙の組成  

（鎖oristic composition）に基づいた植物社会学（plant socio】ogy）的方法がある。組  

成的な方法は．細かい群落の速いを織別するのに特に有効であるが，群落と環境とを対比  

して考える噂は，やはり優占種とその生清型，及びその総和としての相観を中心に考え，  

これに種類組成を組み合わせた方が有効である。この考え方に基づいた応用例として古く  

義i酬2  生活型の分顛岬（り（Cl．RMEⅣrS＆SIi混LpORDより山部改変）  

6）半 低 木  1）一年生植物  
2）ニ年生縫物，多年生串本  巨  7）滋 生 木 本  

8）木本多肉植物  

9）低  木  
10）高  木  

3）淡 紫 串 本  
4）広 基 準 本  

5）草本多肉櫨物，多年生木本  

〔注〕3）～iO）はさらに常緑，落嚢に区別し，9），10）は針葉徽 広葉樹に分をナ  

るのが普通である。  

表1－3  生活窒世の分類－（2）（W封ITl・ÅRERより改変）  

1
 
 

● 高   木  
り 常緑針葉高木  

2）落葉針窯高水  

3）常緑広輩高木  

4）落兼広葉高木  

5）常緑硬輩高木  

6）刺のある高木  

○ 低  米  
8）常緑広葉低木  

9）落葉広葉低木  

10）常緑硬輩低木  

‖）刺のある低木  

iヱ）ロゼット輩を持つ低木  

13）多肉姦低木  

○  ア、●・：  ホ  

16）箪  

17）イネ科型植物  

柑）シダ迅植物  

◎  婁 植 物  

Ip）肇登登り臓物  

20）巻きつき植物  
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7）ロゼット（rosette）14）半 低 木  
基を持つ高木  i5）亜 低 木  

〔注）14）は生活の不良な時親に地上部が枯死する低木．  

15）は地表裾近くに細倒して広がる低木．  

16）は17），18）以外の翠本縫物．  



漉1腑4   鑓括弧組成による聯地診断（り…北アリゾナ山地（1955）  

（単位：ポンドノェ仙カー）  

より草地を対象に生活型組成（iire・rOrm SPeCtrtlm）を用いた翠地の診断がある。この比  

較的に新しい研究として，ÅRNOLD（沼田i卵0）む沼闊（1965）による群落の荒廃庶の  

判定に使った輩地診断の例をあげる。   

a）ÅRlヾ0以）の箪地診断基準   

これは北アリゾナの山地牧野において，放牧などに対する草地の反応を適確に知り，望  

ましい群落の形を保全するための牧野管理基準として生活型組成から診断したものであ  

る。   

すなわち，放牧が植生に与える撹乱の反応駿を枚挙の被庶と収監で来すという考え方で  

研究している。   

まず北アリゾナの山地植生を極細→牧野荒廃の系列の中でとらえ，優占橙の生存年限と  

高さを基に8種の生活型に分類した。そしてさらに，これを二つの優位生活型と劣位生活  

型に大きく分けて表1㈹4のように示した。   

袈の数撒から，生活型と収放との関係を見ると，牧革の生長と収鼠は短い閣に変倒し易  

いが，その封告型は管理の仕方によって徐々に反応するので診断基準として好適だと結論  

している。   

b〉沼田の革地診断基準   

これほ草地の相鰍こよって区分した尊地塑について，それぞれの串原構成穏を広範囲に  

現地調査し，そのデータに蓋づいて各軍地塑を構成する生活感とその組成を明らかにし基  

準として嘉した。生活避は，RÅ澗王威R の休眠塾，散布烈（dissemint11e rorm），根  

系型（roottsystem rorm），地上の生育塾（growth rorm）にポイントを匿いて組成の  

表現を行っている。そして牧野における人為的管理と生活型の組成に及ぼす変化との関係  

を攫数の百分率（％）で示したものが敦1…5である。   

この表より，わが国の輩地敷のような半日然的草原は遷移途中柏であり，その進行を判  

愛することができる。また生活型が分類学的な橙・属を越えた生態的単位であることか  

ら，フロラ（魚ora）的常澄を異にした地域の比較にも活用できる。そしてこの組成袈の数  

億を議覧準にして，輩地の人泡的管理の具体的な制御の方法も予測でき，翠地保全のための  

指針となりうるものである。   

このように生活型組成の応用的研究は，人工牧野の造成及び維持管理を行ううえでの技  

術的指針となってきたものであり，特に琴地盤暦学の分野で発達してきた。この軍地診断  

における生活型組成の険尉から輩地を維持管理することは，すなわち準地という生態系の   



9  

豪1榊5  生活教組成による欝地診断（2）肌日本（1965） （月ま位：機数％）  

根系型蔓 生 育 蟄（地上部）  休  眠  塑  
箪  地  
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～・5   ‥・－  

40 巨 50  ……屋：…  0 ぎ ま0  

〔注〕① 採草または放牧下 ㊥ 挟撃または火入れ下 ⑨ 採草下 ④ 放牧下  
⑨ 過放牧，火入れまたほ採箪下  ㊥ 過放牧下   

保全ともいえるもので，草本という生活型の俊一与する緑地及観（相鶴）の保全という点も  

十分食まれている。   

筆者が柏観と生活型について，遊園の分野と関係應商い箪地診断という研究例をあげて  

生活型組成の応用を述べてきた大きな理由は，箪本と樹木という生活型の適いはあるにし  

ても，生活型組成の考え方をそのまま多層的階層構造庖蘭つ森林の生態系の中に適用させ  

ることばできないか，そして螢観造成にこの考え方を導入し，生活蘭の組み合わせによっ  

て新しい造園的（風致的）展観を作りだすことはできないかという点である。   

いま立体的隕分散構造である群落の階J欝構造について検討して見ると，山般に森林の階  

J国柄遊ば，高木層，並高木周一 低木層，箪木屑′ 砕苔層（moss はyer）と柄成着である  

植物の高さにより区分しているが，これは植物が本来持っている生活型の性格と生長に伴  

う高さによって便宜的に決まり固定的な袈現ではないといえる。   

次に森林を環境要因との関連で見た場合，温度，水分上土壌の条件がいずれも十分な状  

態にある時に発達する植物群溶が森林という形になるとすれぼ，環境登園が不足した場合  

にほ森林まで発達しない植生ができることになる。   

四手井（1973b）は高山帯のハイマツ（釣棚り剃輔弼やミヤマハンノキ（止痛胤＝閻那佑  

椚α削転頭）低木林の成因を温度要因の不足による高木層の欠如と見なし，さらに極度の温  

度不足で低木腰も欠け，革本ノ習以下が残ったのが高山のお職灘やツンドラと考えた。そし  

てこれは水分条件の不足でも同様であり，砂漠のオアシスを中心とする高木林から低木林，  

サバンナ（savanna），砂淡といった序列を作ることでも分かる。つまり，環境安閑の組  

み合わせの如何により生じる高水層，低木J熟 串本層，砕苔才習といった生活型が全部同叫  

の地表上に組み合わされて出現したものが森林という最も発達した植物社会であると考え  

ることができる。この考えに立てば，自然の申で起きる環境要因に基づく生活型の組み合  

わせを人為的にコントロールし，森林や尊慮を，また高木層と翠凍腰 低木層と辟苔腰と  

いった生活型組成によってできる農観を造‡謁的空間として緑地保全のサイドから造成する  

ことができると筆者は考えた。   

2 生活型要素   

遊園的展観としての森林の風致性には二つのとらえ方がある。一つは森林を外から眺め  

る鼠鶴構成要素としてのとらえ方で，これほ森林を形成する最上層の戯お的樹種の生活型   
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避王叫6  造園約数観を決める生活型の磁夢幻と要素  

（1）種   類   

狛⊥拓殖（亜笛木）…1蕃の太い粋を持ち，一般に41n以よの高さに通する木本植物．   

b皿低   木……小さな木本縫物で，一般に4m以下のも臥   
C刷草   本……木化した茎を地上に持たない植物（スス率軋 ササ覿，シダ塾，広葉蟄の  

箪本）．   

d仰マント植物…・‥マント群落や袖群落を作る麓植物などで，支持組織が発途せず，支持体を  

他室こ求める植物群．クズ，ツタ，フジなどの縫物を指す．   

e削≠着生植物……地衣，蓄努L 一般的な潜盤根物，ヤドリギなどの寄掛縫物も含む．  

（2）械鰭及び形姿的要素   

a－十輩・…………‥常緑，落葉，針基，広葉，ロゼット桑箋（ヤシ蟄），大形，小形，月象索，後  

恭，基質（才褐基，多肉，硬輩）．   
b…樹  き戎‥t…クラスター型（広葉樹），円錐塑（針葉樹），球数，傘∃軋 ロゼット猥（ヤ  

シ型），欄紺塑（風衝地型），   

C仙血樹  幹‥・…長路幹蔓軋 分岐型，放下i乳 樹皮の地合，無駄 支柱根，敵組，掻級．   

d勅花・光・…‥着生のしかた（拗冠上，頚髄1潜壕）．  

（3）色彩的要義   

a州嚢 の 色t・1…率節約変化による新緑，濃緑，紅葉，黄葉．   

b…花・実の色・…‥挙節約変イヒによる開花，結実，成熟の色彩．   

C岬樹皮の色……樹櫻どとの色彩及び鑓漫過程におをナる色彩の変化一  

によって決まることはすでに述べた。そしで他の山つぼ，森林内に入って人が感じる快適  

さ（amenity）や，安らぎといった感覚的要素を兼林の構成者である樹木（植物）そのも  

のが作りだす濃観としてとらえることである。これを具体的に述べると，林内の風通しが  

良く，低木層や翠木屑がプッシュ（bush）状になってなく∴商流層（並高木層）の樹幹が  

亭々と立っている状態や極咄な場合は，高木層と軍容鷹だけの森林ということも考えられ  

る。いずれにしても，高木，低木，串本や砕苔顛など，それぞれの檎成者が持っている展  

観的要素である生活型が調和的な組み合わせで作る森林全体によって風致的効果を体験す  

るのではないだろうか。すなわち，一つ一つの植物が持っている生活型の種類とその婆索  

によって決意るといえる。そこで欒者ほ，森林の林外，林内の造園的数観（相観）を決愛  

する生活型の礫麗とその安来を表1仙2，袈1岬ヨ及びその他の生活型分類（RAmÅ丑R  

1934，鈴木1954）を参考にして表示し，これを衆1‰6に示した。   

生活型の揮顛のゅで，潜生植物（epiphyte）は普通，樹幹，樹皮，輩などの植物や岩上  

など，土塊以外の進物に付督する植物をいい（沼田編1974），マント（mantle）植物と  

ともに他の三つの生活型ほど大きな安藤にならない。   

またそれぞれの安藤について見ると，林内農観の場合，人に与える濃観要務の影響は林  

外の場合よりも大きなウエイトを占めると考えられる。しかし実際に外から森林を眺めた  

場合，生活型が主体となりながらも要務も強く影饗する。例えば，輩の常緑・落葉，針  

葉・広葉，葉の色彩（寧節的変化も含む。），樹冠型，樹冠上の花。実の色彩（岡崎1968）  

などの要素が関係してくる。   

従って，称内，林外の相観は生活型と要素が相互に作用し合いながら形作っていること  

になる。   

筆者は裳1叫6の実際的適用を見るために，常緑広葉樹林のコジイ林（風教樹林）と落   
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嚢1岬7  常緑広頚蜜柑林（コジイ林）におをナる生活型組成  

（北九州市白滝観音）  

伏木侶（1－l．1－：】11）  1温水属（H．20－10m）  凝高木腰（H．10耶4m）   、～～′～㌦  償お橘  

（D．B．H．）2  
伽 C】ll  個体数l（D・態H霊2  樹棍名  
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ア  オ  ガ  シ  

ヤ ブ ツ バ キ  

シ  ロ  ダ  モ  

ヤ プ ニ ッ ケ イ  

カ  ゴ  ノ  キ  

ベ  ラ  

ーl■   マ   ー亡   モ  

ネ  ジ  キ  

ツ  ル  ダ  ミ  

ア  ラ  カ  シ  

ハ マ ヒ サ カ キ  

ヤ プ ム ラ サ キ  

計  19 圭 1夷，355  ぎ 471 2，691】58 室  337  

∴ 二 ニ 

〔注〕渕凝固緻：20mx20王Ⅵニ400m2  澗窓年月：柑73年7月  

基広葉蘭林のブナ林の植生調査を行い，主要恩観要素の高れ．∈取高木，低木のそれぞれの  

組成率を計算した。その時の俊占依として，胸高蔽接（D．羞．H．）自発の和の百分率を  

計算し，これを生活型の組成率と見なした。始発は表1咽7，表1－8に示す。   

これらの結果より相観が全く輿なる2穫の森林における生活型組成ほ，高木と魔笛木の  

上層林冠を構成する生活型が86～98％と非常に高い数億を示した。このことは，林外及  

び林内の展観を造成する場合，高木層，亜高木層を構成する樹種が，低木層以下の階層を  

構成する植物よりも蕊繋な役割を持っていることを意味する。   

つまり，森林群落は樹木という生活型を霊視して考え，串本，溶生植物，マント植物な  

どの生活型を持つ植物は，串原や岩石他の植生及び林繚や路傍の植生など，特殊な植生澄  

観に開運する場合に蔑視されるペきものと考えた方が理解し易いように思われる。   

しかし，保全サイドで森林を取扱う以上は，全く串本層を除外することはできないので，   
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表1一叫8  落輩広基樹林（ブナ林）におをナる生活型組成  

（九州大学宮崎地方洗習林32杯洗）  

〔注〕調窓裾硫：50mx20m＝だ1，000m2  調査年月：1978年8月  

何らかの関連を持たせた造成を考慮しなければならないが，今は便宜的に血応除外して考  

える。   

3 生活型組成   

森林盈観の造成は生活型の組成率を応用した組み合わせを行った方がよい。分かり易く  

説明するために，敦1叫7のコジイ林と発1仙名のブナ林で得られた生活型の組成百分率  

を図化したものが賢一l叫1である。   

次町図ト」 から，2稼の森林の階層における生活型の組み合わせ状態を検潮するため  

に，図1瞞2のような垂麗的な生活男妾望組成を表した。これは各階層を一つの空間と見な  

し，生活型組成率以外の空間率として教示した。そして串本層は二次的対象として取扱っ  

たので壁間率を100％として表している。   

この2図より，コジイ林とブナ林はともに高木層と亜高木贋に樹木が優占する分散構造  

を示した。   

このような構造を基盤に，生態学的な保全手法を適用させながら風致約数観をどのよう  

にして造成していくかにポイントが濃かれる。すなわち造成する澄観は，コジイやブナの  

生活型要素を十分に発揮した風致約数観であることが必婆条件になる。次に及観造成には，  
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O  iOO％  
a）コ ジイ 林  

100％  
b）ブ ナ 林  

図1…1 2種の森林における生活塑組成－（1）（％は胸高断面敬の占有率）  

20  

10  

4   

2  

0  

12  

4   

2  

0  

0  20 40 60 80100％  

a）コ ジ イ林  
′／  

0 20 40 60 80100％  

b）ブ ナ 林  

園1…2  2碓の森林の階j閣における生活型組成－（2）  

（％ほあいた空閥を示す．）  

幾1…タ   之種の森林蓄こおける群系の条件  

a） コ  ジ  イ  林 箋 b） ブ  ナ  群系のタイプ  

コジイやブゴーが優占種として階層中に存続しうるような森林環境の保全も含まれていなけ  

ばならない。そしてまた特定の樹種蛍観（相観）の造成には，造成しようとする森林群落  

が所属する群系の条件も備えていなければならない。例えば，コジイ林やブナ林の群系と  

しての条件を示すと敦1－9のようになる。   

以上これらの条件を基本的に満足させながら，緑地保全を行い及観を造成すれば，生態  

学的巌観として，また風致約数観としても兼ね備わった森林及鶴が逢成されるであろう。   

コジイ林を例にとって具体的に示すと，図1嘲2の組成率が示す高木眉の閉鎖を維持・  

増進させるように常緑広寒樹を保全しながら，特にコジイの組成率を高めるために，コジ   
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イに影響を及ぼす他樹種の選択的伐採（除伐など）を実施したり，東商水屑以下は林内の  

見通しを良くするために整理伐を行い，コジイの持つ造‡謁的生活型要素を十分に発揮し展  

示できるようにする。またコジイの純度が低ければ，選択的伐採をしたり林内に加櫨，補  

植を行って相対的にコジイの組成率を増大させるといった加工保金的手法をとることもで  

きる。   

要するに，生倍塑の梗塞と要素に関する組成率を変えながら新しい植生盈観を造成する  

ことである。但し，造成された盈観の美的評価の問題は本論文では取扱わない。   

すなわち与えられた森林があって，そこでの植生支持ポテンシャルを失うことなく，あ  

る風致的展観を造成しようとする場合，与えられた森林の生活型組成を調査し，その組成  

によってもたらされる風致的あるいは生態的な展観印象が生活型のどのような要紫の組成  

に由来するかを考え，冒機とする風致的展観一例えば高木群の強調榊になるように生活型  

の組成率を改変する。その際，当然起こってくる生態的安定さへの手法は，特に維持管  

理の人為的処理を前提とした厳正保全，加工保全，造成保全の3橙類の緑地保全の手鏡に  

よって危険を避けようとするもので，森林の農観造成計画の⊥っの辛がかりになるものと  

考えられる。  

4 植生の横道  

（1）群落   

吐建学の定義では，椚瀾（l）1ant community）は捕物共同体（pllytOCOenOSis）とも  

いわれ，同じような生育地（立地）では，相鶴，構造，樺敷組成などがよく似た群落が出  

現する。従って，群落は同一場所である種の単位性と個別性をもって一緒に生活している  

植物群を指し，操作上便宜的な植生の単位であり，環境に規則的に依存し，また競争に  

基づいて条件づけられた植物の種類の組み合わせといえる。そしてそれはさらに，種類組  

成，相観，立地などによって種々の赦塾に分類される（今西1971）。   

しかし本論文の群落に関する考え方は，保全技術を前提として植生を解析することか  

ら，従来の生態学的群落の取扱いを少し修正して，次の考え方とする（加藤1973，井上  

ら1977）。   

乱）従来の個別的，現象的外面から見た植生（group～鎚SSOCiatiofl）から，生活共同体  

的内面から見た植生（COIony・－COmmunity）の序列に新しく考えなおす。   

b）この考え方は生活型の本質的概念を取入れたもので，外的環境条件と植物の生理的  

及び機能的反応が生態的適応として表れる分布の密度としてとらえる見方である。すなわ  

ち，ある植物の分布濠たは群落の分布を静的な分布面としてではなく，動的な拡大と縮小  

を内在しながら，時間性の加わった密度分布薗としてとらえるものである。従って分布面  

の表現方法も，儀界や区域といったテリトリー（territory）的忠治の強い義現から，領域  

や範囲といったドメイン（domain）とする。   

c）上の二つの考え方をベースにして，群落を解析し，分布と関連させて嚢1－10のと  

らえ方を行う。   

群落の微視的とらえ方払 周辺植生との比較分布の表現として，ある特定の植物が分布  

する箇所一分布簡－だけを対象として見るもので，単一砥が群生し群落を形成する場合，  

これをCOlonyとする。その際，2，3穫の植物を混生しながら一つの群落を形成する噂，   
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袈トー10 群落のと らえ方   

点
里
∴
両
 
 

港
布
 
 

視
群
分
 
 

→巨 視 的  微 視 的‘血仰仙】一世皿  

coIoll）・－－CO11川1unat COlony－－COlonialcon11一一tmity－COl一川一tlnity  

ゆ点   生  れケ散   生  群   生柚  

COmmunaicolonyとしてとらえる。   

これに対して，巨視的な群落のとらえ方払 各群落を全体の－構成要素として見るもの  

である。すなわち，COionialcommunityほCOlonyやCOmmunalcolony が鍵合し  

て山つの植生を形成する場合で，この例として，をザイク（mosaic）状分布を表す櫨生  

が考えられる。そしてCOmmunityは，一つ血つの植物がそれぞれ明瞭なCOlonyを作  

ってはいるが′ 他のCOiony と混生状態で分布するもので，植生全体から見ると一つの  

群落を形成するものである。   

この例として考えられることは，ある特定の植物が小地域的に点々と他の植物と混生し  

て分布している場合，この植物ぼ大地城的に見ると明らか書こある群落の仙郷成繋発となっ  

ている。従ってこの時の分布耐は植生全体から見ると，散生または点坐するものとして理  

解される。   

d）次に群落は，気象的，土塊的，生物的などの環境制約的要因によって，拡大か縮小  

か何れかの勒向を持つことは先に述べた。   

従って，保全の対象として群落をとらえる場合には，これを繁茂型と衰退塾の二つのタ  

イプに分けて考えた方がよく，図1棚3にその模式を示す。   

このようをこ群落を二つのタイプに分けることば，麗接的に保金作発の方法を決める重要  
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ことが必要となる。   

そして筆者は，この繁茂塾と資退塾を見分ける方法として，次に述べる基盤植生と保全  

対象外樹種との親争による枯死，披圧，枯上りなどの裏返的現象から判断することにし  

た。   

（2）基盤植生   

筆者が基盤植生という言葉を用いたことは，実地に群落の保全作米を行うに当たって，  

現地植生における保全樹穫の分布状態と実施する保金作灘の手法を考えるうえで理解し易  

いと考えたからである。   

基線植生（background vegetation）とは，植物の分布，ことに群落の形成，拡大，縮  

小などの基盤（base）となる基礎環境（backgrotlnd enYironmeIlt）を作る植生（vege～  

tation）という意味である。この概念は，その地方の気候的榛柏の森林であったり，地形  

的，土壌的榛相や，血次，ニ次遷移の途中相で不安定な動的植生である場合も考えられ  

る。   

ここで藍要なことは，基盤植生と特定の植物，群落との関係について見る時，その環境  

形成作用がプラスになる場合とマイブースになる場合がある。すなわち，対象群常に対して  

好ましい環境の磯成維持によって形成。拡大の作用を及ぼす場合と，逆の作用として競争  

に基づく圧迫・駆逐による縮小・消滅のマイナスの作用を及ぼす場合がある。   

従って，このことが保全作業を実施するうえで基盤植生を十分に開べて把挺しなければ  

ならない盟蜜頗になる。特に加工棟金や造成保全などの手法を用いて新しい緑地農観を造  

成する敏合，基盤植生に対する処理の方法が問題となる。   

筆者は，基盤植生，保全対象樹種と樹種群，ニ次的対象樹種と樹種群の三者の関連巷説  

明するために，五つの群落のタイプを模式化し，保金作米の基本的パターンを図1－4に  

示す。   

各群落塾どとに盈観的保全仲裁を説明すると次のとおりである。   

○椚落Ⅰ型   

この群落はeom王nunaico王ony（Dユ，D2）の複合型である。DlはSの密度が商いの  

で放澄してもよく，またはBを除きcolonyとして保全してもよい。しかしD2ではSの  

密度が低いので，Bを除くことで相対的にSの組成率を高めたり，同時に植栽によっても  

Sを増大させる。   

◎群落註型   

この群落はCOまony（Dl）とCOmmtlnalcolony（D2）の複合料落である。Dlは放  

瓢 D2はⅠ塾D2と同様の組成から同じ作米内容となる。   

◎群落Ⅲ敷   

この群落はCOmmunity（Dl）と colonialcommunity（D2）の複合型である。Dl  

はSとS′の密度を増大させるためにBを除き，相対的に組成率を嵩める。D2 は戯初よ  

りDlの保全作業の結果的組成になっているために，その恵ま放配する。   

◎群落Ⅳ型   

この節落はCOmmtlnalcolony（Dl，D乏）とcommunity（D3）の複合型である。Dl  

は工塑，∬塾のD2と同じであるが，D2ではS′が二次的対象であることから保全作業  

の必要性が小きいので放澄とする。しかしD3は斑型 Dlと同じ組成からBを除くこと   
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放置となる。   

以上，五つの群落敷どとに保金作米の処理について述べた。しかしこの保金作灘の実施  

に当たっては，自然植生は敬妙であり憤藍さを必要とするので，それぞれの処理による反  

応の試験研究が蕊要と考えられる。  

（3）分布   

植物の分布（distribtltion）は，大気候と機物区系（気候的梅相群落）によって支配的  

な聾額を受ける大分布と，これを姦にした敬気象，地形，地熱土壌，遷移経過，生物的  

彫啓などによってモザイク状分布を表す小分布がある（石塚編1977）。   

本論文で取扱う分布は，与えられた緑地の生活型蘭成を改変して風致的蕊観を造成する  

ことから，ある特定の地域の植生（森林）を対象とする場合が多い。それほ主に小分布と  

いうことになるが，しかし森林澄観は生活型組成に基づいて造成する点から，その地方の  

群系の条件も満足させねばならない場合もあり，大分布にも関連がある。   

一般に植生はモザイク状の分布南を表す。この原因ほ生育地の環境の不等資性にあると  

考えられる。これは点的または局部的には等質と見なされる環境に似かよった稼が分布  

し，これが多数不規則に幾まって成立っている不等性に基づくものと考えられている（石  

塚編1977，銀糸・菊池1980）。   

従って風致的な慮磯造成における植生調査を現地で行う場合，モザイク状の分布寓にお  

ける優占する生活型の構成稼とその分布状態の把捉が必要となってくる。   

その植生詔習査法ぼ，対象とする森林を全体的，総合的に把接する方法，すなわち特定の  

場所の単位面鏡内の植物を数数的に測定するのではなくて，群落全体に出現する植物の種  

類と分布状態を相対的に総合的に判定する方法で，筆者はこれを相対的分布調査とした。  

なお従来のコドラート（quadrat）法を用いることもある。   

野外調査は（i）階層，（ii）分布様式，（iii）應的測度の3項馴こついて行う。   

（i）の調査は群落を高木層，光岡寒風 低木層，串本層に区分し，それぞれの階層に  

分布する植物を調べることである。これは群落内部の光の強さの盟約変化に適応した生活  

型を掩った将によって階層分化が起こるので，濃観造成のうえで必要な調査となる。   

（ii）の調査は，各階層の申で植物が水平的にどのような分布状態で生えているか分布  

様式（pattern or spatialdistriblltion）を調べることである。   

分布様式の表示基準は一群生，散生，点儀一の三つとし，図1叫5にその模式を示す。   

Åの群生ほ個体がCOlonyを作ったり，あるいぼパッチ（patcbh）状態を示す場合をい  

う。  
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Bの放生は個体が小さな斑点状になったり，あるいは那虫に不規則に散在する状態を示  

す場合をいう。   

Cの点生ほ個体が単独に点々と離れた状態を示す場合をいう。   

（iii）の調査は各生活数階層に出羽する種の相対数的な盛富さ（個体数）の大まかな測  

度（degrce or abundallCe）である。   

表示遊撃はw多い，中間的，少ない蜘の3段階とした。これは次に示す BRAU≠ト  

乱入NQⅧで（1964）の数庶（abundance）階級を応用したものである。  

1：非常にわずかに存在する。   

2：わずかに存在する。   

3：余り沢山は存在しない。   

4：沢山存在する。   

5：非常に多く存在する。   

表示基準の多いは数皮階級の5と4，中間的ほ3，少ないは2と1に相当し，目測に  

よって相対的に決定する。   

これら植物の分布に関する測定は，1，2箇所の局所的な小雨痍を対象とした植物社会  

学的な調査データとくらペて，数鼠的な正確さに劣るように思えるが，結果的に多くのエ  

ケード（ecad）＊ を含む広い植生を多く観察することによって捕われるので，客観的な正  

確な資料になりうるものと考える。   

またこの分布調査に関連して，種子や凍爽がどのような散布様式を持つかなどの散布器  

官覿を調べることも生活型業釆であり，保全のための基礎資料となるものであるが，魚鶴  

的要発としては関連性が少ないので触れないことにする。   

以上，筆者は風致的澄観の造成を行ううえで必要な緑地保全について，植生の構造を祇  

査する基礎的な考え方について述べてきた。この植生の構造を知ることは，あくまでも与  

えられた植生（森林）の生活型組成と構造を把捉し，生態的安定さを考慮しながら植生を  

風致的に改変する基礎資料とするもので，それだけ藍要な忠義を持つものと考える。  

第2聾 緑地保全の技術  

欝1節 垂直分布帯の相観と保全  

血屋久島の例一   

撃者（井上・加藤1969，井上i970）は，1968～1970年にかけて鹿児島県熊毛郡屋久  

島をケーススタディに選定し，垂直分布（Ⅴ群ticaldistriblユtion）の相観（生活型）を表  

現主体とした山岳観光道路の修鼠と緑地保全に関する新しい計画数計方式を試みるための  

関釜研究を行った。   

この研究のヨ三旨は，植物の垂蔽分布帯（aitittldinalzon¢）の申で特赦のある相観と特  

定の植物群落を保全し，同時に垂磯的生態環境の適いを移入植物（immigrant）と生活型  

（形態）で表現しようとするものである。   

本研究の対象地を尾久為に選定した理由は次の点にある。  

＊ecad：適応型と呼ばれ，ある特殊な環境に対する生物反応の仕方であり，環境に適応した形態   

だけで遭伝的構造とは関係がない（山田商量960）。   
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1）屋久島ほ南方梅上に位層し，海抜2，000mに近い高山を有しているので植物の垂  
滋分布瑠が阻瞭軋 かつ幅広く衆れており，菰熱帯から冷温帯までの植生が見られる。   

2）現地調査の結果，本魔の土傾が植物の重液分布葦とほぼ同じように標高によって変  

化しながら分布している（井上1970）ので，植栽や移稜の実験を行うのに好都合である。   

そして筆者は現地における植生調査に基づいて，重液分布滞を取入れた道路の計画設計  

方式を次のように組み立てた。  

1．蕊観的垂麗分布瀾の袈示と各垂磯分布滞の相観を特徴づける生活型寮発根物の選定。   

2．垂麗的生態環境の袈現。  

a）垂麗分布繹を群系レベル（大気倹約）で特徴づける移入植物の選定。  

b）重患生態の変化に適応して表れる植物形態の変輿（生活型）の教示。  

1濱観的垂直分布帯の表示と生活型賓東   

尾久島の臓物垂審分布の表示は，現在まで多くの研究者によって試みられている（田代  

1926，正宗1毀乳 河任19取 締凍1940，今西1950）が，それぞれの研究者によって垂  

直分布滞の名称と標高区分が多少異なっている。   

しかし聾者は，これらの垂寓分布滞の表現とは遮った鼠観的な重液分布帯を表示するた  

めに，まず吉良（1951）の温蕊指数（warmtIlindex）を用いて梅輝から山頂にいたる比  

高2，0001nの100m毎の温畿招致を推定した。推定に用いたデータは，1961～1965年  

の5か年間に宮之浦（海抜10m）と小杉谷（海抜640m）で観測憧れた月別平均気温で  

ある。このデータから温度低減率を算出し，観測地点外の月別平均気温を推定，混劉旨数  

が計算される。   

そしてこの甑澄指数と現地の植生調査結果を参考に，群落の相観構成費発である倣お梯  

の生活型の碍顛と要素（敦1咄6）に基づいて分布帯を図2仙1のように袈示した。また各  

垂直分布葦のゅで相観を特徴づける植物，すなわち繁栄植物のソテツ（q′Cαぷ椚∂加α），  

アオモジ（エ栂β〝e〝あβ∂α），モミ（崩ぬり紬削），ナナカマド（ふⅣ如ば（玖椚沼ほ髄），ヤマ  

ダルマ（抑制混成肋飯川（肌激痛独），ヤクシマシャクナゲ（欠如ゐd踊血J7椚βrrβr〃∫ぐ如  

var．γα加ぶ如∽α那〃刀）などは時政な生活型登米を持ち，しかも盈観上麗質な役割を持って  

いるので，これらも併せて表示する。   

2 垂直的生態環境の表現   

これは海岸地帯の亜熱帯的環境より次第に標高を増すにつれて，海抜200m付近から  

吸湿凝林の相観に，次にヤクスギ（C′WrO椚e血知踊～cα）林が表れ落葉広輩樹の冷温昔  

林の環境となって山頂地帯のヤクザサ（ダ服肋お闇㍑α∂W創価硝）翠原にいたる垂蔽的生態と  

その環境を表現しようとするもので，その袈現方法として次の二つの手法をとる。   

a）各重患分布帝の相観を強調するために，その垂麗分布帯が所属している群系的な環  

境条件を袈す生活型の攫を移入して表現する手法である。   

例えば，海岸地帯の巌熱帯ガジュマル（ダ紀〟ぷ椚fer∂e叩α）林霜では，ポインセチア餓  

（Aめ膵跡鹿），プーゲンビレア綴（助明画肌用ぬ），バショウ属（肋ぶα）などの熟馴勺生活  

型要霧を持つ植物各植栽することによって，並熟描的な盈鶴を強調することができる。ま  

た山頂部のヤクザサ草原得では，ヤクザサの単調な緑の広がりの申で対比効果を強調する  

ため，冷温帯性落基広裳樹で白い樹皮の生活型要兼を持つシラカンパ（蝕軸物〆硬伊妙侮  

var．ノ叩¢〃如）を加植し，寒冷で乾燥的な北方串原の柏観をイメージ的に造成する手法で   
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ある。   

このような考え方から，畷温帯の常緑潤灘樹林帯にはツバキ属（C釘m溝助）を，冷温帯  

のヤクスギ媛生林滞（dwa．rr scr11b zone）にはブ九トチノキ（ネ紬鮎独＝協動那舶）な  

ど，それぞれの気候帯の代表的な生活型嘉兼を持つ樹種を導入し展観を強調することであ  

る。   

b）生活型の適応型を義現する手法で，基の形態の環境変異に注目した調査を行った。   

植物を取り匪む環境安閑と植物の形態的適応との関係は，青くより研究され実験的にも  

証明されている（竹内1936）。筆者は，現地で垂麗分布の暗が広いアなど（蹄離村恒研血わ  

シキミ（〃撤勇用7仇砿細鶴形），ヤマダルマ，サルトリイバラ び知抜ばC朗那）の4橙敷の植  

物について，各重液分布欝どとにそれぞれ5個体を選び，次の測定と計算を行った。   

嚢身長，輩身幅，基の厚さ，裳面喰，輩の形状比（輩身幅／葉身長），菜の膵比（基の  

厚さ／輩身幅），鋸歯数，茎の節閑比．   

結果の一部として，輩身長，其の膵蕃，葉蘭硫，錦蘭数についての環境変異を図2咽2  

に示す。そしてこれらの給発から，各分布帯の生活型（基）変異について次のことが分  

かった（井上。加藤1969）。   

i）Aはやや小形でずんぐり塾，やや厚い。  

ii）鋸まAとほぼ同じであるが，厚さほやや薄くなり，鏑歯数と節聞長は増加の傾向に  

ある。  

iii）Cは著しく大形化するが，厚さほ逆に浮くなる。また鋸歯数は増え紙質的な薄い基  

となって節問最も轟くなる。  

iv）DはEへの移行的形状を示す。   

Ⅴ）Eは極めて小形化し著しく厚くなって典型的な高山植物の形態となる。   

Vi）DとEは乾生形態的（ⅩerOmO叩hic）であるが，凝とCはその道の形態となる。こ  

の原因として考えられることは，DとEに生育する植物が風，低温，多い日射鼠などによ  

る乾燥に適応するた捌こ，水分保持，発散抑制などの耐乾性を嵩めるのに有利と考えられ  

る形態をとるのに対して，蓋とCは肇率帯（cIoud zon¢）であるので，日射蛍は少なく  

空中湿度や雨蕊の多い関係から蒸散を活発にする形態をとるものであろう。   

以上のように，重患的環境の変化に伴う生活型変異の傾向が認められたので，a）と  

b）；2手法の相互組み合わせの効果が期待できる。そしてこの生活型要薫の組み合わせ  

効果による屋久海の山岳道路修農の計画設計方式は嚢2咽1に示すとおりである。   

この計画数計方式を緑地保全の手法から見た場合，屋久島が国立公園区域に編入されて  

いることや，ヤクスギをはじめ森林庶観を樽徽づける要素植物が作る相観を保全するため  

には，道路周辺の森林についてほ叔正保全の手法を原則とし，部分的には高木眉を残して  

低木層以下を除伐し造園的要素の樹種を加接するなどの加工保全の事故を用いるものとす  

る。そして通路ぞいぼ線的に風致的螢観を作ることから造成保全の手法をとるものであ  

る。   

しかしこれらの手法は／ト面積であることから，さらに山全体を対象に広く森林を而潤聞  

取扱い，恩観的に特徴のある森林を造成し認識させるような保全手法の必要性が考えられ  

る。   

またこの方式のうち，2－b）の袈現方法について説明板や養内仮の必要性が起こるが，   
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図2γ壱＋∴垂磯的環境の変化妄こ伴う薫の形態（生活型）変災  

（図はAの測定値をiとした時の比数で表現）   

その方法は外国の自然公i謂などでよく用いられるスコ鵬レ（sc】101e）伽知的興味に訴え  

ることでレクリエーション（recreation）的彪カを付加する手法（加藤1970，矢部村  

1974，吾谷ら1976）…の衆現が考えられる。   
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嚢2仙…1 生活型軍栗の組み合わせ効果による道路修盈の計画数劉・方式  

（鹿児島鷹熊毛郡屋久島）  
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節2節 二次林の相観と保全   

九州地方をはじめ，わが国の西南日本のように，台くから人々が住んで生活を営んでき  

た地域では，自然植生は人為的干渉下で変化瀾滅して，各種の人為の影響を受けた本来そ  

この土地の自然璃巷と違った群落が発達している。その人為を受けた綾建とは，自然植生  

に対して代償植生（stlbstitutionalvegetation）と呼ばれ，かつて萌芽林または薪炭林  

（coppice rorest）といわれた二次林は九州における代徽植生の特徴である。   

ニ次林（secondary rorest）は，低山地帯の常緑広葉樹二次萌芽林，内陸部や山地帯の  

落葉広葉樹二次蘭芽林そして蒸発  

基地のアカマツニ次林などのいく  

つかの群落に分けられる。   

図2－3は日本列島西南部にお  

ける常緑広葉樹二次萌芽林の分布  

であり（伊藤・川里1978），この  

外に，山地帯の落葉広兼樹二次萌  

芽楓 アカマツニ次林などを含め  

れば，九州の大部分は二次萌芽棒  

で占められているといってよい  

（宮脇編亨1981）。   

このように，ニ次萌芽林（二次  

林）ほどこにでも広くかつ多〃く見  

られる相観であり，漁観遷成，緑  

地造成，林米的な森林の保全の場  

合には，必ずといってよい程この  ヾ  

植生の取扱いが問題となる。従っ  

て，この森林の改変は緑地保全上  

藁g   

図2－3 1ヨ本列幽西南部における常緑広嚢樹二次  

萌芽林の分布 （伊藤・川艶19フ8）   
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の蕊要庶が棲めて大きいといえる。  

1常緑広葉樹二次萌芽林の保全造成計画  

一長崎県・県民の森の例剛   

（l）計画の目的   

この計画は，長崎県西彼杵郡琴海町の南東約7011a，林齢約30年生の常緑広葉樹二次  

萌芽林を対象に，森林レクリエーションと緑地保全を目的とした保全林の造成を行うもの  

で，現在の二次林の生活型を組み合わせた鼠観造成の手法約手がかりを得ようとするもの  

である（松嶋王973，松嶋・井上1973）。   

（2）調査の方法と結果   

調査ほ現在の生活型組成を知るために，10】11×10m のコドラー…トを2イ軌 標準的な相  

観を示す箇所に敗走し，樹高11n以上の樹攫の胸高溶接（1cm括約）を毎未調査し  

た。なお調査は1972年8月に行った。   

結果は衆2仙2，衆2州仙3，泰2伽4に示す。義2岨2よりアラカシ（¢脚ぐfJぷがα‡Jrα）が  

償占楼となったので，森林の相観ほアラカシ林となるようであるが，アラカシ林楷有の相  

観を表さずにコジイ，タブノキ，ヤブツバキなどの撒基樹林（1aurel紬rest）全体での相  

観が強い。また森林も若い二次林なので樹嵩も 8m と低い。そしてこのことは，袈2叫3  

の高木暦と低凍層の生活型組成率が約86％と笛木層に商い億を示していることから見て  

も，柏観は森林の高木層を占める優占将によって決まることが分かる。   

また陽性の落葉広葉樹と常緑針灘樹のアカマツを高木層に約9％の組成率で含んでいる  

こと払 若い二次萌芽林の名残を留めているといえる。   

次に遷移的に生活型組成を見た場合，高木層と低木慣に高木牲の生活汲を持つ樹種の組  

成率が高いので，将来は常緑広索樹の商凍朝へ移行することが袈2血4から予測される。   

（3）党観造成の方向と保全作業  

「陵に常緑広葉樹林（照葉樹林）隠掛冠が不適劇場磯滑（ciuster）構造をとるため，濃  

緑色の担l凸のある特徴的な森林崇観を作る。   

しかし林内に入った場合の恩観は，高木層の林冠が閉鎖し階層構造も発途してくると，  

特に低木層にいたるまで小路東の個体数が増加するので，森林内部に入る陽光は中間の基  

層に吸収される始発，地裁は陽光不足となり林床植生は貧弱となる。つまり林内相観は暗  

く険うつで快適感を与えない。   

このような常緑広輩樹林の鼠観的特徴を踏まえたうえで，窒控者はこの森林の数観造成の  

方向を次のa），b），C）に決めた。   

a）林内をレクリエーション的に利用しない地域は，森林の外観，すなわち現在の生活  

型要素が嘉す生態的農観をその恵ま煤塵する。つまり厳正保全の手法で放置し，㈲縁監輩  

樹の高木林へ遷移を進行きせる。これは嚢2－ノ行∬咄3，褒2嘲4右こ示したように，高水層と擬凍  

層に常緑広築樹が90～叩％，やの暮雪の70～84％を高木性の生活型婆戴が償‡与することか  

ら十分予測できる。   

b）林内をレクリエ…ション的に利用する地域は，常緑広葉樹林の林内風致効果と快適  

さを創出するために低木層はすべて伐採する。高木層は袈2咽2において餞占槌が4％以  

上の生活型組成率を示した9樹種の中から，群系的要素と生活型要素の内の形姿的及び色  

彩的要素に基づいて′ アラカシ′ コジイ ′ タブノも ヤブツバキ（α瀾郁わ 函押加），   
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嘉2醐2  常緑広兼樹二次萌芽林（アラカシニ次萌芽林）の生活型組成血（1）  

（長崎県西彼杵郡琴海町）  
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36  
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I9  

3  
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46  

38  

18  
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l．（箋  
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和の比率  

〔注〕羽衣甫魯：10mx！OlⅥ×2慧200Ⅰが  調窓年月：1972年8月  

羞2…3  アラカシニ次萌芽林の生活弧組成伽（2）  

（長崎県西彼杵郡琴海町）  

高水暦（H．8桝4m）  低木腰（H．4－im）  

（D・‰H・£2i（D・覧H・）2  L！竺  

し   
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38  夏   i．4  
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常 縁 広 楽 樹  

落 基 広 索 槻  
常 緑 針 桑蜜 樹  

2，706れ   16，791【 iOO．0％  iOO．0％   1汁  

1離撒面  
（D．B．H．）2和の比率   86．巨％   i3．9％  
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嚢2－－4  アラカシニ次萌芽林における広葉樹の生活型組成…（3）  

（長嶋県西彼杵郡琴海町）  

＼＼  

優占磁  

生活型  
、丹㌦            、寸 

、㌔   

高 水 性 樹 磁   

低 木 性 樹 種  

低   東   層   
（H．4－1m）  

偽   木   
（H．8－4m）  

（D．玖H．）2  
％  

（l）．1主．11．）＝  （D．B．H．）二  
％  巨  和 Cm2  

（D．B．H．）2  
糾 Ctllユ  

13，85ヱ  

2，589  

84．3  妄 1，868  

i5．7  巨  800  

2，668  100．0％  i6，崩1 F lOO．0％   

l習2…4 常緑広葉樹二次萌芽林（アラカシ林）の戯鶴的加工保全の作業域式  

（高木層の生活型組成率 60％）   

シロバイ 拶刀刃〆OeOぶね〝e胆〃れイスノキ（劇叫川根相和㍑粕淵描），ネズミをチ（エ廟・  

鍋肌町桓那ぬ描）の7樹種を選定し，次にこれら7樹種の持っている生活型要素を引き  

立てるような方向に他樹種を伐採する。この時の高木層における生活型組成率は約60％  

となり，この数倍を基準に伐採鼠の調盤を行うことにする。   

このような群落の相貌を改変する作米は加工保全の手法になるが，笛木腰を40％，低  

木層を100％除伏することは，緑地保全の観点からは余り大南掛こ適用できない。そして  

また林外と林内の風致的数観も単訝刃となる恐れもでてくるために，次のC）に述べる造成  

保全の手法を併用する必要がある。図2叫4は加工保全の手法によるアラカシを立とした  

常緑広裳樹二次萌芽林の盈観造成の作業模式を示す。   

c）常緑広葉蘭林の単調な相観に変化をつけるために，また緑地の保金的忠義も含めて  

アラカシ林内に分布するヤマザクラ（釣馴枇＝敏和髄如㈹）やアカマツなどを保残し，こ  

れを核に，ある程度の面緻を持った落葉広葉樹林と常緑針幾樹林の造成が考えられる。   

このアラカシ林に分布するヤマザクラやアカマツなどの樹種は，かつて明るい環境に土  

地があった時分に侵入してきたもので，常緑広賽樹の萌芽による光要因の劣悪化に耐えて  

広輩樹との競争を行っているもので，生活塾組成から見ても高木層で9％，低木層で3％  

前後の組成率しかなく，常緑広葉樹に駆逐されつつあると見てよい（嚢2嘲3）。従って，  

これらの樹種を保全しその生活型要兼を数観的に表すには，人為的な植生管理を幾約的に  

行う造成保全の手法が必要となる。   

そこで筆者ほb）の加工保全的作業を行った状態の林細から，アカマツや落葉広葉樹の  

成立囁墟にマイナスの彫響を与えている㈲縁広葉樹を強度に除伐することを考え，その盗   
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図2仙5㌦ 常緑広葉樹二次萌芽林（アラカシ林）の澄観的造成保全の作業模式  

（高木儲の生活蔓担組成率10～30％）  

準として，アカマツと濱輩広栄樹の周辺空間iこおける生活型組成率を10％（袈2叫3）か  

ら30％までの範聞としォ 残りの70％は伐採して高木層に広い空間を作ることにした。   

保全する落葉広兼樹の生活型は，盈観的に色彩的要素の強いヤマザクラやヤマハゼ  

（則如上印加畑中）なせの種凝と要素を選定する。そして群落の造成，維持及び緑地保全  

の立場から，低＊層と輩本腰ぼアカマツ，クロマツ（鉦欄仁油川痛切）などの日本産マ  

ツ属（ダ～′7〃ぶ）一計木や保全対象のヤマザクラ，ヤマハゼなどの広輩樹薔木を，またアカマツ  

林や落葉広葉樹林のような明るい森林と生態的に結びつきの深いツツジ属（R如（ねdβJ7－  

か¢〝）を樹下綾栽する。この造成保全の手法による澄観造成の模式は図 2仙5 に示す。   

以上，与えられた森林の生活型組成とその要素を改変しながら緑地保全の3種籾の手法  

を使って，生態的及び風致的漁観を兼ね構えた森林澄観を造成することができると考えた。  

次に落蛮広基樹を伴ったアカマツニ次林を研究例にして検討する。  

2 落輩広葉樹を伴うアカマツニ次林の保全造成計画  

側広島県緑化センタ榊の例岬   

この二次林は，いわゆる勘1Iと呼ばれる低山帯（山鹿滞）に多く分布するもので，その  

成因（宮脇編1981）は常緑広葉樹が繰り返し過度の伐採を受ける内に萌芽再生力が弱ま  

った場合に，また本計画地のような花腐培地滞においては伐採に伴う表土の授乳から急速  

な濱栄凝化が進み林地が荒廃した場合に，先駆的な陽性の落紫広葉樹とアカマツからなる  

森林が形成されたものと考えられている。   

（1）計画の目的   

この計酢ま，広島風安芸郡安芸町に計画設立された県営緑化センタ鵬の環境保全林造成  

計圃の山環であり，而破約100Ila，林齢約20年飴の落葉広葉樹とアカマツを主体とした  

二次林を対象としている。そして森林の自然環境の保全を前提とした縁イヒなンクーにふさ  

わしい緑地澄観の造成を目的としている（広島県林務部1974）。   

（2）調査の方法と結果   

調査は現在の二次林の生活型組成と種類構成を知るために相対的分布関釜を行っ  

た。   

筆者は得られたデータから生活型組成を数数的に表す試みとして，生活型，分布様式，  

駿的測皮を嚢2仙5のような配点で数蕊化した。その際，生活型の配点は体積的要素で敦   
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敦2洲5  アカマツニ次林における相観望霧の配点  

ニ 

嚢2…6  アカマツニ次林の生活型組成…（1）  

（広島ガ送受芸郡安芸町）  

ア カ マ ツ 屋 フ1 3 E  2  7
 
 
 
 
7
 
7
 
り
ん
 
 

′
0
 
 
 
 
ズ
U
 
′
O
 
q
／
 
 

ネズミサシ  

ア タ カ シ  

∧
U
 
l
 
O
 
 

コ  ナ  

リ 三ナ ウ  

ヤマザク  

ラ
 
ブ
 
ラ
 
 カナメモチ  

ネ  ジ キ  

ア  セ  ビ  

ヤマツツジ  

ミツバツツジ  

シャシャンボ  

ヒ サ カ キ  

イ ヌ ツ ゲ  

アカメガシワ  

ヤマウルシ  

ッ  ク  

ク  ズ  

ス  ス  キ  

酔   

生威厳 ％  

7
 
0
 
7
 
 

3
 
′
n
）
 
3
 
 
 

く
J
 
7
 
【
＼
■
 
 

7
 
7
 
2
 
7
 
 
 

′
n
）
 
′
八
じ
 
ハ
リ
ノ
 
′
0
 
 

3
 
′
D
 
2
 
′
0
 
／
b
▼
 
∧
り
 
 

5
 
7
 
′
0
 
7
 
7
 
3
 
 

7
 
0
 
8
 
0
 
0
 
5
 
 

7
 
7
 
7
 
7
 
 
 

′
n
）
 
′
h
U
 
′
h
U
 
′
n
）
 
 

751100％  

〔注〕調窓詔痍：森林金棒を対象  

生活型（a）：翠本・マント  

分布様式（b）：点 生（l），  
数的測度（C）：少ない（1），  

詔掴蕊年月：1973年8月  
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みづけを行った。この数値は森林と箪靡では相観が適えば生活型もそのポリふ－ムが変  

わってくるので，その都度，生活型と分布様式について配点比率を変えなくてはならな  

い。   

次に優占億的な表現方法として，この三つの数依を加えた値を山渾の生態的反応螢（生  

態蕊）として見なすことにし，得られた結果を敦2仙6に示す。この袈を基に他の生活覿   
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嚢之■仙フ  ァカマツニ次林の生活型組成叫く2）  

（広親風安芸郡安芸町）  
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吏糸である常落葉性ノ針広敷性及び樹＊か串本鈎マント・着生かという生活型の種籾につ  

いて見た組成が嚢2蘭叫7である。   

これらの嚢より，この森林は高木層にアカマツを9．3％と優占種として一応はアカマ  

ツ林の相観を示すが，広輩樹の組成が81．7％あって，中でも落葉蝕が46．6％を占めてい  

るために落葉樹林の相観もかなり強い。そして低木層は広葉樹が78．6％を占め，アカマ  

ツは6．7％とほとんど消滅しつつある。また高木層と低木層の閲の生態鼠の差が大きく適  

わないことほ，この森林が荒廃した二次林で高木層の発達も惑く疎開した林分であること  

から，低木ノ欝が次欝に優勢になりはじめているものと考えられる。   

（3）景観速成の方向と保全作業   

盈観造成に伴う森林の改変は，現在の林地がゴ過度の伐採の繰り返しによる盛栄輩化と花  

崗岩地帯であることが蕊なって基岩が義冨山したり，所々にススキ（朗抽乳酪触っ ぶ抽開放）  

の草地やクズ（凸㍑m抽7わ加酌）のマント群落が発達した遷移の進行が遅れた状態にある  

ことから，人為的処理を強く行わず緑地保全の性格が強い祭観造成の方向をとるものとす  

る。   

すなわち低木層は伐採を極力抑え，高木層のアカマツの風致的生活型要素を強調する  

ような保金作発を行う。具体的には，アカマツの風致約数概要素である赤褐色の樹皮，針  

葉樹として隕形姿などの生活型要素を増すために，笛木層に約15％の組成率で存在する  

㈲縁広葉樹を伐採し，次に落葉広築樹墨こついても組成率約47％の内，アカマツと戯争す  

る樹種を除き色彩的要素の強いヤマザクラ，リョウブ（CJg√ゐ用あαJ伽プerγiぷ），ヤマウルシ  

（動甑ぎ 相加肌即笹）などの花や紅葉の発しい生活型嬰兼樹菟を約25％残すようにする。  

そしてアカマツと構築広輩樹で約40％の生活型組成率（空間60％）のアカマツ高木林の  

展観を造成するような加工棟金作索郎亨うものとする。   

これに対して低木層は朋磯の保全を基本とし，林内レクリエーション的利用のための風  

致的な整理伐は行わない。そして生長しつつある広葉樹の特に常緑広葉樹について保全し，  

将来この緑化センターの自然環境抱擁林としてアカマツ林に代って常緑広塞樹林の展観を  

造成する遥覧盤的役割を持たせることにする。実施する保全作業は，原則として低木層の群  

落遷移に任せる厳正保全の手法をとるが，組成率で14．7％を示す串本とマント植物の箇  

所ぼ同じ種類の常緑広基樹を植栽することで人為的に遷移を進めてやらねばならない。そ   
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〔注〕（A〕：保全処瓢寺号  〔B〕：保全処理後  

轡‡翻広鮒   率：鍼広寒村   

図2…6 アカマツニ次林における閣水屑の澄観的加工保全と低木眉の厳正保全の作楽焼式  
（高木儲の生活型組成率40％）   

の間に現在，42・6％と6・7％の組成率を占めている落弟広弟樹と常緑針英樹（アカマツ）  

は，次常に薄縁広兼樹に被圧されて消滅していくことが予測されるので，緑地保全上，伐  

採を攫えて消極的な保全手法をとる方が資金な及観造成の方弦といえる。   

戯観造成の擁式は図2柵6に示す。この及勧進成は山つの森林の高木層と低木層によっ  

てその様金剛摘異なるとこるから，造成する展観も凝ってくる。高木層は償お種の風致  

的生活製菓素を強潤させた造園抽選観の造成であり，低木層は緑地保全的な森林の生態構  

造を維持しながら厳観を造成するもので，むしろ生態的展観の造成というべきものである。  

従ってその保全手法も高木腰は加工保全の手法で，低木層は厳正保全の手法を基本とする。  

森林展観の時間的推移を予測すると，アカマツと広基繍のこ段林的及観が当分の聞流くが，  

将風 下腰の常縁広索相磯盛義が十分に達成された部分は常縁広基樹林の相観を強調した  

鼠観となり，また常緑広輩樹の生長の不十分な部分は現在のアカマツと螢観要素の落葉広  

葉樹を主体とした相鶴を保全することになる。すなわちこれ乳亀撤図的に見ると，将来は  

アカマツ林分と常緑広嚢樹林分のモザイク的配列の森林が造成されることになる。   
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3 歴史的風土林の保全造成計画  

仙太宰府史跡の例叫   

（1）計画の目的   

これは繁潜ら（荒川1夕73，荒川。井上i夕73，鶴f！1974）が福岡麒。県民の兼設立計  

画の一環として，矧澗県筑紫郡太率府町の大串府史跡地帯にふさわしい緑地環境，特に森  

林盈観の造成の技術的方策を得ようとして試みたものである。   

太宰府史跡群の太宰府政庁跡，鶴低音寺，水城駄，大野城跡そして森県民の歳計園地の  

四王寺（跡）山は，一つの統鵬のとれた緑地数観を造成するために，歴史的風ニヒの統鵬性  

を監視して万葉時代の森林数観の復元と万輩植物の植栽を基本方針とした。   

この方寒爽に詠まれた植物と万薬袋時代（620～760年）の森林螢観を計画に導入した理  

由として，大串府が栄えた時代の7～8世紀と万薬袋に詠まれた歌の時代が山致し，また  

軍究，太宰府の地で詠まれた飲もあるなど，仙遥の太宰府史跡の歴史的環境凌統上するの  

に万葉綴時代の森林による螢観造成が敢過と考えられたからである（荒川1973）。   

次に史跡に森林群落を導入し，具体的にどのよう古こ取扱うかを換謝した給栄，次の二つ  

の造成方式をとることにした。   

a）史跡の存在箇所を示すとともに，それにふさわしい森林螢観を強調するランドマー  

ク（1andmark）的な役割と環境の保全。   

も）部分的に修飾的に万葉植物を群落として植栽し，これを強調し表現する。   

a）の造成方式は森林の相観を対象とするもので，鋸音型組成を中心に盈観を造成する  

方法である。これに対しても）の方式ほ，万葉植物という穫舶成を強調する方法である。   

この二つの方式について，それぞれの魚観造成の立場から見ると，a）は現在の太宰府  

を中心とする森林の相観から生活型組成を紋討し，舌代万葉時代（7～8世紀）の森林の  

生活型組成を復元することが望ましい方法といえる。   

またb）については，方発植物と現代和名に関する固定給厳には触れないで，現在，〟  

応万葉植物とされる274穫（小滑水1970，給田1974）について，太宰府付近に分布す  

るかどうかの植生調査を行ったところ，植栽も含めて水本133種の内106種，草本131稀  

の内108種の計214檻の分布を確絶した（荒川。井上I夕73）。しかしこれらの植物の史跡  

周辺への導入は群落的に展示することから，木本璃はともかくとして，欝寒の維持管理は  

容易でない。従って草木植物の穣組成の保全ほ，箪原群落の保全作業〔罪2澄努3節ト  

（2）〕で述べることにし，ここではa）について治ずることにする。   

（2）禍窓の方法と結果   

万葉時代の森林については，人々が居住する地域は現代と同じような二次林の存在が想  

像される。しかし本計画では古代万輩時代の森林としての歴史的印象を強調するために，  

現在の常緑広葉（照基）樹林を想定した。これは気候学的，人文学的及び考古学的資料か  

ら瞼対しても蚤当な線と考えてよさそうである。   

従って，関釜は常緑広楽劇林の相観を造成する技術的資料を得るために，現在の二次林  

の遷移系列を明らかにしたうえで，常緑広葉樹林の樹種と生活型組成を推定することにし  

た。   

その方法払 まず広輩樹のこ次林を相観によって称曲別に〔A〕若瀞，〔お〕壮瀞，〔C〕  

老齢の3種類の森林に区分した。孟機宜地は，〔A〕岩屋山海抜260m の馳息〔蓋〕史跡   
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蔵司，〔C〕磯門神社で，それぞれ標準的な相観を示す簡所を3か所ずつ，計9か所選億し，  

コドラ鵬 ト調窓を行った。コドラートほ両横10mx10m とし，プロット内の樹橡，繍  

高と胸高麗接について覆水調愛した。そして各プロットについて，胸高麗径自発による優  

占億を求めた。   

嚢2叫8は俊占儀の上位3位までの主要樹種を高水層について見たもので，表2伽9 も  

同様に低木層について見たものである。   

次にこの測定褒料を基に，各プロットの遷移系列を明らかにするため，森林の林内と林  

外の相観を決める上記の主要3樹種の低代交代に伴う生活型組成の推移を図2仙7に示す。   

この間によると，ニ次遷移初期の落衆性樹種のコナラやノダルミ（〃餌叩明昭 ぷ撒油－  

Jα亡ぼα）ほ，壮齢林になると早くも消滅し，但し低木層のネジキ（ん相加α8Ⅶ吸わ批 var．  

沼研加）は例外であるれ代ってスダジイやアラカシなどの常緑広輩樹が出現しぼじめて  

RO  

〔低 木 層〕  

－－－■－●●－ 
一一、、－－■   

ヤブツバキ  

スダジイ  

■■■■∴十二．、  ・ 
、∴ 

タブノキ  

・・    ニ ニ＿－・．二二十 さ一て ニ ＝■、l■  
二ニュニー  
ヽ、  

！J、＼  

皐
－
C
ウ
】
 
 

ム
ー
ハ
し
3
 
 

〔注〕A：潜飴のこ次林 B：壮齢の二次林 C：老齢の二次林  
数字ほプロット番号  

RD（相対優お度）：相対密度（ある磁の全種に対する出現容赦率）と相対被  
度（ある稼の金種に対する（D．B．H．）2率）の合紺麗  

IS（類似劇習数）：100【g，g慧一叢×100  

（生態学実習懇談会編i卯3）  

図2－7  広輩樹二次林の遷移系列と主要樹磁の交代（福岡県筑紫郡大串府町）   
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いる。しかしアラカシやヤブツバキは壮齢林において舶時的に優‡責将になるが，老柚木に  

なるにつれ次鐸にスジダイとタブノキに抑えられ，常緑広弟樹の生活塑組成の変化が見ら  

れる。   

（3）景観造成の方向と保全作菜  

〔A〕→〔B〕→〔C〕の広葉樹二次林の遷移を生態学的螢観（相観）の変遷としてとら  

えたものが衆2－10である。   

造成の方向が常緑広葉（照柴）樹林の盈窮迫成であることから，構成する優占種の生活  

型の種籾と要発が十分に発揮されるような保金作発によって照衆樹林の風致的澄観が造成  

されなければならない。つまり〔B〕と〔C〕の優占樹種が作る相観が問題となる。〔》〕は  

鵬部に落輩樹という生活型牽索を温度するが，相観は常緑広築樹林であることから，〔B〕  

と〔C〕の優占将であるスダジイ，アラカシ，タブノキ，ヤブツバキ，シロバイ，ヒサカ  

キの6樹種を漫観造成樹種として選定する。そしてこれらの樹種の風致的な生活型要素が  

強調されるような方向の保全作業を行う。それぞれの樹種の強調すべき生活型栗兼ほ敦  

2叫11に示す。またこれらの要素が林外と林内のどちらに強く表れるかについても袈示し  

た。   

この教から，腋索樹林の林外盈観と林内展観はどのような生活型要素を政調すればよい  

かが明らかになる。すなわち，〔超〕と〔C〕の展観造成の方向について示すと，林外袋観  

の場合は救上の階層を形成する高木層の償お穫の生活型要素を相対的に増加させるために  

他の樹種を伐採する。そして林内及観の場合は高木層と低木層の優占種の内，風致的生活  

型姿索の商いもの一例えばヤブツバキ，シロバイなど－を除く樹種を伐採して，見通しと  

致亭仙鵬IO 珪こ輩樹二次林の棚観と餞占踵の変遷  

（矧褐県筑紫郡太宰脚町）  

敦2w11 俊占する常緑広葉樹の風致的な生活型栗栗  

〔注〕林外：森林の外観に及ぼす要務，林内：林内澄厳に及ぼす繁栄   
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快適さを増すような加工保金の作業を行うことにする。   

次に〔A〕の場合は現存の落葉広基樹林を伐採して急遠な照葉樹林化を僕lらないで，常  

緑広葉樹林の償お棟を加植することにより人為的に二次林の生態遊移を早めながら〔避〕  

への移行を図る加工保全の手法が考えられる。   

以上，方脚酎℃の凍林澄観を造成する方策として，現在の広葉樹二次林を林鰍こよる相  

観で区分し，それぞれの生倍数組成と顆似皮指数仙index or s呈miiarity（生態学実習忽統  

金銅1973）仙に基づいて遷移系列を明らかにした。そして万基時代の森林の相観と優占種  

を推定し，群系的な生態学的濃観葉戴を立とした風致的螢観を造成することによって史跡  

とその周囲環境にふきわしい修濃を行おうとした。  

第3節 特殊緯度の相観と保全   

本節ほ特殊な生活型黎寛が作る相観を保全し盈観造成に活用しようとするもので，草原，  

水辺，岩壁の三つの植生を特殊植生として取扱い，盈観造成上の技術的な挙がかりを得よ  

うとした。  

1草原植生   

葦原（草地）が掛こ観光や野外レクリエーションにおいて痺殊な澄概要発になることは，  

長野県霧ヶ峰高原や熊本県阿蘇山革千曳などがそこの自然展観の代衷としてポスターバリ  

ふ－的に有名になっている例を見ても分かる。   

しかしこのような濃観的に見て樽徽のある準原植生も，わが閏のような温暖で雨蕊が多  

い気候下では特殊な環境条件の箇所を除削まとんどの場所が森林の成立しうる条件を持っ  

ている。従って自然の成因によってできる草原は，高山帯，梅膵風衝地，湿地などの限ら  

れた環境条件の場所にのみ見られるにすぎない。つまり串原の大部分は多かれ少なかれ人  

為的に遷移の進行を止めることによってその相観が保たれているといえる（沼田・岩瀬  

1975）。   

その人為的作発すなわち串原の保全作業（植生管理の方法）として従来行われてきた方  

法は定期的な採琴，火入れ，放牧などであった。このような観点に立って串原の澄観造成  

を行う場合，串原が繹清遊移の途ゆ相であることから生活型組成の変避を明らかにしたう  

えで適切な植生管理を行って相観を保全しなくてはならない。   

次に箪腰（grassland）は植物の生活様式という生態的分類単位で見た場合，翠本という  

生括弧の植物が優嘉している場所射旨し，また木本植物が混生していてもそれが償おする  

ことなく主として革轟からなっている群落も含むと見なすことができる。このような考え  

に基づくと，草原の相観は次の3稼の蟄に区別できる。  

．・lまく原岬ぎ二芸ミ  
S孔Vanna犯相鶴の串原  

StepPe 塑相偶の葦原  

邑叫C）Heide（Ileatわ）翻冒偶の草原  

a）の SaVanna 塑ぼ高木や低木などの樹木が散生した盛茎串本－ススキ塾（劫侮・  

α川刃ね岱type）叩からなる串原をいい′ アフリカやオーストラリアなどに広く分布する覿  

で，b）の Steppe 塾は短基準藤一シバ塑（ゐγ助type）－で山南覆われ，所によって  

盛宴草本も点生した翠擬で中央アジアに広く分布する塾である。そしてC）のHeid8型   
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はいわゆるヒース荒原（heath）といわれるもので，高山や海岸の風衝地．石灰岩地帯な  

どの岩石地にハイデソウ（α肋㈹＝融如由）などの革本と文の低いツツジ科（g批αCβαめ  

の東本植物が混生したエリカ塑（gr血type）の草原をいい，北ヨーロッパの海洋性気候  

下に主として分布する塾である。   

次にこれら3穐の草原型の風致的及観造成への借用を換討してみたい。   

まずS乱Vanna 担は樹木という生活型と草本という生活型の対比として比較的容易に戯  

観造成が可能となり，面積も広大さを必要としない。また串原と樹木との対比となるので，  

樹木の風致的生活型要発である樹冠全体の形（広兼樹の球型，半球塾や針輩樹の円錐塾な  

ど）が展観構成に彫饗を及ぼし，より山層に葦原展観を引き立たせる役目をする。   

S㌻tepPe 彗里は翠漆という生活型要素を強潤することで数観を造成するために広大な面椒  

を必要とする。またこの広大さを強謝しなくてはならないことから，草原の相観の維持哲  

理が藍薮で，ゴルフ場のような幾約的な保全作楽を行わねばならない困難性を伴うことが  

多い。   

Heide塾は準原の特殊な相観であり，軍本と木本植物が厳しい環境条件に適応した形態  

…一腱の生活型－を強調した魚観造成を行うもので，ロックガーデン（rockgar血Il）や  

高山植物閑などの造成に応用されているが商機的に余り広大にできなく粂約な維持管理が  

必要である。   

以上3種類のタイプの草原を風致的盈観の造成に閑適させて述べてきたが，わが国にお  

ける串原の相観を造成し保全していく叔艮の塾ほ，SaVanna塑の輩原といえそうである。   

すなわちsavann乱数準威の基癖亀ほ森林植生であり，樹林という生活型を披きにしては  

わが閣における草原農観の風致的効果をあげることはできないと筆者は考えたからである。  

そしてStepPe茎旦ほ両税的な問題，風致的効果を出す困難性，及び造成後の維持懲潤呈の負  

担などの理由から除き，またHeide塾も面積的に小さく串原盈観の東署とやや異なった  

むしる岩石地の植生に近い岩壁植生の槻鶴に共感しているので，そこで関連させて述べる  

ことにしたい。   

次に雑著はSaVanna艶草原の相観を造成するために，実際の草原植生の生活型組成を  

調べ，どのような生活型の種類と要発からなる箪原が敢も望ましい風致的濃観になりうる  

かという検討を行った。   

（l）葦原の植生景観要素   

筆者は草原（革地）の風致的展観を造成するために，ARNOLDの串地診断の方法を応用  

した草原の生活型組成による数鶴的診断を試みた。  

i）目的   

これは植物の環境に対する穫（species）の反応蕊（生態鼠）で，草地が，例えば牧革地  

→放牧地や採翠地→政教された採草地という系列の申で，どのような段階にあるかを診断  

しようとするものである（WⅢTTAKBRl卯8）。すなわち，生腰鼠の増加は草原の生活型  

組成が複雑化したことであり，特に木本植物の増加という生活型組成の変化は翠庶の相観  

の質的低下を意味するものとしてとらえられる。筆者はこの点に注目し，わが国の輩魔法  

いわれるものの生活型組成の変化，特に木本類の増加について検討することにした。  

ii）方法と結果   

調査…1は1972年7月，岩手県岩手郡雫石町の小岩井戯場において葦原の摘観に基づい   
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嚢2り…ま2 牧翠地（チをシ仙・ナガハグサ群落）の生活剋組成  

（岩手戯岩手郡雫石1町）  

妾i三活塑l  種  名  並
 
翻
 
 

分
 
 

腰
 
 

ふ
〓
H
 
 

‥
．
里
 
 

チ  モ  

ナ ガ  

カ  モ  

シ ロ ツ  

ア カ ツ  

オ  オ  

ヽ     ノ   グ
 

シ
ガ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヾ
 
 

0   

0   

0   

tl   

u   

u   

O   

O   

u   

u   

u   

u  

サ  

ヤ  

サ  

サ   

＝コ  

軍  容  
エ ゾ  ヨ モ ギ  

エ ゾ ノ ギ シギ シ  

セ イ ヨ ウタ ンポポ  

キ ン ミ ズ ヒ キ  

ミ  ミ づ疇 グ サ  

ヒ メ  ス イ バ  

〔注〕調査聞取：牧葦地金体を対象  調査率月：1タフヱ年7月  

階  層：0…OVerStOry（上層），tl‥tun血rs紬ry（下層）  

分布様式：應亜（1），放生（2），群生（3）  
済：的測度：少ない（l），中閥的（2），多い（3）  

て採撃地（生活型血ススキ敷革原），放牧地（生活型∵シバ塑葦原）及び牧草地（チモシ岬  

（朗舶膵り閥抽臓）。ナガハグサ（凸氾β靴朝潮由）部落）の3穫勅に区分し，それぞれの  

生措塑組成と植物の分布状態を相対的分布調査法で調べた。   

調査血2は1972年12月，熊本県人怒市の放離されて水溶頸が侵入した採草地について  

調査一1と同様な万機で潤ペた。   

以上の数駿化したデ鵬タほ表2仙12，裁2仙叫13，衷2叫仙川に示す。数教化ほ潤一相観  

内の生活型組成を検討するので，生活型の適いによる蛮みづけはしない。   

これらの整料から，革庶の構成種を木本，短基準本（short grass），長基準本（tall  

即aSS）という生活型親戚で表示するために，各組瞳データの分布様式と澄的測度を加え  

た倍をもって生態鼠と見なした。そしてこの生態汲の数億が大きいぼど翠原の生活型が敏  

雉化すること，すなわち水本生活型の植物が増加してきたことを表している。従って木凍  

顛の生活型組成率が増加するにつれて遜移が森林化に進んでいると考えてよい。   

しかし翠原のテクスチふア（texture）から見ると，逆に木藤頗が入ってきたために粗雑  

化されると見なされることから，生態段が多い億の翠原ほど懲的にも及観的にも劣位の相  

観を示す草原と考えられる。そして一般に極めて人工的な牧翠地のような常に人為的彫啓  

が加えられ，純度の商い革本群落が維持管理されている翠原ほ，短茎塾の生活型を持つ植  

物が生えている方が盈観的にあるいは感党的にも優れているようである。そしてこのよう  

な串原に高木が点生する SaVanna型の串威が風致的鼠観としては理想的串原といえる。  

串原の濃観的診断の緒深は袈2叫刷】5に示す。   

（2）特殊な草原終生の景観的保全作梁   

筆者は北海道昆布郡足寄町の九州大学北海道地方演習林において，軍廃絶生の展観を保  

全するための作米紙験を行った。   
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敦2測・13 採準地と放牧地の召ミ活型紙成 （岩手鬼岩手郡雫石町）  

放  牧  地  採  草  地  
磁  名  生活覿  

竪空」垂空攣空挺空些  聖製攣攣  

。；1  0  妻  3  キ
 
パ
 
パ
エ
・
ナ
 
ク
ギ
 
ミ
 
ウ
リ
キ
 
 

u
 
u
 
u
 
u
 
O
 
 

u  

ヒ
 
 
ギ
 
モ
 
 
 

ノ
 
 
 
∵
 
ヨ
 
 
 

ガ
 
 

メ
 
 
 
ヤ
 
コ
 
 
 

ズ
 
 
ラ
 
ト
 
 

ス 

u
 
U
 
〓
 
い
 
O
 
u
 
〓
 
0
 
0
 
日
 
O
 
U
 
u
 
u
 
u
 
 

シ  

オ  

ノ  ヤ
 
 

チ
ズ
 
 

ワ  レ  ごモ  

ミ ツ パ ッ  

キ ン ミ  

コ  

ク
 
ヒ
 
 

u
 
u
 
O
 
O
 
 キ ツ ネ ノ ボ タ ン  

オ  ミ  ナ エ  シ  

テ  ゴ  ユ  リ  

ツリ ガネニンジン  

リ  ン  ド  ウ  

シ ロ ツ メ ク サ  

ア カ ツ メ ク サ  

ヤ ハ ズ ソ  ウ  

セイ ヨ ウタ ンポポ  

ス  レ  

タ チ ッ ボ ス ミ レ  

オ  カー  バ  コ  

ニJ  ナ   ∴   ビ  

ウ メ バ チ ソ ウ  

ワ  ラ  ビ  

u
 
u
 
u
 
u
 
u
 
u
 
u
 
 

1
 
 

ヤ  マ  ハ  ギ  

ネ  ム  ノ  キ  

ノ  イ  バ  ラ  
サ ルトリ イ パ ラ  

木 本  

調査率月：1972年7月  〔注〕調窓両横：葦原全体を対象  

階  層：0…0VerStOry（」こ層），u…understory（下層）  

分布様式：点勾‡（1），散生（ヱ），郡蛍（3）  

蔑的測度：少ない（り，中間的（2），多い（3）  

i）目的   

輩本橋物の特定校を保全し維持していくことは，すでに述べた方案植物の君軍港的植栽と  

同様に，多大の人為的な紬専管理を行いながら適正な作米を行わねばならない困難性があ  

る。その例として，筆者は九州大学北海道地方演習林の路盤翠原植生（dry meadow）の  

アヤメーエゾカンゾウ群落に代表きれる短遜腰・府税準漆（perennia王herb）の生活型庖  

持つ準腰の恩観的保全作業の試験を1979年7月より行っている。   
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淡2棚14  政教挟撃地の生活覿組成  （熊本県人富市）  

階   層 … 分布様式】駿的測度  生活型【  種  名  

0   要  3  

。  喜   1  

ス   ス   キ  

ネ ズ ミ ノ オ  

ネ   ザ   サ  

メリケンカルカヤ  

ワ   ラ   ビ  

汁 ト コ：†モ ニド  

ミ ツバッチグリ  

タ チッボスミレ  

ス  レ  

リ  ン ド ウ  

へク ソカズラ  

中二  本  

〔注〕調査両横：草原金棒を対象  閏窓年月：1972年12月  

階  層：0…0VerStOry（」こ層），tl…tmderstory（下層）  

分布様式：点盆（1），放生（2），群生（3）  
数的測度：少ない（1），中間的（2），多い（3）  

寂2酬15  生活義堂組成による草原の凝観穐紛断 〔（）は％を示す〕  

〔注〕網凝地：〔り～〔3）…岩手県雫石P汀，〔4）・・・熊木県人青苗  開発琴：1972年   

保全の目的は短芸サバンナ彗法串原の造成と北方系宿根串本が作る造園的盛観の内，色彩  

的生活型要素（花）の増大と時間的連続性（花期の連続性）を狙ったものである。   

保全を対象とする造園的生活型要薫の主な植物と花の色彩をあげると次のとおりであ  

る。   
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アヤメ（〟ね5榔咽頭血路）叫〔脅〕，エゾカンゾウ（軌鼎紺拍沼葎椚泌血如加劇）¶冊〔岩軋エ  

ゾスカシュリ（エf助椚沼αe〟加‡沼‡Var．ぬ〝r加〝‡）仙〔赤〕，クルマユリ（〟抽抑＝m疲矧♭  

故ぶ）瑚〔亦〕，スズラン（Co椚〟ggαrgα 如才ぷ如f）柵〔自〕，ツリガネニンジン（血払明庇潤  

一項）ゐγ肋var．カタ0〃fcα）…〔習〕，エゾアザミ（α痛紺沌醐舶頭摘蝕画一〔赤〕，オーミナエシ  

（鞠情痴＝感知紬殉職）酬〔選り   

この草原植生払 鮮やかな色彩の花を初夏から秋季にかけて多く咲かせる乾生草原で，  

いわゆる原生花園と称される。かつてこの植生は，演習林内において冷温静牲落葉広柴樹  

林が成立しにくい環境条件の所や放牧のための火入れを行った原野に多く見られた（舘脇  

1953）が，1955年頃より放牧，火入れの中止に伴う群落遷移の遊行と造林地の拡大などの  

原因によって，草原成立のための環境姦灘が悪化し，現在ではその分布が督しく減少した。   

従って筆者は，この北方乾生串原の細観の維持とそこに生育する多くの花押的要素の臓  

物（展観葉蘭植物）の宮澤溶化を図るための保全作業の技術的方法を見いだそうとした。  

ii）方法と結果   

試験地ほ7林班，の小班，梅抜330mに位置し，面硫1．3王Ia，1卯1年植栽のドイツト  

ウヒ（ダ如α潮gぶ）の不成績造林地（萬水生存率約9％）である。   

櫨生は摘凝後援入したエゾヤマハギ（エがダだ血路独〃わr），シラカンぺヤエガワカンパ  

（飢撤ねd如駆ぬれ，ユゾノバツコヤナギ（ぶα肋ゐ〝〟錯f∫var．α乃g〟ぷr坤Jfα），エゾヤナギ  

（ぶα撤ror故），伐椒から萌芽更新したミズナラ（銚脚紬＝那明朗加Var．Ⅳ郎ざβぷβr用rα）  

やカシワ（紗槽■C払ゞ♂e狩′がゎなどの樹種が高さ1．5～2．Omの低木状態で上層を占めて  

いる。そして下層はエゾミヤコザサ（ふ㍑仔朗∽虎由昔r．叩0勧ぷ拍）が優占する中に，アヤ  

メやエゾカンゾウなどの花押的植物が散生する演習林内でも比較的まとまって葦原植生が  

残存している箇所である。   

保全作業の処理後の効果を検討するために，処理前の1979年7月，試験地内に1mxl  

m，の永久コドラ鵬トを16個数殴し，その中の生活型組成を平均被皮で教示し，また夢原  

の鼠観要発根物を選定した。そしてまず保全処理は林地の葦原化と及概要衆植物の群落化  

を図るために，競争。被圧する基盤植生の落袋広葉樹々種と林床のエゾミヤコザサなどの  

串本将を除伐し刈り払いした後，点生するドイツトウヒを試験地周辺部に群生状の自然的  

配置に改植した。次に鼠観要素植物群落の希薄な箇所に，試験地外の地域からアヤメやエ  

ゾカンゾウなどの根株の補磁・加植を行い色彩的生活型腰魔の増加を図ったうえで，ドイ  

ツトウヒの区域を外した草原金城に火入れを実施した。敢後にサバンナ塑串原の螢観を創  

出するために，シラカンパの笛木を点生させて北方串原（bore払igrassland）の相観を特  

徴づけた。   

これらの処理は1979年8月に行った。 そして今後の試験計画として，1年おきの刈り  

払いと4年間隔の火入れを麗み合わせた作発を炭翔的に実施することによって，広葉樹の  

侵入とササ顛（ぶαぷα）などの下層植生の繁茂に対する制御を行いながら串原の保金と濃観  

要索接吻の群落化を図って行くことにした。   

以上の保全試験の結果を処理前の1タ79年7月と処理後2年間経過した王981年8月の永  

久コドラートの平均被皮によって表したものが袈ヱ瑚16である。嚢の結果と除伐。刈り払  

いのみを行い火入れを実施しなかったドイツトウヒ箇所（矧褐区）の植生状態を比較級御  

し，次の給衆を得た。   
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嘉ヱ棚16  保全処理前後の生活型組成の変化  

（九州大学北海遺地方演習林7林痍）  

生 活 敷 鮮 糸  
処 理 前  

（1979年7月）  
処 肇是 政  

（1981年8月）  
掻  名  

二．・・ミ・∴  ‥・ ．  
3
 
0
 
 
 

＋
 
丁
 
 

目
U
 
 

6月申～7月初旬  

7月初～中旬  

7月申～8月初旬  

8月初～中旬  

6月初～中旬  

8月初～下旬  

β月中～下旬  

2．3  

1．コ   

ート  

十  

0．3   

＋  

0．3  

十   

1－  

＋  

0．ユ  

＋  

＋  

0．三  

ア   ヤ   メ  

エ ゾカ ン ゾ  ウ  

エゾスカ シェリ  

ク ル マ エ リ  

ス ズ ラ  ン  

キ ジ カ ク シ  

ツリガネエンジン  

シコタンシャジン  

オカト ラ ノ オ  

ク サ レ ダ マ  

エゾノヰヌタソウ  

イ   ケ   マ  

カ‾ ミ ナ エ シ  

ュ ゾ ニ ュ ウ  

エ ゾ ア ザ ミ  

エゾノキツネアザミ  

ス   ス   キ  

エゾミ ヤコザサ  
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〔注〕調窓前積：Im2×】6慧王6m2，数億：平均被庶指数  

a）鼠観要素植物の内，アヤメ，エゾカンゾウ，スズラン，ツリガネエンジン，エゾア  

ザミ，エゾニふり（血聯放れ肌由れ カラフトイバラ（伽∫α血ygげ加）の7橙はこの作  

業法の有効性が言忍められるが，他の6様については効果が少ない。   

b）基盤植生の内，広輩樹，エゾミヤコザサ，エゾヤマハギ，ヤマドリゼンマイ  

（α膵肛那払α頭痛伽）については特に抑制効果が認められる。   
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C）除伐・刈り払いの箇所において繁殖が抑えられていた帰化植物のエゾノキツネアザ  

ミ（βJ－βeαぶ離ぶα）とアレチマツヨイグサ（仇猫紺緑化」編制痛），在釆穏のススキとワラビ  

（朗飢切踊＝相浦抽踊 Var．泡抽描撒ねⅧ）の4種は火入れ箇所でほ増加した。   

d）除伐・刈り払いのみを行い2年間放擬しした場合，基盤植生ははぼ処理前の植生状  

態に回復する。   

これらの飴発に加えて，本試験は開始後約2年経過した段階であり十分な保全作楽の効  

果が表れていないが，次の知見が得られた。   

a）火入れは，大迫（i937）が指摘したように，土壌の理化学的性質を変化させ乾燥化  

に尊くためj 乾生串原の相観保全と葦原植物の群落化に有効である。   

b）除伐。刈り払いのみの実施は基盤植生の抑制効果に劣るので，火入れを組み合わせ  

た作楽法が効果的である。   

C）効果が認められない螢観黎発根物については播種や施肥による繁殖・繁茂を試みる  

必要がある。   

d）火入れが帰化植物の侵入と繁殖を招くことは，北方串原の鼠観上マイナスの要素を  

与えるので，帰化植物の繁殖を制御する方法も併せて考慮しなければならない。   

以上，各種の串原の比較と澄鶴上理想的なサバンナ敷革原について給じ，枚挙管理で用  

いられる草地診断法を応用した串原の展観的評価を行った。そしてこれらの知見を基に，  

実際に串原植生の保金作楽を行い特殊な相観を持つ北方串原の造成を試みた。  

2 水辺植生   

緑地計画と水との結びつきは古代より密接な関係があり，中でも水面は緑地の螢観的な  

効果を高める蕊要な栗発と働きを持っている。すなわち静的な水面は，地，湖沼，梅料こ  

おいて植生を鵬J置引き立たせ，清涼感と快適感を感じさせる。そして渓流，滝，海岸など  

の数的な水面払 植生の存在が同じ濃概要衆の岩石と共に水蘭成一層の躍動感を与える。  

このように水面の持つ展観要素は植生の存在によって強調されたり，また植生も水面によ  

って細腰引き立てられるという相互的機能を持つものである（J£LL‡COE1966，ZwDヱL  

Mld鼠温mも混R1970）。つまり，水面と植生の二つの澄観栗系が同時に存在する水辺植生  

（waterside vegetation）というものは，螢観的にも藍蟹な役割を持ち，また水質の絡浄  

的機能も持っている植生と考えられる。   

従って水辺植生の保全は，農観的効果ばかりでなく，土地保金的扱能をも高める盈栗な  

役割を持ち，またこれが直接にレクリエーション及び観光的活用にも閑適すると考えられ  

iニー。   

このような観点から，筆者は永面を持つ展観造成の手法約手がかりを得るために，山地  

の河畔と梅樺の水辺植生を調べた。そしてこの調査結果に基づいて，渓流の及鶴的礫金作  

莱を試みた。  

（1）河畔の植生崇概要索   

i）調査の目的   

この調査ほ1卯3年7月，福岡県八女郡矢部村の自然レクリエーション計画の一環とし  

て，御伽川の河畔林（riversiderorest）に静的な水面澄観を取込んだ遊歩遣を造成するた  

めの技術的資料を得ようとしたものである。   





46   

ことば，河畔が不安蔑な立地にあるために，これらの樹種が侵入。定番し易い環境条件下  

にあるものと推測値れる。  

iii）衆観造成の方針と保全作業   

造成の方針は常緑樹と濱柴樹の生活型組成を利用し，御側川の水面に映る森林の姿と広  

葉樹林の相観，特に生活型の色彩的繋莱を活用した率観＊的効果を強詔督しようとするもの  

である。従って花水や紅葉・黄輩する樹種の生活型の特性を調べ，水辺植生の農機を特赦  

づける盈鶴質発植物を提示した（表2伽17）。   

次に保全作業であるが，生活型要素の挙節約，樹種的な効果を出すために選定した澄観  

要素植物の強調が考えられる。具体的には，高木層，亜高木ノ頭，低木層における各階層の  

展観要素植物の常緑・落輩性，紅輩・肇詮索牲やヤマザクラ，ヤブツバキ，クリ（Ch打払椚犯  

CJ■eJ7がα）などの開花による挙節約な色彩的生活型要兼を特に強調し表現するものである。   

その表現方法は厳観菓発根物を強調するため′に他の樹種を弱腰に除磯した後，威厳要  

素植物を群生状にあるいは歌登状に植栽して相対密度を増加させる加工保全の手法を行  

う。ぞして河畔のマント植物や抽群落（sleeve community）を取り除き，展観要素植物  

の生活型が強調された姿を水面に映すことができるような保全処理を必要とするもので  

ある。   

次にこれまで検潮した静的水面における保全作業と遜った演流の動的水面における螢観  

的な保全処避捜の試験を行った。   

（2）渓流の景観的保全作業   

i）目的   

これは宮嶋県東臼杵郡椎葉村の九州大学宮崎地方演習林33林球内，海抜1，200mの狙  

静牲落基広瀬樹林内を流れる小さな滝を持った渓流の景観的保全作業で，歩道ぞいに存在  

する滝，渓流，渕，河原，岩壁などの濃観を積極的に御節することによって，渓流を楽し  

む場として利用するものである。そして特に渓流周辺に生育している低木梅やスズタケ  

（ぶ鋸協虻玖陀仏机）を刈り払うことによって，水辺の見通しをよくし，また森林内の挙観的効  

果も狙った展観造成を試みようとした。試験を行った箇所の面積ほ約0．2haであり，ぞ  

の実施は1975年7月に行った。  

ii）方法と結果   

樽に林内農観の動的水面の効果を嵩めるため，処理ほ渓流周辺のスズクケと胸高麗格6  

Cm以下の小径水魔輪伐し見通しをよくした。その際，樹木の生活型賓兼の挙鶴的な色彩  

的要素を強調する樹種，例えば紅幾・蛮紫するカエデ綴（血βr）や春翠から裳率萎こかけて  

花を咲かせるツツジ偶，ウツギ属（ガ飽盤ね）は保残し，また渓流の岩上に着生する串本類  

は，動的水面を引き立たせ酒浄感を創出する蕊賓な選観要発となるので処理の際に痩乱し  

ないようにした。この処理について，図2叫8は鼠鶴的保全作業の模式を′ 表2叩咽柑ほ保  

全処理前後（1975年6月と1977年8月）の生活型組成の変化を示す。そして保全を対象  

とする農観要素の植物も併せて表示する。  

＊挙観（Sea＄Onalaspect）：挙節の移り変りに伴って植物の表す相貌が輿なることで，例えば樹木   
が巻から冬にかけて漉す新線，紅窮箋，落葉，開花及び結実などの生活迅悪魔さこヨ姦づく櫨物盈観を   

いう。   
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調査は処理前後とも相対的分布調査法で行い，生活型（a）の数段化ほ嚢2欄－18〔注〕に  

基づく配点で行った。これほ生活型の対象が藤林社会であり，ブナなど高木層の大空間を  

占める植物とイワタバコ（G野惜別か即＝Ⅶ椚別7蛮¢故ぶ）など岩上懇生の小空間を占める植物  

では生活型そのものの容積（盗み）が大きく異なることを評価しなり■ればならないからで  

ある。   

この保全処理の始艶 麗高木摺…の叫部の樹種と低木層を形成する盈観葉糸植物を除く樹  

種及びスズタケをすべて伐採・刈り払って林内盈観の改番を行った（模式図参月毯）ので，  

林床の環境が明るくなり，革本と着生植物の生活型組成率が増加したことが注目された。   

以上の作業によって，渓流周辺の林内及観ほ視界が広まり，水の流れと射し込む光線に  

よって風致的に緑地の展観を高めることができたと考えられた。   

（3）隆起珊瑚礁水辺の植生景観要素   

i）調査の目的   

これは1972年1月，「鹿児島県民の森」の炊補地選定のために鹿児島麒大鳥郡徳之島で  

行ったもので，海岸の隆起判瑚磁の水辺植生を農観的に保全するための技術的資料を得よ  

うとしたものである。  

ii）調査の方法と結果   

調査は張熟掛こおける海鮮緑地の相観として典型的な隆起刑期礁群落の生活型組成とそ  

の展観要凝について行った。その方法は，耕落の細観が汀線から内陸部へ伺って植物の耐  

塩性，耐乾燥性の生理的扱能の反応の速いにより個々の群落が明掛こ油別されるので，  

それぞれの群落について相対的分布調査を行い生活型組成を調べた。結果は図2叫9に  

示す。そして亜熟滞の水辺終生の相磯に特赦を考える展観要紫植物として，各群落の慶占  

橙の外に生活型の形姿的要発と色彩的棄衆に基づいてオか、マボウ（描柚制ぶ 招ぬ肌め  

ミズガンピ（Pe椚夕如 ぽCf血ね），テンノウメ 挿加狛硯ぬ卜銅棒沖鍼埴激），モクタチバ  

ナ（血憾執7 裏め扉助），マルバニッケイ（α紺紺肌棚椚 d如毎ぬ払），ボタンボウフウ  

（釣肌胤如拙椚力卿勒加澗）など12種の木本と草本植物を選定した。  

iii）景観造成の方針と保全作業   

水南を背恩に汀線からの群落生態の序列を強調した緑地澄観にするたぬ，群落（A），  

（お）及び（C）については，相観に特徴を与える農観要務植物以外を伐採し取り除くこと  

によって相対的に数概要発砲物の生活型助成率を高める加工棟金の手法を用いた作発とす  

る。しかしこれら3群落の後方に政敵する群落（D）と（E）は，耕地の防風林的役割を果  

しているとともに前面にも同様な膠轡を持つもので，水辺植生全体の環境保全の働きも十  

分に果しているものである。従って，この二つの群落は生活型組成の改変を行わずに厳正  

保全の手法を用いて保護することが望ましい。   

以上，水辺植生の展観造成について述べてきたが，要するに植生と水（水面）との関連  

をいかにうまく生活型組成によって強調し表現するかであり，その時，数観繁栄としての  

水そのものの質の保全を行って濁りや汚濁の原因を作らないように上流水辺の土地保全，  

特に水辺植生の保全萎こ留意しなくてはならない。   

3 岩壁植生   

山般に岩壁やその周辺は地形的に人為の影啓を受研こくい環境にあるために，植生が自  

然の姿のままで残っていることが多い。このような場所は植物の生育環境が極めて惑い衆   
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0  8  15  25  

C I D  
種  名  巌観磐魔植物  

（〉  

（b）ぎ（C）屋（b）毒（C）  

イ  ソ マ ツ  

シ∵・ヒ ンノ ブリ  

ハ マ ポ ッ ス  

ボタンボウフウ  

ミ ズ ガ ン ピ  

ソ  チ  ッ  

モ ン パ ノ ヰ  

テ ン ノ ウ メ 

フク マ ン ギ  

モクビャッコウ  

ク サト ベ ラ  

オオハマボウ  

ハマヒサカキ  

ハ 「7 ビ ワ  

マルバニッケイ  

ヤプニッケイ  

モク タチバナ  

マ  サ  キ  

ア  ダ  ン  

貞・ニヤプソテツ  

〔注〕潤避両横：群落金棒を対象  澗窓年月：1972年1月  

A，頂，C，D，E，：景観要素各群落  

（a）生活型：串本縫物（1），低木（2），高木・亜高木（3）  

（b）分布様式：点生（i），教生（2），群生（3）  

（C）数的択q皮：少ない（i），中間的（ヱ），多い（3）  

図2…9 隆起珊瑚礁群落の相観と及概要霧（威風亀県大ぬ郡櫨乏馴】r）  

件下にあることから，逆に繁殖や威争の弱い植物が逃げ込んだり，人為や野生動物の影響  

を受けない気候的梅相としての遵存群落（relict commtlnity）が分布していることが多  

い。また碧魔のような生態環境だ酎こしか生育できないような特殊な植物も見られ，従  

って岩壁植生（roclくVegetation）の中には，敦惑な紗牲のある植生や接吻の分布が多  

い。   
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この例として，鹿児島県吐喝嘲列島口之島の海岸断應のクモトユリ（ム仇憫＝柑紬甑か  

〝㍑〃習）仙（文化庁編1970），熊本殿球磨郡球磨村の石灰岩壁のツクシムレスズメ（ぶ0〆0用  

ルα〃eカ抽′すβ）伽（文化庁編1タフ6，環境庁扁1980）そして宮崎県児淑郡尾鈴山の川辺岩壁  

のキバナノツキヌキホトトギス（狩砂摘ぶクα紳助′〝）血（文化庁編1973）などの生博する  

岩壁は，他界的に見ても唯血の分布地として，また隔離分布地として記録されている。   

筆者は，以上述べたような相観的にも，また穫組成的にも特性ある植生が分布する岩壁  

から，Heide塑串原のような岩石地まで含めた岩場の植生の実態を調べ，それらの植生の  

生活型凝成を把捉したうえで岩石を及観要発とし，これに植物の生活型に基づく新しい恩  

鶴要糸を加える技術的手がかりを求めようとした。   

このような主旨から筆者は，湿性岩壁と乾性岩壁という二つの生態的に異なった岩壁の  

植生を調べ，その生活型組成を検討した。   

（1）湿性岩壁の植生景観要素   

i）調査の目的   

これは1976年4月，宮崎県東臼杵郡独寒村大河内の吐合裾滝周辺の岩壁櫨儀の生態を  

調べ，この生活塾組成から滝の岩壁にふさわしい盈観造成を行ううえでの技術的手がかり  

を得ようとしたものである。   

ii）調査の方法と結果   

まず最初に岩壁が約20mの切り立った應であるため∴現場での麗接の調査と岩壁憶下  

からの観察でほ植物の判定ができないので約50m離れた地点から岩壁に生えている植物  

を／ニ300mmの望遠レンズを使って拡大接腰し，この写系に基づいて種の同定を行っ  

た。そして岩壁植生の相対的分布調査を行い，生活型，分布株式及び盟約測度について調  

べ，次に植物の分布と碧の表面の乾湿の差異による生態環境を調べた。これらの調査はす  

ペて拡大等黄と双眼鏡（×8）を併用したが，これに加えて岩壁の植生調査ほ岩壁が周囲  

の樹木や碧壁に塗督している植物自体の基によって閉鎖されない挙節に行うことが最も麗  

質である。   

以上の調査絵果として，表2嘲19ほ生活型組成を生態数で鼓したもので，数段イヒの配点  

については岩壁植生を串原と同じような同一傭観内の組成と見なし，生活型と分布株式の  

望みづけの差を小さくした薮2仙19〔注〕の配点とした。そして生態既に基づくこの岩壁  

の生活型組成を袈2仙20に示す。   

この塩焼岩壁植生を生態的な観点から見た場合，着生植物，翠本及び低木が生活型組成  

で約90％近くを占めることば，高木性の樹木が元来，岩場のような厳しい環境条件の所  

には不利な生活数であると見ることができる。また碧壁甫が蔵本性の樹木の樹冠や枝によ  

って隠蔽されることから，鼠観的にもマイナスの生活型といえる。そして聾者は岩壁の  

相観を特徴づける鹿観要素櫨物を生活型の形姿的及び色彩的要素から検討し嚢2…19に  

袈示した。  

iii）衆観造成の方針と保全作業   

得られた結果を姦に，鼠観的造成の方針は岩壁そのものの保全と澄鶴上の観点から，岩  

壁に生育する上層水のシラカシ（釦離別＝叩血相¢赦），イヌシデ（Cbゆ㍑iぶrぷCカか  

肌血摘），エゴノキ（針叩㍑カ準用加）などの高木牲樹種を除伐し，岩盤相観を特徴づけて  

いるヤマツツジ（朗肌如加血川血潮明知），ウツギ（伽〟′加erβ打細）などの低木璃と   
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盈2仰i9  商え性岩盤植生の生活型組成酬（i）  

（宮崎風発臼杵邸観衆村）  
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イワヒノヾ（助擁細浦＝加矧触弛れ イワカンスゲ（n椚㍑〃矧抽粕川油）などの着生植物  

や串本植物を育成して展観を特性づける必要がある。従ってその処理は，高木性，威高木  

性の樹木は取扱より伐採して萌芽を保存し，また岩壁壕乾燥させないためにも抜根は行わ  

ない。その結果，岩壁衝に暢光があたり低木璃の繁茂と発生の促進が予むⅥされる。そして  

岩壁を流れ落ちる水魔や碧の表蘭の湿り兵舎なども微妙な生態的条件が植物の生育に膨啓  

を与える蕊要な要因となるので，岩壁周辺の森林，特に岩壁上部の森林の保企も含めた作  

発を換対する必賓がある。   

（2）乾性岩壁の植生褒観要素   

熊本県球磨郡球磨村は石灰岩層が球磨川と麗交しているので，槍倒の関，漕法公暑など  

の特異な自然数観や数多くの鍍乳洞が存在している。特に槍例の関付近は石灰岩と飴び  

ついた特有の好石灰岩植物（Calcico18Plant）を多く座すること，急傾斜の建地にモモ  

（ダデ紺打方クerぶ鹿），ビワ（か血如即町両町痛め，ユズ（研削町舟矧）などの野生が見られ  

ること，また先に述べたツクシムレスズメの中国大陸との唯一の隔離分布地となっている  

ことなどの理由から植生学上興味ある植物が多い（熊本記念植物採袋全編1969）。そして  

展観的に見ても，石灰岩壁は表面を流れ落ちる水流がないので岩魔の表蘭が乾燥してお  

り，温性岩壁と細観を異にした植生澄観を求しており興味深い。   

i）調査の目的   

攣者は，石灰岩の岩壁植生の実態と岩壁にふさわしい及観上の技術的蟄斜を得るために  

槍例の関を選定し，生活感組成からこの乾性岩壁の相観と及観造成上の保全作業について  

検討を加えた。なお調査は1978年10月に行った。   

ii）調査の方法と結果   

調査は，槍例の関岩壁が球磨川の水圏より約40mの高さで教えているので，湿性岩壁  

の植生調査で行ったと同じ方放で討対べた。それは，槍例の開封繹の約100m 離れた所か  

ら岩壁全体が観察できる地点を選び，／ニ500mmの望遠レンズを使用して岩壁に生育し  

ている植物の拡大等露を撮影し，この琴霧を基に穫の同定を行った。そして再び現地でこ  

の写霧と対応させながら，望遠鏡（×30）を用いて岩壁植生の櫻の同定と同時にそれらの  

植物の分布状態を相対的分布調査法で調べた。調査結果は嚢2叫21に示す。   

次に湿性岩壁の調査で行ったと同様な方法で生活塑組成を生態汲で表し，それぞれの生  

活型の組成率を調べた。表2仙22はその結果を示す。   

この組成率から見ると，湿性岩壁の組成率と比較した場合，串本と低木の組成率が着生  

植物とばば同じ比率になっている。しかし高水の組成率は湿性岩壁も乾性岩盤もぼとんど  

近似侶で低く，このことは岩壁植生の摘観が高木の生活型に影響されないで着生檎物，尊  

家，低木という3種類の生活型によって主に形作られているといえる。   

次に，この石灰岩岩壁の柏観を特徴づける展観要務植物を風致的生活型要素と好石灰岩  

植物を基礎にして選定し，これを表2仙21に示した。  

ii壬）愛観造成の方針と保全作業   

以上の戯料を基に，この岩壁の澄観造成の方針は着生植物，準あ 低木の生活型を主体  

とした組成にすることが岩壁数観上望ましく，これは湿性岩壁と同じ方針である。そして  

石灰岩との関連性から見ると2，3橙のシダ類があるのみで，色彩的な生活型要素の植物  

が少ない。従って，他の石灰岩地将に多く分布が見られるヤマブキ（肋㌢由ノ叩8〝如），   
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衣2棚2】 乾性岩壁櫨生の生活型組成叫（1）  

（熊本県球磨郡球磨村）  

〔注〕調窓詞掛：岩壁市全体を対象  開発年月：1978年10月  

蚕三倍覿（a）：着生・革本植物（1），低木（2），高木・亜高木（3）  

分布様式（b）：慮生（l），散坐（2），群生（3）  

盈的測度（C）：少ない（i），中間的（2），多い（3）  
水分灸件：d…dry（乾燥），爪‥・meSic（通瀾），W…Wet（湿潤）   
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嚢2州22 乾性岩壁における生活型蘭戚ナ（2）  

（熊本戯球磨郡球磨村）   

⊥ 

ツクシクサボタン（C′e研がfぷぶrα那Var．紬甜郎岬銅錯由），ヒゴイカリソウ（均油粕由闇  

卿餓観伽用椚 V朋．嫉押銅躇）など，花の要魔の植物を導入して盈観的に風致性を1富める  

方法を考慮することが望ましい。   

以上，岩壁植生の展観造成上の相観の処理とその保全作業について述べたが，要する  

に岩壁の展観を特徴づけ，またそれにふさわしい潜生植物，草本，低木叔の礫金と導入を  

図ることが蛮婆となる。  

第3安 保全研究林の造成と作業  

九州大学演習林は，緑地環境保全研究のフィールドワーク（点eはwor】ぐ）として所管の  

森林に多目的総合保全研究林の設定を計画し ，1970年以降より粕屋地方演習林（福岡麒  

粕屋郡篠撰凧），宮崎地方演習林（宮崎県東臼杵郡椎葉村），北海道地方演習林（北梅迫兄  

事郡足審町）にその整備を進めてきた。   

筆者は発2牽で行った澄観造成に関する覆々の植生調査の教科を基に，上記3か所の  

九州大学演習林を試験地に選定し種々の森林数観の保金作楽の技術的な試験を行ってき  

た。   

凍牽は生活型組成に基づいて行った螢観造成のための試験について述べる。  

第1節 保全作業の技術的区分   

農観造成の技術的な拭験を進めるに当たり森林の保全目的を明確にし，厳正保全，加工  

保全，造成保全の三つの保全手法を基盤にした組み合わせからいくつかの処理区が考慮さ  

れなければならない。すなわち緑地保全劉・画，森林保全計画，森林レクリエーション計画  

などの保全計画の作成と実施に当たっては，自然林，人工林を問わず自然環境，特に現地  

の植生を活用し保護する立場から対象とする森林の保全目的に従った技術的内容に基づい  

て林地を次の保全区（処理区）に分割することが望ましい。   

以下はその保全区について算1牽算2節一線地保全の手法…と両部惑壊した内容になる  

が混明す 

ん 歳正保全区   

学術的または相観的に政義な植生の保護あるいは水源の維持，侵食防止などのために人  

為的干渉（humanimpact）を加えない区域。   

臥加工保全区   

員然植生の生態学的法則を硫擁的に利用しコントロールすることによって人為的処理を   
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補助的に加えながら数観的に特赦のある緑地盈観を造成し保全していく区域。   

C．造成保全区   

新しく植栽などによって自然的あるいは人工的な緑地巌観を造成し脅威と防除などの人  

為的処理を積極的に加えながら保全していく区域。  

I）・総合保全区   

D－1生産緑地保全区   

環境緑地として，戯林業などの生産スペースを保持し，生産のための技術的処理を加え  

ながら緑地を保全し継擁していく区域，経済性が立となり展観的には従となる。   

Dm2 施設環境保全区   

管理その他レクリエーションに伴う諸施設のために，その機能性を考慮した自然的緑地  

盛観を新しく造成し，それを保全していく区域。  

以上五つの段階的区分は，Åっ蓋→C→D＿巨托し2 の序列で農観の保金に対して磁極的  

に人為的処理を行って技術的努力を払うものである。そしてこの作発揮目として，新植，  

加植，補椴，除伐，間伐，枝打，蔓■切り，施肥，病啓虫防除，砂防などが考えられるので，  

その保金目的にそった作薬種を適宜選択し実施する必要がある。  

節2節 都市近郊林の祭観的保全   

…九州大学戯学部附属演習林粕屋地方演習林にお【ブる生態樹木園の造成計画血   

1計画の主旨   

柏腰地方演習林は，福岡都市圏の北東部の粕鼠郡篠栗町と久山町に跨がって位置し，九  

州大学キャンパスに極めて近い立地条件から，林学，林産学及び腰学会般にわたる野外実  

習の基本計画が1970年に作成され，その鵬環として9，10，11林班の両歌約30】1a の  

保全研究林が指定された。   

この研究林は，九州大学の研究。教育林としての活用ばかりでなく地域性民の利用と教  

化の施汲も兼ねるもので，その針瀾・設計は森林環境の保全とスヨ…レを盗癖とするもの  

である（富谷ら1976）。   

以上の主旨にそって筆者ら（中村・井上1971）は，研究林内に存在するアカマツ  

（門別ほ♂錯観離職）自然林を研究。教育林としての活用を図るうえで望ましい森林数観に  

するために，9林班の加工棟全区内，面積約0．2haに生態樹木圏の造成を計画した。展  

観造成のための保金作兼は1971年Z月～1972年3月にかけて行った。   

現存のアカマツ自樹林ほ低木J営以下に常緑広葉樹とメダケ属（A用≠成撒Ⅳ由）が繁茂した  

bushになっており，及観的にも林内活用の上からもマイリースの要務が強い。従って，将  

に林内農観を風致的に改選し低木層以下の及観要素を加工保全約手法によって改変するこ  

とにより，すなわちアカマツ林の生活型組成を変えることによって望ましい林内農観を造  

成しようとするものである。   

その造成方法は，アカマツ林の魚観的にマイナスの要因となっている低木層の内，樹  

高4m以下の樹米と軍務類をすべて伐採し刈り払った（林内整理伐）後，麗接，林内に  

緑化樹や花木などの造園樹木を樹下植栽することによって現在の林内展観を特徴ある縁側  

農観に改変し造成するものである。   

樹下植栽の方法をとった理由は次の2点にある。   
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a）都市近郊林の展観と自然環境を保全する立場から，急激な植生破壊を行わずに林灘  

を改変するのに適している。   

b）裸地への植栽に比べて林内の温和な生態環境を活用できるので，植栽漆の活着率魔  

笛めることができる。   

ここで問題になることは，植栽木の樹橙の選建と活螢後の林内生態環境の変化，特に高  

木層の樹記聞鋭に伴う受光蒐の減少である。   

従って漆研究の梶金作米における段階的処理の指針として，林内盤望捜伐前の林内ji重度，  

樹下植栽彼の桃内周波及び高木層伐関（受光伐〉後の林内照度の3礫難の受光汲の変化に  

ポイントを置いた。照度の削盤は東芝5号当彗照度計を用い検地との相対照度で表した。そ  

して測定の際は，Su11SpOt（陽斑点）による測定値のばらつきを少なくするために薄恩  

のEきを選び，1i～13時の聞の散光（djⅣused jight）を対象とした。これらのノ閏皮に関す  

る測定億は保全作業の経過に従って述べる。   

2 計画作成のための基礎的調査と結果   

（】）アカマツ林の生活型組成と林内照度   

まず調査はアカマツ自然林の生活型組成を調べるために，機準的な相観を示す箇所に  

10mxlOm（かコドラートを2個数達した。結果は表3叫1に示す。   

この森林の生活型組成は高木層にアカマツを48．2％俊占秤として含み，その他にヤマ  

モモ（坤r加r浦和），ク口車（ぷγ叩ねeoぷ加∫ぬ）をはじめとする常緑広葉樹を約49  

％混生するもので，低木層については高木層に存在する生活型がほとんど出現している  

が，それにもましてゴキダケ（AⅦ机狛沼地首相職職制血）が80％という高い組成率を示し  

たことは竹が密生した状態を示すものである。そして高さ1m以下の串本腐については  

袋3咽iに掲げていないが，ウラジロ（班e血〆e′ざぶgね〃ぐれ コシダ（劇伽錮明朝抽＝馳飽－  

Jイぶ）を優占稀とする乾燥地腰の林床植生となっており，この状態での林内照度は地上1m  

において烹璽Z均2．王％を示した。   

（2）林内整理伐と林内照度   

次に林内展観の改溶と樹下植栽を行うために，濁さ41n以下の低木層と軍容層を刈り払  

い除去し地紆射手った。この結果，小林汚照度は平均25．4％に増加した。そして樹高，1～  

3王籠の線化樹と花水報酬21樹撥ま09凍…が197ユ卒3月に林間に植栽された。3か月後の  

活者率ほ約92％を示したが，クスノキ（α机紺研m椚00明ゆ椚）は汲も枯損率が高く，  

15本橋栽の内7本が枯死した。この原園として橙々の要！表が考えられるが，現地の状況か  

ら見て，常緑樹の移植最適時期の6～7月（lヨ木造関学金偏1ダ78）に実施しなかった点  

が指摘された。   

樹下植栽麗後の林内叔庶は平均27，7％を示した。なお測定は各樹種どとの受う色数を知  

るために定点観測とし，4方位∵刊・だ・S・W槻を求め，樹冠窓下外側に杭を打ち，その  

杭の土，地上imにおいて測定した。   

この測建飴発に基づいて，保金作米は平均J褐皮27％以下の樹木について植栽木樹冠の  

半径に1m：を加えた半径を持つ円柱形の空間内に入るすべての樹木と妓を除去する受光  

処理を行った。図3ふ1はその作米機式を示す。そして同様に枠内照度の変化を机上にお  

いて測定した。保全処理の結果は，平均13．1％の林内j褐虔が43．4％に増加し，平均56．4  

％になった。   
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貌3叫l アカマツ林の生活型組成  （九州大学柏鼠地方演習林9林鎌）  

霹古  木  腰（8－5m）  低  木  慣（5－1m）  ＼、＼償お低  
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ヒ サ  

モ ッ  
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17盲 0・3  

66 巨 l・2  

77 巨 1．3  

ヤマ＝コ ウバシ  

カ ク レ ミ ノ  

ヤ  ツ  デ  

ネ  ジ  キ  

シャ シャンボ  

ヤ マ ツ ツ ジ  

ゴ ヰ ダ ケ＊  

劉・   l i61 箋  30，2761100．0％ 妻 4，812 」 5，629 t lOO．0％  

純3％   
莞彗醜悪撃至    和の比率  
〔注）調窓両横：川mxlOmx2㌫200m2  関釜年月：Ⅰタフ1年2月  

＊ゴキダケの個体数ほプロット内の11112の申の本数を数え，これに面積を乗じた。ま  

た餞占倦の劉・算は（D．B．H．）をicmとした。  

以上の保金作楽について，ナギ（拘励闇伊昭机痛），ウメモドキ（〟βズぷer和才α），ケヤキ  

（Zg挽0γαぷgrrα′れ サザンカ（C椚〃βJ〟βぷ郎α明〟α）の4樹種の樹冠下（林内）の闇度変化  

を袈3叫－2に示す。この資料によって保全処理の効果は謎められたが，方位別の肥皮革化  

は上層木の配置梢成が臼然林であるために変動が大きく，また植栽木の樹冠も小さいので  

明確な傾向はつかめなかったので4方位の平均砥で表した。   

以上，林内及観を主体にした低木鷹を対象とする保全作紫を行った。次に林内澄観の造  

成は，低木層ばかりでなく高木層の生活型組成と要素も窪要となるので，現在多くの生  

活型蟹兼の樹種が雑多に混生し，しかもその組成率が84．3％と上層林冠に繭蓋しすぎて  

いるため高木層樹種の選択的伐採を行い，アカマツを45％，ヤマモモを15％とし，これ  

に造園的生活型要素の強いヤブツバキ，モッコク（rβ川封ナOe′ナ血ノ叩0〃血），カクレミノ  

（肋朋桓押船方 細怖ね）の要素を10％加えて約70％の高木層の生活型組成率に改威し  

た。従って笛木腰に約30％の空間ができるので，植栽木の受光汲も増加し，その結果，  

林内照度も62．7％に増加した。そして澄観的にアカマツと4樹種の常緑広葉樹の生活型   
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処  劫を ‡う；J   

地  jきlと  縁  

巨  
CW・・‥Cl・oWn＼＼・idとIlほ前が齢  

ー…柏淑木  

図3鵬王  アカマツ‡当然林の盛観的加工傑金の作楽焼式  

要発が強調でき，また林内数観も空間率が増加することによっで決適性も創出されたと考  

えられた。   

以上これら減速の生態樹木園造成に伴って行った螢観的保全作業の試験から，今後次の  

事項が蕊祭な研究探題となった。   

a）森林内に樹下植栽することは活着にとっては良いが，植栽木の生長に伴って受光駿  

が変化するので，それぞれの生活迅に適した商水屑の燦金処理の方法と程度が問題となろ  

う。   

b）受光処理後の林内照度粛増加の傾向が済められたが，樹木の生育は樹冠部の受光蕊  

が問題となるため，林内灘皮の測億灘職場植栽水の樹冠上に改め，これを盟料として用い  

より適切な保全処理を検討する。   
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淡3洲2 伴食処理前後の林内脛皮の変化   

c）この加工保金的作業法ほ現存植生の急激な破壊を行わず徐々に相観を変えて行く手  

法をとるために，都市近郊林などの螢観上変革な森林の生活型組成を魚鶴的に改及する方  

法として有効に活用できるものと考えられたので他の森林にも胤羽を試み，その緒果を放  

射する。  

務3節 奥地山岳林の党観的保全   

仰九州大学盛挙部附属演習林宮崎地方演習林の自然林保全活用計画岬叫  

1 計画の主旨   

近年，九州中央山地の自然林ほ木材及びパルプ厳木の急激な常襲増大に伴う伐採と人工  

造林化のために減少の仙途をたどり，その分布は奥地の瞼岨な山岳地帯に狭められてい  

る。同様に中央山地の凍南部に位置する九州大学宮嶋地方演習林周辺の山地においても伐  

採が進み，急速に畠鎗林が失われつつある。   

このような情況のゅで，本演習林の約2，900ムaをこわたる温キ馴染落葉広葉樹の自然林  

は次の終点から極めて幾鷺な存在となってきた。   

a）モミ（舶f郎カグ摺れ ツガ（7加脚5痛血協）などの針葉樹を含む九州の代袈的な  

温帯林（temperate如est）が大海厳にまとまって存在することo   

b）ブナ，ミズナラ，カエデなどの広幾樹の大経木が多く分布すること。   

c）植物分布上から見て，学術的にも幾蕊な植物が多く座すること。   
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これらの実態に基づいて，九州大学演習林は三方岳団地と津野岳団地の自然林の内，約  

1，000haを新たに多目的総合保全研究林として設定するために伐採計画から除外し自然  

林保全活用計閣を立てた。この計画の基本的理念は，総合的な新しい森林学の確立をめざ  

す研究。教育の場として，温帯性落葉広輩樹林の森林生態系（rorest ecosystem）を保全  

し，それを活用するものである（井上1973）。   

2 計画作成のための基礎的調査と結果   

対象地域ほ代表的な温帯林の相観を示している棒野岳団地の1～8林軸」約300王Iaと  

三方岳団地の30～35林班，約650haの森林で．総両横は950haである。筆者は次の  

項目に関する調査を行い，計画作成のための資料とした。   

a）現地の梯封三調査とカラ叫及び赤外線の航空写霧の判読を議覧に，温帯林の蓋更な要素  

であるブ九 ミズナラ，ヒメシャラ び加納紆枇r 沼射矧壷顔戯汀 サワグルミ（ダ∫eroぐαけα  

涌叫砂地），モミ，ツガ，コウヤマキ（ぶ由如砂ぶγβ用ei地ぬ），ヒメコマツ（動胱＝脚・  

鴫舶用）などが群生している区域とこれらの樹種の大在衆が分布する区域，濠た介在する  

造林地の樹綬と位置を調べて相観植生図を作成する。   

b）植物分布上，南限乱 北限穫，固有種（en血micspecies）などの特定の植物が分  

布するか誘かを調べ，それらの分布図を作成する。   

C）また部分的ではあるが，計蘭の単に森林レクリエーションとスコーレの手法を組み  

合わせて活用するために，渓流の調査を行い滝，渕，河原の規模と位隊を図に作成する。   

以上の調蕊ほ，現地踏査と併せて地元の演習林職蘭や作発展からの聞き取りも行った。  

調査は1972～1977年にかけて行い，それぞれ次のような結果を得た。   

a）主要樹種と欠格水の分布状態は蘭留地を比較して見ると，三方岳団地はまとまった  

群落を形成しており，その相観も原生状態をよく保っている。一方，捧野岳団地はかつて  

大正初期～中期頃（1912～1919年）に大規模な択伐作楽を行って良質欠格材を搬出した跡  

地であり，山頂や高地の稜線を除く地域の楯観ほ小から中経衆が多く概して若い。   

b）雨団地の蔦oraは同じブナ塾の落輩広薬樹林の相磯を示すが，その生態環境と生活  

型組成が輿なりタイプの違った植生となっている。掛こ練野岳団地の植生は，三方藤田地  

方面に主に分布する太平渾塾分布安来岬ソハヤヰ（蟄凄絶）葉栗の植物群（前川1977，  

1978）…のコウヤマキ，イヌブナ（ぬ卵ぷ知ク〃血）などの分布が少なく，北方系要素や  

九州Lh地図有要素植物の内，南限稼（8櫻），新分布種（2種）タ固有橙（2穫）が多く確  

認され，植物分布上また学術的にも蟄蕊な森林といえる（井上・初島1978）。   

C）渓流調査については，三方爵団地の方が集水域も広く，かつ水汲も厳粛で多数の  

沌，渕，河原を分布するが，山方坪野路用地は銀水域が小規模で岩石地や軽石地が多いた  

めに水流が地下に潜った状態の野沃となっており，滝，渕，河原などを形成する程の渓谷  

の発達ほ見られない。   

a），b），C）の由査で得られた図面の内，樺野路計画地域における特定植物群落の分布は  

図3叫2に，三方岳劉蘭地域における主要樹種群落の相観約分布は図3－3に示す。C）の  

図面は省く。   

3 計画の内容と保全処理区の分割   

この保全研究林は2団地に分かれているため，それぞれを「津野岳自然林保全区」及び  

「三方岳自然林保盆区」と名付けた。そして先の調査資料を姦考に，棒野岳の保全区ほ自   
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十一‾－1、 、．＿．－ノ  分   布   域  ●  閻   有   税   

1   シ ナ ノ キ  ヰ  10  ツクシドゥダン  。   

2  璃‾ヒョウニレ  ＋    ヤクシマホツツジ   

3  カジカコニデ  ヰ  12  ヒカゲッツジ   

4・  イサブサヒメシャラ  。  13  ハリ 薫誉 ミ   

5  ミヤマザタラ  ヰヰ  14  ハナビゼリ  ÷   

ナナカマド   15  ヤマトボンカ、、ラ  ヰ   

ウワミズザタラ  …  16  イブキメカボ  ヰ   

ニかイチゴ  り・ワシバ  車   

6              7                     8  酬  

図3血′〟戚“2 津野岳計剛竜也域における特定植物群落ク）分布  

（九州大学宮路地方演習林l～8林排   

賂植生の申で特定の樹木や串本を対象に保全作業の試験研究を行う特定植柳澤落保全試験  

区にし，山方，三方岳の保全区は自然植生の総合的な保全作業の試験研究を行う総合植生  

保全試験区とした。   

次に両自然林保全区内の技術的な保全処理に関する地域区分であるが，相観植生図，ヨ三  

栗樹種及び大径水分布図，渓流分布腰Ⅰ，地形図（縮尺1／5，000）そしてカラ…と赤外線の  

航空写霧による季節的楯観の速い（凍菜汐年月：1976年3月，6月，10月）などの基礎的繋   
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群  

． ・ ・、・・・；  

搭モ ミ＼ツ か  

ア カ マ ツ  

※ コウヤマキ  

那H ブ  ナ  

既 ヒメシャラ  

図3…3 三方偽計画地域に餅ナる主栗樹種群落の相観約分布  

（九州大学営榔ぬ方演習林30～35林執り   

料を絵詞’しながら，厳正保全，加コニ堀金，造成保全などの各煤塵処讃姜‡賞の分制作紫電き実施  

し條盆活用計画を立てた（井上1973）。   

計画の内容は袈3明月3に，また両日然林保全区の計画図を図3血玩4と援！3叫仙5に示す。  

そして研究・調査，試験の渚活動を円滑に行うために必婆な歩道，林細展望点及びその他  

の付繹施設の配鑑計画も併せて行った。   

4 保全作業に関する滑蜜試験   

筆者服1973年より前記の保全活用計画に従い，群落偽金のための総合的な作楽に関す  

る調査と拭験を実施してきたので各保全処理区どとに説明する。  

（A） 厳正保全区で行った禍変   

この礫全区は演習林の森林の中で汲も原生状態の相観を保った地域で，群落の生活型組  

成と要務から見て，環境条件がほぼ安定した平衡状態にある極細植生（c王imax ve即ta－   
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教3仙3 【∃然林保全活用劉・蘭の内容  

（九州大学宮嶋地方演習林。北海道地方演習林）  

…言己号妄  操  全  区   保 全 目 的   

総合生物系保全   

活 用iヨ 的   

観察，調窓，標本の  
採集  

林 地 処 理率  

CN  

（「C  

Cp   

戯 生 保 全 区   
COnSerVation ror  

natureandecosystem  
加．1二†liミ ヰ辛く   
COIISerVatio王IrOr  

C（11叫）etilio】lCし－Illl■01 】】仙叫－′川  

義㌻窟磯す甘  

放乱 作灘金閣索止   

魂食言軌衛のための下刈，  
除伐  

∴‥・・／・∴－．  

南蛮的林相の展示，   
多樺小漁の研究盟材  
胤血＜血血血酬椚  

群落的林紹の展示，  
研究資材の採基  

消極的林摘礫金  

敷極的林相輝金  ,conservation Eor 
rol’estl）nl【Cl■1l  

】給 ′合 イ泉 j  
。Ⅴi。r。  

繊漆採凝の紫．此  

レクリエ叫ション  

禄 地 保 全，   
生逓接地保全  

純林化，人こに林の造成，  
山部魔人樹種導入  

竺竺＿LいJ  recreation  
施設環境操全区  

施散の造成，倉然的緑 環の蟄 
地境成，移入栂  
磁導入  

COnSerVation f■or  
adaptatic〉n and  

、     こICCOnlIl10dali（〕】1nl  

入込収容施設の緑  
地操金  

（∴ －  

わ林地処理の方法は各区に処理に関する試験区を改発する。   

tion）と見なすことができる。   

澄観的保全サイドからこの梅相の森林を見た場合，林外と林内の相磯を自然のままの状  

態で，すなわち生態学的魚観として消極的に保全し活用することが主体になる。そして緻  

榛的な活月ヨとしては，例えば高木層を占めるブナ大篠本の水平的配腰や群落の垂麗的な生  

活型要素の組み合わせなど，澄観造成」ニ，応用できる点も多い。従ってこの保全区での研  

究は，人為が加わらない白然状態のままの森林植生についての基礎的な鍋釜研究を行った  

（井上。汰木1975，1976）。   

崩壊地の植生回復に関する調査   

i）目的   

この研究は原生林状態の温帯性落索広築樹林の申に発生した鳳凰地のこ次遷移を通し  

て，裸地ヤ儲入→森林の成立という自然の回復過程を長期的に観察・調査することによっ  

て，生括弧組成と要素の変遷をつかみ螢観的保金作楽の技術的盟料を得ようとするもので  

ある。  

ii）方法と結束   

欝謂意地は1954年に発生した面積約i．4haの崩壊地であり，上部貌崩壊滑落蘭（土壌  

が不安定な簡所）と下部の土石埴硫部（土壌が比較的安定な箇所）では植生同役の相観と  

侵入縫物の生活型組成に大きな差があるので，崩境地内の上下2箇所に永久コドラート  

（上部：i仇nx30m，下部‥30mx50ユn）を没蓮した。   

また周辺の自然林からの植物の侵入を開べるために，崩壊地を取り園むように永久コド  

ラート（20mx20m）を8個数発した。   

調査牒脹＝ま現存凝物と侵入植物の生活型要素とその盤的な変劾，特に一年生串本植物  

（annuaiherb）の変動，樹幹折鮮による樹木の侵入過程，侵入植物の綬予の形態と飛来  

距離の実態について1卵3年より継続して調査を行った。   

結果は図3叫6に崩壊地における植生回復の相観模式を示し，次の知見を得た。   

a）Aでは土壌侵食，埋没，乾燥に強い生活型黍索のフキ（釣瓶血旭り吻灯油制），イタ   
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CN   戚 韮 保 全 区   l翔一  イ呆 金l夏 界   

CC   加 工 萄と 金 E差  保全処理区界   

CF）   造 成 保金区   ー甘‾‾  串 遺・胤l勘㌫域   

施設環境保全区   辛汽   歩道・林相展望点   

図3仙4 緋野岳自然林保全区の保全活相計瀾  

（九州大学宮嶋地方演習林l～8林班）   
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記  号  

CN   厳託・f呆 全Ⅰ落   一陣   保 全！芸 界   

CC   加 ニlこ 保 室料 区  保全英雄旧家界   

CP   造＋威楳＝ 金「区   ‾T‾   串 う蕊・駄率広磯   

Clモ   紘 ♪合 保 全 区  V月 ■▲◆Q－…・   歩遺・林欄展望点   

図3皿5  三方岳自然林保全区の保全稽j那1・圃  

（九州大学宮崎地方演習林30～35林班）   
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A 崩壊滑落商  

B ニヒ看粒梯部  

A 享け舛ンキ  
B やマヤブギ  

C ツクシりプウリヂ  

D 三ズメ  

E イヌシテ■’  

ド イヌシガ  
G ヒメアシポリ  

11ススキ  

王 イタドリ  
Jヒ封軋闇   

K フ手 州L 再癌川  

」 
a  

僅 

b  

C  

d  

e  

ア  
g  

h  

カブクギノ‡   
やマけぎ   
ツクシヤプウージヂ   
三ズメ   
イヌシプ   
アカシヂ   
ウリハ劫三ヂ   
ススキ  

ヒヨドリJl〕、  
クリ＝iこ’  

コj＼クウツボク  

ムうち宇シ寧プ  
ノリウリ‡ヰ  
シ手三  

アカマッ  
プラノ：l：  

ヒメシャう  イタドリ  

図3】6  崩境地における撤生Ⅰ司後の栂観模式  

（九州大学敵将地方演習林33林刻吏）  

ドリ（ダ8秒酢”川∽ C〝呼血相椚）や山年生草本のヒメアシボソ（舶加紺嘲抽耶 扉輌W冊）  

などの枝物が俊占樺となっている。   

b）Aの生活塾要衆の縫物が鋸こも出現することほ，遍はまだ初期の遜移状態にあると  

見てよい。   

C）Bの林床に，日陰の過瀾地に生育し森林の下ノ関根生としての生活型要素のシキミ  

（〟釣勇用7仇砿∽布昭），コミヤマカタバミ（0ズα揖αごg紬ぶe肋）などが表れはじめたことは，  

冶の立地がAより群落の階層構造が発達し，その生態環境も良くなったことを示す。   

d）木本生活型の侵入時期は，Aについてほ崩壊発生のZ～3年後に， 蓋についてほ翌  

年から始濠っている。   

e）Bの桶観は上層木と下層本に分かれているのであたかも侵入時期が適うように見え  

るが，同時期に侵入したもので単なる樹霜生艮の差による鬼かけの遷移といえる。   

r）侵入植物の発生ほ5月に，消滅は4～8月に集中した。この原園として，発生は冬   
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翔低温による発芽の斉仰牲と発芽促進の効果と考えられ，消滅は4月の晩箱，6月の多雨  

による根腐れと土壌流亡，7～8月の高温・乾燥による枯死と推測される。   

g）後入植物の種子の生活塾はA，義光に風散布形態が約70％以上を占めた。このこ  

とば，周辺の植物分布と飛来魔灘が槻生回復に大きく彫砂することを表している。   

以上，寝相林の自然破壊によって生じた鰯傾灘の植生回復を生活型の視点から検討し  

た。そしてこの二次遜移は自然の展観的保全の立場から人為的処理を加えず，StlCCeSSion  

に伴う生活型要素の変遷を強潤することによって山逮の生態学的展観を人々に晋忍織させる  

ことができるものと考えられる。   

（昆）加工保全区で行った試験と保全作業   

この保全区は自然的な林栢の展示という目的から，植栽などの観梅的な林地処理を行わ  

ないで，掛こ兢争樹種を制御（control）するだけの下刈と除伐を登とした保全作兼を行  

って，特徴ある森林螢観の造成と風致的生活型婆紫の保全を図るための作業試験を行って  

きた。ここに四つの実験を説明する。  

（1）スズタケの生態に関する試験   

i）目的   

スズタケ ぴαぶαわor路揖）は本涜習林の代数的な群落であるブナ晶†スズタケ群銀（asso・  

ciation）の下層植生であり，特にモミ，ツガの天然更新作楽や植生の保全仲基を行う場  

合，スズタケ周の下部は相対瀾度が1％以下となり稚苗の発生生長の光条件を左右する大  

きな阻啓蒙園になっている。しかし本演習林のような年平均降水教が3，500mm に適す  

る多雨地帯では山地保全のサイドから見ると，スズタケは地下茎がよく発達し，しかも土  

壌表瀾下をメッシュ状に緊縛しているので凝固侵食（surrace erosion）に対して極めて  

有効な働きを持っていると考えられる。このようにスズタケの存在は，温禅林の森林の成  

立と保全に大きな関係を持つものでありり その生態を明らかにすることぼ，今後の森林の  

取扱い上，特に数観的保全効果の衝から変要なことと考えられる。   

ii）方法と結果   

筆者ら（汰木。荒上・井上1977）は34林班の申に試験地を設定して，1972～1976年  

の問に個体生長，群落構造，群落環境の測定と時期別刈り払い試験に関して討謂査を行っ  

た。   

方法ぼ四季別の刈り払い（1月，4月，7月，10月）を行い，将（culm）の発生生長と  

枯死，兼の発生消長，稗の分散柄遊，ノ地下茎の分布状態などについて調査測定し，刈り払  

い時期とスズタケの更新と生島のf媚係を調べた。また群落上層の樹冠とスズタケ腰の存在  

が林原の光と温度の環境にどのような彫轡を与えているかを開ペるために積算上限庶計と日  

記温度計を用いて生態環境の測定を行った。結果は次のとおりである。   

a）個体の根ヒ義仲最ばばぼ発生当年で終了し，2年冒以降に枝の分岐が始まる。枝は地  

上1汀巨紋まで無く上部に偏在する。   

b）潜基数は発生当年は少ないが，翌年以降から増加する。しかし同時に枯扱も多くな  

り数年後に∫匹衡状態になる。   

c）群落の光環境は極めて憑く，林床の相対照度は5～10％である。特に密生した箇所  

では1％以下の所も鬼られる。   
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d）スズタケが密生する群落の林床の温度環境ぼ，俳優蘭（1ear－buddingseason）に  

おいて低温となり，落来期には低下が少なく，各軍は比較的混載である。   

e）刈り払い時期は，選挙（7月）が叔も抑制効果がある。そして刈り払い後に再生す  

る秤は高さも低く継い形態をとるが，逆に潜基数は増加の傾向をとる。   

以上 スズタケの生態の不明な点がいくつか明らかとなったが，蕊観的保全作業の遂行  

上掛こ関係が深い軍頓はスズタケの刈り払い時期の問題である。これほ，従来の本演習林  

のスズタケ密生地における地番その他の督杯事塞がその除去に多大の労力と経蟄を必要と  

し，造林作業にとって大きな妨研こなっている実態を見ても分かる。   

従って愚母林における展磯魔成の場合，林外濃観はスズクケの存在が余り問題にならな  

いが，林内農観の場合は大きな障害となるのでスズタケの刈り払い除去が重要な作業とな  

ってくる。   

このような観点から，農観的保金作発としてスズタケの刈り払い時期を考察すると，7  

～8月をこ葉で作られた栄養分が地下茎に降下し貯蔵される前に除去するのが極めて有効で  

かつ省力化になるといえる。  

（2）ヒメシャラ林の保全作   

業  

i）目的   

’ エゴノキ   
ー  Ⅰ  ⅠⅠ  

ヒメシャラ も頼朝沼ね沼銅一  

拍項舶）はツパキ科（耶適職離）10  

に属する落葉広葉樹の高水で，  

わが国の暖帯林上部から温帯林  

にかけて生育するもので，九州，  

四国，本州（開架以西）の主と  

して太平渾地帯に多く分布して  

いる。本椀習林内にも本穫が分  

処   理  ili」■  

布しているが，あまり群生する  

ことなく広く林内に点坐してい  

る。 そしてこの樹木の樹皮が平  

滑で赤褐色をしているため，当  

地方では「あかぎ」や「さるす m  

ベり」などといった方言で呼ば15  

れ親しまれている。   

筆者は，保全区内の温静性落 10  

葉広葉樹林の相磯を特徴づける  

ために，高木層の生活型に注目  5  

して，ヒメシャラの特殊な偶数  

的（寮観約）生活型要素である  0  

赤褐色と平滑な樹皮を強調した  

林内群落澄観を造成するための  

処  理  後  

図3…7 ヒメシャラ林の股観的加工棟金の作業模式   
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髭3瞞4 ヒメシャラ林の生活ぬ組成  （九州大学宮崎地方演習林33林政〕  
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〔注〕開発裾横：20mx30m霊600m2  調窓年月：1974年9月  

保全作業を行った。この作業は1974年9月～1978年12月にかけて3か所の試験地で行っ  

たものの内の1か所について述べる。  

ii）方法と結果   

試験地は自然的な林内群落澄観を造成展示するために，33林班の加工保全区内の歩道に  

そってヒメシャラが比較的群生している箇所に20mx30mのコドラートを設愛し，この  

林分の生活型組成を調査した。   

調窓は林内展観を対象とするために，濠ず高木層（亜高水層も含む）と低木層の生活型  

組成を調べた。結果は教3瑚4に示す。   

生活型凝成から見ると，高木掛こヒメシャラが5i．1％と償おするが，低木層は1．7％と  

非常に少なく，他の生活型要務のシラキ（郎郎冊㌧両肌痛附姐シロモジ（エf77de招け肋・  

ゐα）メ ェゴノキ（ぶrJノ撒ズノαクOJノブ加）などの樹種で占有きれている。そして樹筒3m以下は  

スズタケが餞占穫となり密生している。   

このようなヒメシャラ林分に対する景観的保金作紫は，ヒメシャラの風致的生活型要素  

を相対的に増加強調し，また林内の風通しを良くするために林床のスズタケを刈り払い低  

木層を伐採した。■已の際，林内魚観をヒメシャラと共に特徴づける花，紅紫・黄輩などの  

寧観的生活型東栄の樹木は澄観要索樹種として保残した（袈3叫4）。またヒメシャラは元   
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来，駿磯（into王erant tree）であることからノ特に樹冠部位の受光盈に影啓を与える高木  

層については胸高麗経20cm 以下の申接木を除伐し′ 大経木ほ山部妓打の作米郎守っ  

た。   

以上の保全作業の実施によって，林内兜環境の改瀞を図り，ヒメシャラの稚苗の発生と  

雅樹の生長に良好な環境条件の創建を行った。この時の低木層以下のヒメシャラ稚萬。稚  

樹の発生・生長を促進するための伐開基準は，地上1In の高さにおける林内相対照皮を  

50％に責簸いた。その給発，処登呈前の平均相対爬庶が12％から47％に増大した。これらの  

作米と測定は1タ76年9月に行った。そしてその後の処瑠主として，毎年，林床のスズタケ  

の生長濠抑蘭するために刈り払いを7～8月に行った。   

この保金紙験の結果から農観的にヒメシャラを主体とする特赦ある群落が形成された。  

しかしまだ稚苗。雅樹の発生・生長は不十分で有効な成果が寂れていないので，今後5か  

年間の結果を検潮したうえで21頭目の伐開作業の程度を決める必要がある。   

（3）温帯林主要樹種の群落保全作業   

i）目的   

この試験は，保全区内の革遷にそった34林班について農勧的配慮と教育研究上の目的  

から，本演習林に渡する代表的な温聯林の主要樹種の展示林を造成する作楽である。対象  

とする樹種は，ブナ，ミズナラ，クリ，ミズメ（戯馳ぬg柑細れ シデ頗（α樋知れ カ  

エデ類，ヒメシャラ，ヤマザクラ，リョウブ，モミ，ツガ，アカマツ，ヒメコマツなど  

15樹種からなり，現存植生の自然分布をそのまま活用した針広混交称の生活型戯成とモ  

ザイク的分布を持つ森林の林外及び林内螢観を保全するものである。  

ii）方法と結果   

試験地は34林班の加工保全区内，面硫7．6haで，作業は1976年11月に行った。まず  

対数林分の生活型組成とその繁藤を知るために，標準的な相観を示す箇所に20mx201n  

のコドラートを3個設定した。その生活型組成は表3仙5に示す。   

保全作業は林外と林内の群落及観を造成するものであるが，この調査結果から見て，林  

外相観を決定する高木屑には他の生活型要務がほとんど含まれていない（5％）ので現状  

のまま保全することにし，義巨高木層と低木層について保全処理を行った。すなわち亜商凍  

ノ欝に約22％，低木層に約43％含まれている外の生活型要素樹稼を除伐するとともに，高  

さ3m以下のスズタケ層の植巷通すペて刈り払い除去することによって生活型要素の洗叫  

を医‡った。表3蝋…6は展示する嚢観約生活型安濃の一覧である。   

この除伐せ刈り払いの始発，林内照度は平均1．4％から44％に増大したので，今後の  

上層林冠の伐閃の目安もこの約40％の林内照度に基準を澄く ことにした。そして適切な  

林冠閉鎖状態を経絡制御する処理は，同様に5か年間の結果を検討したうえで，次回の伐  

開の程度を決める予定である。   

（4） レンゲツツジ群落の保全作業   

i）目的   

レンゲツツジ（那加鋸ぬ血肛力狸油紺）はツツジ科の落菜広葉樹の低木で，九外  

四国，本州，北海道西南部に広く分布し，をの生育環境ほ日当りの良いサバンナ製革原や  

虚原（moorland）に好んで群落を作る樹種の血つである。   
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豪3刷5  温野性落輩広灘樹林の生活彗盟組成 （九州大学宮崎地方演習林封林批）  
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袈3仙6  温葦林立蜜柑範の澄鶴的生活型の綴湖と要素  
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演習林の24林地内の通称広野に払 数翻辣近くのレンゲツツジが南限地として生育す  

る群生地がある（愈関1976）。この鮮落は群落遷移の遊行とカラマツ（ムαr∫文才呼rOJ呼まぶ）  

造林のため，現在ではアカマツ自然林凄カラマツ人工林の中に生育する状態になっている  

が，かつて群落が串原の中にあった当時の開花は見事な寧観を作っていた。しかしその  

後，群落は高水層の閉鎖と常縁広兼樹の侵入・繁茂によって被圧が進み，この4～5年間  

に枯死，枯」こり，潜基数の絨少などの裏返的現象が衆れるに到った。   

このようなレンゲツツジ群落の現状を踏まえ，筆者はレンゲツツジの色彩的生活型要素  

の花（赤橙色）と花芽（魚owerbud）形成の基盤となる栄養番眉の基の蒐的な増大を図る  

ための保全作兼を行った。そして現在レンゲツツジ群落が存在しているアカマツ林とカラ  

マツ林の生活型組成の違いを放射しながら保全処理の試験を行った。試験は1タフ6年12月  

に開始し，10年間緻統する予定である。   

ii）方法と結果   

まずアカマツ‡ヨ然林とカラマツ人工林の群生箇所にそれぞれ1か所の試験区を設定し  

た。   

試験区の面積は，アカマツ自然林内の試験区Ⅰが0．8ha，カラマツ人コニ林内の試験区  

Ⅱが0．6baで，計1．4haである。次にそれぞれ相観が興なる両試験区内において，レ  

ンゲツツジがどのような生活型組成で位置づけられているかを見るために，概準的な相観  

の箇所を選定し，15mx15mのコドラートをそれぞれ1個数起し，その生活型組成を凋  

ペた。また餞占他界出のため，森林の階層区分後に地上1m 以上の高さに存在するすべ  

ての樹木の樹冠投影図を作成した。そしてこの図から戯大樹冠幅と戯小樹冠幅の平均櫨を  

求め樹冠麗径（彗ま位：m）を鈴蘭し，この数値の自乗を以て（D．臥H．）2に代えた。この  

理由は，レンゲツツジの幹が細く多数分磯しているために胸高麗径の測定が国難なことか  

ら，樹冠寓掻酬C．D．（CrOWn dia‡Ⅵeter）－を用いたものである。結果は表3軸7に示  

す。   

両統験区のレンゲツツジは，俊l身値が同じような7．8（Ⅰ）と6．2（玉）であるが，組成  

率ではⅠは1．2％と非常に少ない。この保全処理前の地上1．5m における相対澱庇は，  

Uにおいて平均9，4％，iIにおいて平均3．1％であった（測定5月）。■管してこの肇料に基  

づいて次の展観的保金作米を行った。   

作業はレンゲツツジが極めて陽性の生活型であることから，群落の樹冠部位に十分な陽  

光が当たるような処理を行った。特に試験暮夏‡はタ 低木層の優占攫のシキミをはじめイヌ  

ツゲ（／g♂ぷCrβ〃α細），ソヨゴ（〃eズクe♂J描C〟ねぷα），アセビなど凱歌級広塞樹の除伐と商木  

層のアカマツの妓打を主体に，紙験区芯は紙験区外のカラマツ撫浮間伐率（本数率13％）  

よりも強度の80（－90％の間伐（thinning）を行った。Jをの結果，処理前後の樹冠上の高  

さ1．51nにおける相対照度の変化が，両紙験区の平均約6％から86％に増大したので，  

今後の保全作業の方針として，群落内の相対照度が落葉期において平均80％以上になる  

ような処理（受光処理）を行うことにした。   

この保全髄験の技術的な効果に関する評価は，両紙験区内にそれぞれ10個体選定した  

レンゲツツジの各樹冠親指数〔（樹冠潰柊）2×樹高〕を計算することによって覇業蟄と見な  

し，また調査水の花芽数も併せて測定した。1977～1980年にわたる4年間の保全処理の効  

果は表3血8に示す。そしてこの嚢に基づいて，試験区‡，Ⅱにお…ケる保全処理の効果   
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を1977年を基準にした樹冠鼠（着恭敬）と花芽数によって表示したものが図3－8であ  

る。   

以上の結果より，レンゲツツジの 泉観的保金作粟として，生活型要素の内の樹冠（潜  

輩駿）と花の要素を増大させる処理の試験を行ってきたところ血応の成果が認められた。  

そしてこの保全処理の反応ほ，両紙験区とも樹冠より花の栗魔の方に早く効果が表れてお  

り，またアカマツ自然林とカ 

嚢3－…7  柏観が異なる二つのレンゲツツジ群落の生活型組成  

（九州大学宮崎地方鳴劉ネ24林班）  

〔性〕C．D∴CrOWndiameter（繍冠濾篠），調査両横：15mx15mニご225m2，調査年月：1976年12月  

表3叫8  桑観的保全処理によるレンゲツツジの柑冠盛と花芽数の年次的変化肌刷（1）  

（九州大学営崎地方演習林24林班）  

拭  験  区  ‡   

1  ヱ   コ  」  5  （i  7   S   り  川   

0．9 1．4 4．6 0．4 i．3 1．6 1．2 i．i 3，8 4．4  

0   0  1  0   0   2   0   0   宣  i   

O．9 Ⅰ．5 4，6 0．4 1．4 之．0 1．2 l．1 4．3 4．4  

1  2  1  0   2   3   0   2  i  3  

1．2 1．5 4．6 0．8 1．4 2．4  j、6 】．1 ヰ．6 4．4  

2   2   4   3  1  2   2  i  3   2  

1．5 1．8 4．6 i．3 i．8 2．4 1．7 1．5 4．6 4．6  

4   5   4   4  i  4   2   3   3   4  

（次ページに続く）   
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就  験  医  ∬  

王   2  3  4   5  6  7  8  9 10  

‾   ‥            ご   ‾  

0．4 0．3 0．2 1．5 0．9 王．2 0．5 0．8 1．0 0．2 き  8．0  

0 1 0 1 1 2  0  0  ヱ i 旨  8  
0．6 0．7 0，3 Ⅰ．5 1．0 1．2 1．1 0．9 i．3 i．3  

ま   4  0  2  i  2  3  0  5  l  

0．8 0，8 0．4 1．5 l．3 1．3 1．6 1．1Ⅰ．7 l．6  

ヨ   司  1  4   3●  2   5  1 （S   2  

〔注〕a：樹冠駿（潜輩鷹）招致だ（樹冠怒篠）2×樹圃  
b：花芽数  

潤窓：5月   

1977 1978 1979  ヱ9BO  年次  

〔注〕  
0：樹冠鼠（Ⅰ酬a）  

◎：花芽数（Ⅰ…b）  
試験区Il  

樹冠鬼（‡トa）  

花芽数（‡卜b）  ∴・、∴ト」こ  

段13く州〃8  恩鶴的保全処理によるレンゲツツジの樹冠儲  

と花芽数の年次的変化∵（2）  

（図は1977年を姦準とした増加率で示す）  
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カラマツ人工林の方が保全効果がより明らかに表れているといえる。   

このことば単純な階層構造を持つ人工林より，敏雄で多層構造の自然林の方が上層空欄  

を伐閲した場合，今まで被圧されていた低木，翠本類が急速に生長を開始するので，か  

えってこれがレンゲツツジの樹冠を覆う結果となり，！粉光不足を招くものと考えられる。   

今後は群落内の光環境の変動を年次的に測定しながら，樹冠上の相対j褐庶が80％以下  

になった樽点で上層樹冠の伐閑を行い保全処理を実施したい。   

（C）造成保全区で行った保全作某   

この保全区は現存植生に厳秘的に人為を加えることによって，ある穫（species）の群落  

化，鈍林化を図り，森林相観上，特徴のある生活型要素からなる盈観の造成や特殊な植物  

群落の操金を目的とするもので，その作灘櫻は強度の除伐，間伐，刈り払い，移植及び加  

植などを主体とする。   

（1）温帯林主要樹種の群落遺戒作常   

i）目的   

この試験は，先に述べた（》）岬（3）の温帯林の主要な生惜塑要素樹種の展示を馴勺とし  

た森林の農観造成を人為的処理をもってより積極的に行おうとするものである。   

対象とする樹木ほ，先述した代表的な樹種の外に巌観的に特徴づける風致約生活型繁務  

のマンサク（挽描肌鱒翫ノ如胴ぬれト ニサイコブシ（朗昭朋此仁紬紬卿灘），ペニドゥダ  

ン（動油加雨肌＝灯捌肌＝．rl′∂錯ぷ），レンゲツツジなどの本法習林産の花水となる樹種や  

北海道地方演習林産のシラカンパを移入総裁するなど，種々の温繹林の生活享担要素を組み  

合わせた効果を狙った濃観造成を行うものである。  

ii）方法と結果   

試験地は35林碇の造成保全区内，面概10．3haの森林である。作莱は1975年4月よ  

り1979年3月にかけて行った。   

保全作栄の実施に当たっては，まず現地の温帯林の生活型組成とその祭霧樹種の分布状  

態を調査した。調査結束は主要な生活型要務樹櫻の相観約分布として図3∵タにぷす。森  

林の生活型組成については，羞3㈹5の地点と隣接した地域でもあり，相観も組成もよく  

似かよっているので組成表ほ省略する。   

次にこの相観約分布医は縮尺1／5，000の地形院】を基に，温帯林の芳澤溶造成保全計機溌  

作成した。図3仙10はその計画図を示す。そしてアカガン，シキミなどの特に造成対象以  

外の樹種が多く分布している区域は，基盤植生（対J掲区）として現状のま翠保全した。   

保全仲裁は1975年4月に1匝闇の処理として，群落造成を対象とし 
高波径が10cm以下のものと林床のスズタケをすべて刈り払った。   

また試験地内の両部に約＝厄lのシラカンパ群落を造成するため（植栽適応試験あ兼ね  

る），約3，000本の苗木を樹下植栽した。以上の保全処理前後における林押掛対敵皮吼  

地上1．Omの高さにおいて平均9．3％から32．8％に増加した。   

その後，1978年10月に処理後3年を経過した時点の傍輩効果について紹査を行った。  

その飴果，林床に多数の種菌の発生と被圧雅樹の上長伸長が観察されたことにより，1回  

目の保全処理が林内光環境の改沓に効果を与えたことが確認された。しかし再度の上層  

木樹冠腐の閉鎖が遊んだことと，・最初の処理の時に胸高蔽径iOcm以上の戯争木（co汀ト  

petitor）を除伏しなかったことによって，林内鳩皮ほ平均21・1％に低下した。   



7（；  

（
爆
怒
黒
蜜
瓢
磐
槙
常
磐
触
朴
《
家
康
）
 
 

繚
魯
文
欝
嬰
Q
健
藩
舶
羽
東
糠
蘭
 
 
訊
I
M
瓢
 
 
 



77  

（
攣
焙
れ
m
食
掛
整
掩
薯
磐
梯
朴
粟
家
康
）
 
 

恒
産
朝
雄
爆
拇
機
敏
Q
優
麗
酎
湖
東
鰹
褒
 
 
望
－
M
甑
 
 
 



78  

嚢3009 加植樹様の大きさと本数  

樹  種   葦 樹   淘 ぎ 本  数  

300本  

250  

10（1  

65  

（】0  

50  

30  

20  

20  

i5  

カ  エ  デ   当鶉＊  1．5′〉i．Om  

l．5～0．8  

引
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
成
引
 
〃
 
 

メ
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ヤ    フ  

メ 巨 1暮5～1・0  

ナ 巨 1．5～仇5  

ミ
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レ
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オ
 
マ
 
ホ
 
 

1．5′～0．7  

0．6へ．0．3  

0．8′｝0．5  

1．5′〉1．O  

i．5～1．O  

L7′｝1．0  

ク   ラ  

兼
山
 
 

苗
萬
 
 

＊ ・｝＝・  ツ
 
ダ
 
ノ
 
 
 

ツ
 
ウ
 
メ
 
 
 

ゲ
 
ド
カ
 
 
 

ン
ニ
オ
 
 ン  サ  ク  

オ  ノ  

〔注〕 ＊：コハウチワカエデ，イタヤカエデ，イロハモミジ，詞・オをミジの4樹種を含む。  
尊王巨：先立樹木園で養成した来生凱  

以上の調査給異にヨ藍づ丸 岡年11月に2回目の保全処理として群落金屑の対象外樹種  

について強度の除伐（受光伐）を行い，本数で787本，松村緻約40m3を伐採し林床の  

スズタケを刈り払った。その時，林内照度は準勾57．3％を記録した。そして造成林分の  

山層の純林化と群落化を′促進するために，また林内の所々に色彩的生活型要素の樹磁を集  

団的に植栽し挙観的な群落景観を添加するために，嚢3叫9に示すような13樹粗910本  

の山引宙を加緒（樹下植栽）した。またシラカンパ林分についてほ，苗木がススキや低木  

叔によって被圧されないように≦良品を早めるため刈り払い後に化学肥料を施した。   

以上の恩観的造成礫全作業の具体的な林地処理について，ブナ（餓g〟ぶCrβ〃α∫α）林分  

の場合を例にして模式化したものが図3勅11である。   

樹下植栽木の活着率は1980年2月現在，約83％であり，今後の作業は，枯死した山引  

萬の補総や樹下植栽木の生長と稚苗の発生促進のために林内兜環境を3年毎に測定しチふ  

ックすることによって，相対月弔庶を60％前後に維持するような受光伐を主とした保全処  

理を実施したい。  

（2）アカマツ群落の保全作業  

i）目的   

アカマツ ㌍油ば壷胴囲沼）はマツ科（ダiJ7αぐβ〝e）に属する常縁針輩樹の高水でき わが  

図の暖帯林から温鷲‥林にかけて広く生育し，威児ぬ凝藤久良から九州，！剃払 本州北部の  

静森奥まで分布する樹木である。   

このアカマツ林は風致的生活型婆発から見ても樹形と赤褐色の樹幹が優美なことから，  

木材生産林としてばかりでなく風致林としても広く活用されている。   

本演習林には，かって多くのアカマツ大経木の自然林が存在したが，現在では伐採や自  

然の群落遷移などの原因によってその分布域が縮小し，小規模なモザイク約分布が凝られ  

るにすぎなくなった。   

そこで筆者は，近年減少したこのアカマツ林の保全と落葉広葉樹林の相観に変化をつけ   
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処  理  前  

処  税  後  

〔注〕  

：加根した山引笛・ご聖：発生した経常  

援！3…1i ブ丸林の農奴的造成侭金の作劇黄式   

るために，また数曹・研究の場にふさわしいある程度まとまった面積の純林的相観を資す  

森林を造成するための手法を試みた。そしてこれは林外澄観も…一応は考慮するが，林内螢  
観をヨ三繋対象にしたアカマツ聯落の及観造成のための保金作某である。   

すなわちアカマツが持っている風致的生活型要素の内，ま蔑臆な樹幹，糾、放下高，赤褐  

色の樹皮といった要素を強儲することによって特徴のある明るい常緑針葉樹林を造成する  

作業である。  

ii）方法と結果   

試験地は32林班の造成保全区内で，両横5．8h銑のアカマツが比校的に群生してい  

る箇所を選定した。この森林は1960年頃，かってアカマツの天然東新作発（natural  

regenerationwork）を行った跡地であり，その当時は常緑広兼樹を主体に除伐を行った  

と考えられ，現在の生活型組成ほ混交樹種が少なく単純である。   
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敦3輌10  アカマツ林の生活数組成  （九州大学宮嶋地方演習林3ヱ枯淡）  

＼こ、  ＼＼牒は瀾  
礪名 ＼ 

＼  

高東瀾（H．i6－10m）l亜高木層（H．川－4m）  低木腰（H．4－2111）  

闇（D忍慧㌔套（D・訝・）2健巨（D意愁ぎ盲くD・欝・）2  闇（D肴㍊l   

ツ
、
、
ヽ
 
 

マ
 
 

j2浄慧義8  

1，ヲ64  

箭ほ＼卜∴∵篭．3  ア カ  

3   

9  

‖   

2  

16  

108  

64   

41   

量02  

135   

32  

144  

1，10ユ   

826  

i．7  

4．3  

5．7  

l．3  

6．0  

46．3  

34．7  

シ
 
シ
 
ナ
 
 
ツ
 
 

ヨ
 
 

カ
 
ヌ
 
ズ
 
 
ヌ
 
 

デ
 
デ
 
ラ
ゴ
 
ゲ
ビ
 
 

ア
イ
、
、
、
ソ
イ
ア
 

七  

い00・0％い74蔓  劉・  】i4【14，052  31，7551100．0％璽213蔓 2，382l王00．0％  

高木腰・亜高木腰・  
低木層（D．B．H．）2  

和の比率   
29．2％  65．9％  iOO．0％  

〔牲〕調窓両横：20mx20mx2㌍8001 
樹機構威が比較的単鵜紘理由は， 

調査年月：王978年3月  

の天然澄新作業が行われ常緑広輩樹を   誓  

除伐したことによる¢  

調査は礫準的な相磯を示す場所を2か所選定し20mx201n のコドラートを設愛した。  

結果は教3血10に示す。生活型組成から見て，デカマツの下層の亜高木層にアカシデ  

（Cb坪g〝〟ぷねズぴ0用），イヌシデ（仇座肋木臨庇購戚軋 ミズナラが多いのは，1960年当  

時，シイタケ原木とするためにこれらの樹種を施業的に保残したといわれている。そして  

低木屑はイヌツゲ，アセビ，ソヨゴの常緑広基樹が87％を占め，林床はスズタケが健占  

している。   

保全作米は1978年3月，まず1回目の処理としてアカマツ林の激高木層を占めるイヌ  

ツゲ，ソヨゴ，アセビをすべて険伐し，また林床のスズタケを刈り払って林内鼠観のため  

の姦悪伐を行った。すなわち激高水屑はアカマツ，アカシデ，イヌシデ，ミズナラの4樹  

緻，約64％を保全した。次に低木層の樹種は，高木層のアカマツ（特に樹幹）の生活塾  

要素を強蘭博せるためにすべて伐採除去した。そしてこの整理伐を行った跡地にできた空  

間ぼ，アカマツの稚苗の発生と生育を促進するために表土を感状に掻き起こすなどの地表  

処理を行った。この時の林内兜環境は，地上高さ1m における相対瀾皮が処理前の∫】Z均  

4％から32％に増加した。しかし1年単級（19乃年10月）にこの処理緻果を調査した  

とこる，稚常の発生がなく効果がほとんど認められなかったと判断されたので，i980年  

3月に2回目の受光処理として再度の碓1封の発生と生長を促進するため，林内照度が平均  

50％以上（柳沢・加藤1卯1）になるように菟高木層の落輩樹の除伐と叫部校打を行っ  

た。   

これらの保全作業ほ実施した年数が短く処理の反応も明確に確認されなかったので，今  

後の作発として十分なデータの放討を踏まえ，処理による終生の変化の予測を行い壊蕊に  

林床のアカマツ後継樹の更新と育成を図って行く予定である。   

以上述べたアカマツ群落の展観的保金作米は，かって天然更新作潔を実施した跡地であ  

り，比較的容易に林内褒鶴を改馨し群落展観を造成することができた。従って今後の問題   
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として，林床のアカマツ稚番の生長と関連した高木腰のアカマツと亜高木厨の落葉広築樹  

の間伐の程度と時期が盛牽となろう。   

（3）アカヤシオ群落の保全作衆   

i）目的   

アカヤシオ（属如（わd路め■¢〝ダe〃r叩わ′肋7乃 Var．〃戊0β〃ぶe）はツツジ科の落輩低木で  

九州，四国，本州中部（関東以西）の太平渾辟に分布し，海抜1，000m 前後の署塊状の  

尾根，向限の斜面及び岩場などに好んで生暫し群落を作る（愈田1971）。九州においては  

宮崎燭から大分風にかけての太平洋側のブナ林に分布生育し，本演習林では三方漆団地に  

分布している。このツツジの群生地では5月上旬の花期になると，大形の淡紅色の花を多  

数者げた樹冠群は森林展観上，塵めて特徴のある挙観を作る。   

筆者はこのアカヤシカ疇の生活型要紫の内，特に色彩的要素の花の色（淡紅色）と時期  

（4月下旬～5月中旬）を強調した林外及び林内盈観を造成するための生活型組成と襲来  

を組み合わせた保全作業を行った。  

ii）方法と結果   

試験地は34林班の造成保全区内に本攫が放生する尾根地で，群落は高木層を占有する  

常緑針葉樹のツガ，ヒメコマツと低木層を占有する常緑広葉樹のアセビ，シキミ，ソヨゴ  

などの樹種によって被圧を受けて樹冠部位が船上がった状態になっており，また後継樹の  

発生が見られない裏返的現象を発している群落を選虚した。面積は約0．2baで，調査及  

び作楽は1975年11月に行った。   

現状のアカヤシオ群落の生活型組成と要素を把線するために，相対的分布調査を行った。  

次にこの結果を数数化するために，各植物の生活塾（a）の澄みづけを串本・着生…（1），  

低木伽（3）ト高水空（5）と配点を行い，同様に分布様式（b）を，点生－（1），放生岬（3），  

群生剛（5）とした。そして蕊的測度（c）は，少ない－（1），中間的血（2），多い－（3）と  

して，それぞれ（a）＋（b）」－（c）の数槌をもって優占砥と見なした。結果は衆3柵11に示  

す。またこの衆にぼ，アカヤシオとともに相観を特徴づける螢観吏発根物を6樹種選定し  

表示した。表3剛勒ilに基づいて，この群落の生活型組成におけるアカヤシオの位鑑づけを  

見たものが表3叫12である。この表よりアカヤシオは低木腰においてわずか6．2％を占め  

ているにすぎないことが明らかになった。   

保金作灘に際しては本橙が陽樹であることから，特に樹冠部位に十分な駿光が当たるよ  

うに高二村営と低木層におめる他樹磁の除伐を行うとともに，稚苗の発生と生長を促進する  

ための下層植生，特に林床の串本類の刈り払いと教士の掻き起こしを行った。すなわちア  

カヤシオの梯冠部位を直接，被戊。被放する常緑広築樹のアカガシ，シキミ，アセビを伐  

採し，さらに上部壁問を優占している常緑針葉樹のヒメコマツ，アカマツ，モミ，ツガの  

妓打を行った。また低木眉に溶輩広築樹が多く繁茂しているので，林内景観ム見通しと  

快適性を創出させる冒的から樹種の選択的伐採を行った。これは同じ生活型で花井的要務  

を持つツツジ類を螢観要素植物として保残することであり，植物生態的には岩上乾生塾の  

相観として強調し認織させることを酎旨すものである。   

以上の保全作業を進める際の指痩として，健全な群落の樹冠部位の高さ 2m と林床に  

おける相対照度を測定し，この数億郎旨橡に保全処理を行った。その始発，処理前の群落  

における樹冠部位の照度は平均16．7％，林床で4．5％であったが，大体の目安を樹冠部   
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羞3血1j  アカヤシカ・群落の生活璽組成洲（ユ）  

（九州大学欝疇地方紙習林34林証）  
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〔注〕凋窓硯硫：群落金棒を対象  調憲た年月：1975年11月  

生活艶（a）：串本。着封ミ縫物（り，傍流瀾（3），高利畠（5）  

分布燦式（b）：点生（1），散鎮（恥群生（5）  

数的測度（C）：少ない（1），中間的（之），多い（3）  

敦3叫まエ  アカヤシオ群落の生活型組数肋ぺヱ）  

（九州大学宮崎地方演習林34銀鉱）  

生活讐禦箪か紬重機木ぎ高木  劉▼ 】比率（％）  
l・－・・、・   

ア  カ  ヤ  シ オ  

常 縁 針 葉 樹  

常 緑 広 葉 樹  

落 葉 広 基 樹  
多 年 生 軍 務  

7  1ユ     リ．3  

（17     5】．t）  

10     7．8  

13 … 70 毒 46 童 129  計   

比  率（％）  

100．0％  

10．1要  54．31 35．6」 主00．0％  

雷電衣年月：1979年3月   
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教3…】3  アカヤシオ群落の低率層（4～ll現における生活型組成  

（九州大学矧綺地方演習林34林球）  

妻個 体 数  
願お機  〟叫叫州叫山h叫′㌫′－ ′  

－   

（D．竃．H、）2 ％  〈D．玖H．）2 和  

6i．3   

25．之   

6．4  

‘l．0  

1．8  

（1．7  

0．3  

0．さ  

‥、          ‾・・－ ＼∴こI   
Z9＊  315  

ア  カ  ヤ  シ  オ  

コパノ ミ ツバツツジ  

ウラジロミツ′ヾツツジ  

ヤ  マ  ツ  ツ  ジ  

ネ  ジ  キ  

‾†一  ・lT  仁l   

l）  1   －ン   ーノ  

シ  キ  

80  

50  

22  

5, 

4  

ヰ  

20  

4   

2  

1  

l  

L  

き  

」＿  
ア  カ  ガ  シ  ≡  重  

要  

t  70  劉・  … l，252  盲  iOO－0％  

〔脚 調季夏両横：柑m〉く10m〉ミュ慧200rn2  調査年月：1973年3月  
f；：コバノミツバツツジとウラジロミツバツツジは落葉媚】には同定が間際なた  

め，区別しないで調査した。  

放で平均70％以上，林床で30％以上の明るさに置いた除伐と下刈を行った結果，処理後  

の相対照度は樹冠部位で平均82．1％，林床で平均38．3％に増加した。   

この保全試験の技術的な処理の効果についての評価は，地表の掻き起こしを行った箇所  

に設置した5偶のimxlr11のコドラ岬ト（5m2）内の稚苗発生数とした。i976年から  

1980年の発生数を見ると，ミツバツツジ源（償加商痛紺針馴＝卯郎紬岬）や外の広輩樹の  

碓掛こ混じって凍攫の稚苗発塗数が次第に増加していることから，山応この作薬方法は有  

効であると評価できる。参考として1976年から1粥0年の間のアカヤシメ・稚苗発生数を年  

次別に示すと次のとおりである。1976年血0，1タフ7年榊l，1978年伽3，1979年血5，  

1980年靭4，総計13個体がこれまで発生している。   

またこ町方法とは別に保全処讃掩効果を評価するため，筆者は1979年3月，2回目の  

アカヤシオ群落の成東層における生倍数組成の調査を行った。調査方法は10mxlOm  

のコドラ柵トを2偶数愛し，低木層を構成するすべての樹木の胸高麗径を測定した。結果  

は表3叫13に示す。この結果より，低木層のアカヤシオをはじめとする農奴蛍発根物が低  

木閻において約93％の餞占依で確謬された。   

この保全作灘ぼ対象外樹種を伐り除くことをこよって仁目的とする生活型要素の組成率を  

相対的に増大させる方法であり，承作楽の場合も処理前の6．2％（嚢3伽ほ）から6L3  

％（袈3仙i3）に著しく増加することができた。   

なお将来，群落内の稚苗の発生。生長が思わしくない場合は，周辺から稚樹（樹嵩1～  

2m）を集め樹下植栽を行って群落イヒの促避を図る必要がある。  

（D）総合保全区で行った保全作凝   

この保全ぼは三方岳臼然林梶金区の単に数億したもので，レクリエ…ション利用緑地と  

林米生産接地の両者の保全を図りながら，これにスコ叫レの手法を組み込むことによって  

学生，研究者，地元の人々に分かり易く森林の自然環境，将に生態的見方を説明するため   
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の場としての緑地環境を造成するものである。   

従ってその保金作米は，レクリエーション的要素と展示林的性格の強い種々の林業樹種  

の群落化や林相展望点の設定などを組み込む外に渓流，沌，岩壁周辺の数観的保全処理も  

必要となってくる。そしてこれらの作米に付随して，林内に設置する各穫のスコーレ的説  

明板にも教育・研究の場にふさわしいエ未が必要となる。   

筆者は総合保全区における及観的保全試験として，（り 林栄樹橙の群落保金作米，（2）  

林内歩遺と林相展望点の漁観的処理，・（3）淡流の展観的梯金作灘（欝2牽欝3節2…（2）  

において既述。）の三つの保全作業を行ったので，ここでは（1）と（Z）について述べる。   

（1）林凝樹種の群落保全作業   

i）目的   

これは本鏡習林に座する樹木で，…般に林楽が生慮牒闇的とする構造用材，建寒月ヨ紙  

パルプ用材として利用する樹種やシイタケ原木となる樹種の群落化と展示林の造成を図る  

ものである。その作米は，自然林については造成保全区で行った処理よりもより強度の人  

為的処理を行うことによって森林盈観の造成を僕lり，また保全区内の既存の人工林につい  

ては一般林米的作米を行うものである。   

群落化と純林化を行う樹種は，本演習林の代表的な針輩樹用材であるモミ，ツガ，アカ  

マツ，スギ（植栽）とシイタケ原木になる広葉樹のミズナラ，クリ，アカシデ，イヌシデ  

の8樹種である。漁親近成に当たっては自然林の立木配置を基般とした生活型組成に基づ  

いて，それぞれの樹種が持っている生活型要素を強調し組み合わせることによって林外と  

林内の盈観造成を図るものである。   

ii）方法と結果   

鱗者は，32林班に商機約4haのモミ・ツガ・アカマツの針葉樹用材林と33林班に約  

5haのミズナラ・シデ類のシイタケ原木林の森林展観を造成するための予備的保全作米  

の試験を1タフ5年から1977年に行った。ここではその概要を述べるに留める。   

保金作楽は，上記対象樹種以外のもので胸高溶接15cm 以下のものは農観上すペて伐  

採し，林床のスズタケも刈り払った。そして2年彼の1タフ9年3月にこの保全作業の処理  

効果について調査した結束では，林床に目的樹種の稚苗の発生がわずかに見られるだけの  

余り胴礪な更新状態ではなかった。そこで再度，林床のスズタケと砥凍敷を刈り払って後  

淋樹の発生と生長を促進させるとともに，また東新の不十分な餞所には山引滞の加植を行  

うなどの処理を行って早急な群落化と鈍林化を進めた。以上の螢観的保全作灘の処理効果  

は，処理後3年の経過を待って調査・検討を行う予定である。   

（2）林内歩道の設定と林相展望点の景観的処理作米   

山般に林内歩道は自鉄蹄，人工林を問わず，任意の点を蔑短距離で結ぶ「軸遣」といっ  

たものが大部分であり，それらは幅員が狭くしかも急勾配である。   

従って，このような歩道は保全区における調査・研究の活動上支障をきたし，また林内  

レクリエ仙ショソの散策道としても秘めて不適格であることから，本俸全区内の渉遺の盤  

備を行った。   

林内歩道を設定する際は，級やかな勾配で少なくと別電員は1m 以上とし，歩道両側  

を同様に1m 以上の広さに刈り払って林内展観の風通しをよくする処理を行った。そし  

て林相が広く鬼わたせる地点は，展望点を設蹴するために，周辺の自然数観を壊さないよ   
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うに注意しながら視界を法る下層植生の低木嶽とスズクケをすべて刈り払った。また高木  

層の樹冠で視界が遮られて見えない場合は，波打と樹冠部位の伐り透かしを行った。   

以上の総合保全区における渉遺賂備の状況は園3仙i2に示し，次にこれらの林内歩道と  

林相展望点設定の際の条鶴的処理の作米模式を図3叫13に示す。  

ス ギ（人 工 林）   

麟  コ ウ ヤ マ キ  ＝   

ヒ 〆 シ ヤ ラ   

盲実説の菜を親的保全作業   
闊  ア カ ヤ シ オ   

丁∵  

CIl   全 区  総 合 保  扶 抄 造 線化   

CN   厳 正 保 全‡表二  i掬 歩 道 衣川．   

CC   ∃ 展 望望 点   

ニ1                       加 工 保 全 区  

CP   造房も イ呆＋金1茎  妹 j蓬・駄ユーり芸域  

保 全  区  界  

保全処覿ゝ 区 燐と   

園3－12 総合保全‡まにおける林内歩道と林梢展望点の配隊  

（九州大学宮嶋地方演習林33林班）   



〔林相展望点〕  

図3刷仙i3  林内歩道と林相展望点の盈観的保全処理の模式   

第4節 北方丘陵杯の景観的保全  

…九州大学農学部附属演習林北海道地方演習林の自然林保全活用計画鵬…   

（1）計画の主旨   

九州大学北海道地方演習林は十勝平野の内陸東部の足寄部屋審町に櫨医し，両横約  

3，700ila，海抜嵩200～430mの丘陵林からなっている。木鶏習林の自然林は1949年の  

創設以来，種々の試験。研究に活用されており，それは北方林米の経常技術に関する実践  

的な研究が主体であった。   

このような経緯から1即7年の算3次経営寒中間瞼蔑に際して，これらの研究の基盤と   
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なる自給林の生態に関する基礎的教科の空寝備と将来の森林研究の場を確保するという観点  

から，九州大学演習林の叫蓮の縁地環境保全研究の一環として，多軌拘総合保全研究林の  

設建が決定された（井上1980）。   

保全研究林の劉倒地は，演習林の中でも北海道東部内陸地方の丘陵林の代表的群落であ  

る冷温滞性落賽広兼樹林の生活型組成と相観を示す19，20林班の金城，漸硫約280ka  

である。筆者は経常霧に基づく伐採・造林計簡の適用範囲からこの地域を除外し，新たに  

自然林保全活用計画を作成した。   

（2）計画作成のための基礎的鍋蓋と結果   

この自然林保全構用計画を作成するために，現地の植生調査と航空琴嘉（カラ佃と赤  

外線）の判読を基に，主要な生活型要務樹種の群落領域と大経木の分布状態を派べて園  

3叫14に示すような柏観約分布図を作った。その緒果，相鶴は20林班の山部に約20】1a  

のカラマツ人工林が介在する外はすペて落葉広葉樹の自然林であり，概して19林堆は胸  

高麗篠1m前後の老齢の欠格本に窟むが，ヱ0林班は若い小桜泳が多く二次林的な生活型  

要素が強い。以上の調査は1977年7月～1980年10月にかけて行った。   

（3）計画の内容と保全処理区の分割   

次にこれらの植生潜料と地形図（縮尺1／5，000）を参考にして，森林の実憩に基づいた  

厳正保全区，加工保全区，造成保全区，給食保全区の各保全処理区の分割作米を行うと同  

時に，調査。研究活動に必要な林内歩道，林相展望点，その他の付帯施設の配遮計画を立  

てた。作成した保全活用計画図を図3叫15に示す。また計画は宮嶋地方演習林の場合と同  

じ保全処理区分と内容である（表3叫3参照）。  

Ⅰ982年現在，この計博＝こ従って現地の保全処理区の分割作楽を進めており，今後は各  

処理区どとのより詳細な植生調査を実施し特徴ある棉観と植物の分布状態を把擾したうえ  

で，保金作米の処理に関する試験を実施していくものである。また総合保全区に入ってい  

る20年生のカラマツ林は，従来の経営賽で定める施米とは興なるレクリエーション的利  

用と展示林的性格を持たせた大経木で自然的配脛の森林虞観の造成を蔓鋼旨すような保金作  

米を進める予定である。  

第5節 考  察   

筆者は，生活型組成とその要素の組み合わせに基づいた種々の森林及観を造成するため  

の技術的な保全処理の試験を九州大学戯学部附属鯖習林の多目的総合保全研究林を対象に  

1971年より行ってきた。泉観的保金作紫の試験を行っている研究林とそこの森林植生の  

生態的な枚数づけは下記のとおりである。   

◎粕屋地方演習林仙境温帯性健康広裳樹林   

◎宮嶋地方演習林叫混滞性落葉広渡樹林   

◎北梅遺地方演習林仙冷温滞低落嘉広葉樹林   

これらの演習林の植生は，それぞれ立地的に環境衆件の著しく累なる地方に位鮫するた  

めに対象とする森林の生清迎賓釆にも大きな違いがあるが，共通する保全試験の目様は，  

すでに展観的価騰が認められている自然的森林植生を対象に，その生活迎賓発の組み合わ  

せを及観上好ましい生活型組成に人為的処理をもって改変し，これによって引き起こされ  

る植生の反応を生活型魔成の変化から評価することによって保金作葉を実証することであ   
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Eコヨ  ミズナラ・カシワ   転：選   ヤサブモ・ハルニレ   

Eニニヨ  シラカンパ・マカンパ   狂遡   ィタヤか£デ事キハダ   

E＝ヨ  アサダ・サワシバ   m   ヤチハンノキ・ヤナギ覿   

数式  ダケカンバ・ナナかマド  Eニニヨ   カラマツ（人工林）  

図3鵬t4 北方林立繋樹種群落の相貌的分布（九州大学北海遣地方演習林19・20林班）  

る。  

（1）第1節   

線地煤塵技術の基本的な三つの手法である厳正，加エ，造成の保全手放に基づいた及観  

造成を行うためには，植生の保護の立場から四つの処理区に分割する必要がある。すなわ  

ち森林を厳正保全区，加工保全区，造成保全区，総合保全区（生産保全区・施設環境保全   
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CN   戯」i三傑全l哀   00   保 雲き 区 夕声   

CC   保全処理区界   

CP   造成保全1区   ＿止   車道・駄車広場   

CR   総合保全区   －…一0－．．．   歩道・頼朝展望点  

図3酬15  九州大学北梅迫地方演習林の自然林保金活用計画（19・20林淡）  

区）に分け，それぞれの保全目的にあった処理方法をとることによってより有効な植生の  

活用ができることを示した。   

（2）第2節   

九州大学柏屋地方演習林の常緑広灘樹二次林の中で，アカマツを高木腰に持つ森林の林  

内巌観に主体を驚いた農観的加工棟金の作業において，低木層以下の生活型組成を改変し，   
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これに数観要素として緑化樹や花水等を導入することによって特徴ある森林盈観が造成さ  

れることを示した。   

これは陰樹習以上がbusll状態で，林内澄観上amenityと見通しを良くするために低  

木層と輩本腰を除去するが，代りに森林生態系の安盤上から風致的生活型要発の緑化樹等  

を樹下植栽して森林展観を特徴づり・ることを考慮した方法といえる。次に植栽木の生育環  

境の保全払 林内照度の測定個を利用した受光処理の基準をもって保全を図る方法が有効  

であることを示した。ぞしてこのような加工保全の事故は，都市近郊林のような及観上変  

更な森林を急激に破壊しないで徐々に生活型組成を変えながら特徴ある展観を造成して街  

く場合に効果的な方法であることを示した。   

（3）第3節   

筆者は九州大学宮崎地方演習林の約iパ0011aの温相性落葉広葉樹林を保全処理の区分  

に従って数観的保全作業を行りた。その基本となる保全手法は厳罰三保全，加工礫金，造成  

保全の3手法であり，厳正保全区は主として自然状態での生活型の種類と要素を山運の生  

態学的農観として紺薄させることを示し，そして加工保全区や造成保全i計では森林の外観  

よりもヨ三として林内螢観を対象とした保全作業を行った。その特徴として落葉樹林が持っ  

ている参観的要素の紅葉，黄灘，花などの色彩的生活型牽紫の強調を行うもので，その保  

全処理の方法は他の樹木を伐ることによって相対的に密度射瞭加させる手法である。この  

手法をとった植生はヒメシャラ群落，レンゲツツジ群落などで，これは加工保全的処理を  

行い，きらに生活型の種難と婆兼をpureな状態に増大させるために加絡や補櫨を行う造  

成保金的処理をブナ林などいくつかの群落に適用して澄観造成の方法を示した。またその  

外に加工保全的手法の応用例として，総合保全区で行った林内歩道と林相展望点の鼠観的  

保全処理の作薬や渓流の恩観的棒金作楽を提示した。   

以上，この蜘・・邁の馴綺地方演習林の自然林保全活用劉一画ならびに螢観造成の保全作業に  

関する調査。研究において，次のような新たな知見を得た。   

り生活型の異なる樹種の不適合性について   

これほ閤手井（1973b）も指摘しているように，34林政で行った温帯林主要樹種の群  

落梶全作業の試験結発から得られたものであるが，落葉広輩樹と常緑針葉樹のような全く  

異なる生活型甲士を同山林地の同小林冠層，すなわち同じ群落内に混生成立させることば  

生態的に困難な作業と考えられた。山般的に，この現象は常緑針楽樹が落葉広葉樹を駆逐  

する傾向を持つもので，この廃園として推測憧れることは，生活型が完全に違う植物同士  

は種問競争が激化し易く，いずれか山方を消滅させる方向に働くものと考えられる。従っ  

て生構塾が興なる樹種同士を混生させる壕合ほ，単水的にすると親争が山層激しくなるの  

でCOlony状に混生させるようにすれば，異なる生借塑間の競争はその接点周辺部のみに  

起きる絡興，群落全体の存続が可能になると考えられるので，実際の保全作業はモザイク  

約分布状髄の相観を創出するような保全処理を行った方がよいと思われる。  

ii）柏観植生図の袈現について   

植生図はスケール（sca】e）の大きさによって表現する植生の内容が異なってくるのか普  

通である。すなわち火縄尺（縮尺1／100～1／5，000）の場合はかなり細かな樹覆区分まで  

表現できるが，小縮尺（縮尺1／5，000以上）になると群系的な植生区分の霊薬が強くなっ  

てくる。鵬般にこのような礫金作凝の基礎資料に利用する分布図は大縮尺のものが多い   
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が，これは主として商水屑（群落上層）の優占穫や生活型安来にポイントを置いて義軍す  

るもので，藤高木層以下の分布はばとんど考慮されていない。しかし筆者が実際に綽野路  

自然林保全i真において特定植物群落を闊べたところでは（阻3伽2参照），むしる保全の  

対象となるような索蕊な植物は，並高木脛以下の下層に多く分布し，またその数も下層植  

生になるほど多くなる現象が数多く観察された。   

従って森林の各階層どとの分布図，特に下層植生についての植生図作成の必資性が望ま  

れ，これによってより一肌・j習の日銭終生の保金的効果と螢爾的価依を嵩めることが期待でき  

るものと考えられる。  

（ヰ）常4節   

北糧道地方演習林における自然林保全区は，現在（1982年），保金活用計画に従って現  

地の傑盆処理区の分利作発と林内歩道の設置段階であり，まだ英体的な藤林の景観的傑金  

作米はなきれていない。ただ自然植生の保金作巽の処理試験場関して，繹2輩鐸3節ト  

（2）で述べた「特殊な串原植生の祭観的保金作寒」がある。従ってここでは自然林橡全区  

についての考察ほ行わないが，この草原植生の保全のための調査をはじめ岩壁植生やその  

イ也の植生調査で用いた相対的分布調査法についての考察を述べることにする。   

筆者が行った相対的分布調査法ほ主観的で非科学的だという批判があるかもしれない。  

しかし属地における減産の単位面積内の調査緒果をもって全体の植生の分布状態を裟現し  

ようとする植物社会学的な方法が，的確にすべての植物の分布を把握しているとぼ断定で  

きない。このことは，高木屑の大きさ（高さ）によって調査区が設愛されたものが，下層  

植生についても同山衝痍の広さで調査区がとられていることによるものであり，測定結果  

が高水層の測定には適当の広さであったとしても下層の低木鷹や草本層などの群落の測盆  

には不適当で，いくつかの各層どとの群落単位を交ぜたまま測定してしまうという誤りを  

犯したことになる。従って相対的分布調査法のように，群落金屑を対象とした各植物の構  

造的位置づけ，分布の状態，環境の変化に基づく歴々のecad及び miciほ（生態的地位）  

に注忠を向臥 それらの総合的な観察から得られた結果の方がより正確に植生を把挺して  

いると考えたからに飽ならない。   

以上の考え方にヨ姦づくこの調査方法は，実際に保金作莱を行う植生の生活型組成の軽郊  

や澄兼を分析把捉するうえで植生全体を的確にかつ比較的短時間で容易に調査できる方法  

といえる。  

総  括   

本研究は風致的な緑地戯観の造成を目的として，魚観の理論的構成を究明すると共に，  

実紀的な試験と調査を試み，その間の成果の取纏めを行なったものである。具体的には緑  

地数観（植生濃観）を縫物とその集合体である群落の相観としてとらえ，貸をこ，それらが  

群落学的な生活形と風致的な生活形を檎成単位としていることに着‡ヨして，生活形の種類  

と各々の生活形が産み出す級能的要糸との組合せによって新たな植生巌観，あるいは群落  

の造成を計ろうとしたものである。植生管理手法に対してば，とくに自然的な保全を前提  

として生態学的見地からの理論的検討を加えるように配慮した。   
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欝1賓においては，まず準地管理の診断例を参動こしながら，本研究の対象である植生  

澄観が，生活形を基本単位として解析出来ることを明かにし，つ削こ植生の時間的変化を  

考えるとき，それらの保全対策が必要であることを認め，具体的な管理技術として厳正株  

食，加工保全，造成保全の3橙の方法を提示した。この場合，植生農奴を把捉する上での  

基本的な事項として次のことを枚尉した。   

○景観豊生活形の総合嚢現と考え，泉観の植生的構成が生活形を単位として組成されて  

いることを示した。   

○展観構成要因ご自然（弟）的な林外魚観（外部濃観）とam即ity等の感覚的判断を  

登祝した林内展観（内部展観）とによって評価されるが，それらは，生橋形を単位として  

解析出来ることを示した。   

○林内盈観二風致的な生活形の穫難を要素として加える。それらの部分もしくは総合的  

な組合せによって林内及観が構成されていることを把挺する。場合によっては人為的な肇  

入・改良を行なう。   

0侭金登や網物群の生態的安定性と風致的な生活形の存在との関係を検討して，維持・  

改変策を求める。この場合，植生構造を内的分布構成と群落，基盤植生の衝からとらえ  

て，生態学的保全性を分析する。   

節2牽においては，上記書こよって得られた知見をもとに，現実の植生群落の生活形組成  

や盈観構成を分析し，それらの翼当性を検討した。そして，これらの群落を対象に風致生  

活形を活用した緑地澄観の造成方向を模索し，結果として，糸体的な保金作紫を拉示し  

た。研究対象としては，保金作発の普遍化を計る意味から，わが国に出現する自然的植生  

を広く網躍するようをこ選択を行なった。水平分布と垂麗分布（屋久ぬ）の各森林帯に出現  

する植生をはじめ，広葉樹二次林など広い肇屯闘での相観を有するものから，串原植生，水  

辺植生，磐船橋圭！三などの特殊な生活形要素が作る相観までをも含めて調査を行なった。   

欝3餐においては，提示した橙々の保全雅楽を技術として実証するために，九州大学戯  

学部附属演習林に属する，矧喝（柏屋）（曖温耕＊入 官崎 〈温禅林），北海遺（冷温滞  

林）の各地方演習林内に試験地を徽産し，展観的な保全処理を行なった。これらの生態的  

畷境を輿にする三つの森林試験地において，各処理によってもたらされた植生の反応を，  

生活形組成の変化から評価した放尿，前記の3仲裁を主軸とした幾つかの有効な保全作業  

を確立することが可能と判断された。  
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The objectives of this paper are to  establish a t l~eory  and techniques for 

the creation of scenic green space for enhancing human life, and to  demon- 

strate the  results of technical methods of  landscape analysis. 

I t  is considered that  plant life forms are the  most important and basic 

elements of  tlie non-urbaned landscape on green space. Therefore, in this 

report, the  author suggests tha t  green space are characterized by various com- 

binations of types and its elements of life forms, and tha t  landscape archi- 

tecture techniques should be determined a l t e r  giving consideration to the  rela- 

tioiisliip between landscape and life form. 

In Chapter 1, tlie author postulates tha t  green space landscapes can be 

effectively analyzed by use of plant life form, as a consisting unit, and tha t  

the  results of  tlie analysis would be useful in determining appropriate methods 

for the  establishment of  scenic landscapes. 

In  order to sustain scenic peen spaces over long periods, it is necessary to 

conserve the  variation in vegetation in the  landscape by Sluman control. I t  is 

proposed tha t  three ecological control techniques such as the  natural  conser- 

vation technique, semi-artificial conservation technique and man-made conser- 

vation technique are very enective for landscape arcllitecture. 

In practical landscape architecture success in establishment of  green space 

landscape would be improved by appropriate application of the  tlxree control 

techniques mentioned above. These techniques can be applied to the  whole 

life form spectrum, if physiognomy of plant forms can be recognized as 

lshenotypical expressions of aggregated life forms. Give this supposition, the  

scenic factors of forest landscapes which belongs to  the  green space landscape 

can be classified in terms of scenery factors such as the  oriter-view and inner- 

view of  forests. The  former is characterized by natural components of the  

peen space landscape and the  latter by its sensory function including amenity 

and serenity for human life. 

From this standpoints, tlie author analyses and indicates the  function of 

treated forest landscape con~posed of  a variety of  life forms and their func- 



tional elements which combine to form the  scenic outer-viezu and inner-view o f  

forests. Further, the ecological structures of vegetation are investigated and 

analyzed as to their community types, by backgroud vegetation and pattern of 

spacial distribution and other attributes to obtain the  necessary basic data  

for determining stable conservation patterns. The planned landscape which is 

conversive under natural condition can be achieved by using conservation works 

which function to  ensure ecological stability. 

In Chapter 2, the author proposes tha t ,  on basis of the  knowlege obtained 

in Chapter I ,  methods of landscape architecture and conservation works can 

be effectively applied to the  practical creation of  green space landscapes and 

to  the symbolic use of life forms. 

In this study, the  investigated areas are selected on the  basis of  various 

types of physiognomy so as to allow results which are universal. Universal 

physiognomies (natural forest, substitution forest and artificial forest in cli- 

matical horizontal and vertical zone) and characteristic physiognomies (glass 

land, water side and rock vegetation) are investigated and analyzed, in order 

to  broadly comprehend t h e  various types of vegetation in Japan and to  be able 

to widely apply proposed conservation works to all cases. 

The purpose of Chapter 3 is to establish a control technique for vegetation 

conservation works for the  creation of greeu space landscapes described in 

Chapter 2. Technical experiments regarding conservation treatment were con- 

ducted in regards to the  natural vegetation in the  Kyushu University Forest 

where the scenic value has already recognized to a considerable extent. 

The sites of  these experiments are located in the  Niyazaki Prefecture 

(high elevation area>700 m ;  the  vegetation of which belongs to  the cool 

temperate forest type), Fukuoka (: ICasuya; warm temperate forest) and 

Hokkaido (boreal forest) of ICyushu University. Special emphasis being placed 

upon the  experiment carried out in the  Kyushu University Forests in Miyazaki 

Prefecture. 

In these experiments, the  induced responses of  treated vegetation are used 

for the evaluation of the  technique in comparison with the  changes in life- 

form spectrum. Accordingly, some effective techniques regarding the  conserva- 

tion work were successfully demonstrated for the  purpose of  creating a green 

space landscape. 




